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本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。



























※この作品はフィクションです。一部の地名、建物名を除き、実在する人物、団体とは一切関係ありません。
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　四月の上旬。桜さくら前ぜん線せんが北関東の群ぐん馬まにもやってきた、華やかな季節。

　僕・志し賀が真まことと彼女・浅あさ間ま夏なつ綺きの出会いには──意外なものが一緒にいた。




　安あん中なか市立松まつ井い田だ高校、通称・松高の一年生。僕の隣のクラスにいる浅間さんは、こちらのクラスでも話題になるほどに明るく快活で、目を引く女の子だった。

　髪をサイドに結い上げた、くりっとした目鼻立ちの、明るく愛あい嬌きようのある顔。

　胸とかお尻しりとかの出るところは出て、ウェストや足首とかの引っ込むところはきちんと絞られた健康的なスタイル。

　よく笑っていて、雰囲気がからっと陽気で、不ふ機き嫌げんそうな顔が想像できない娘こだ。




　──そんな彼女が降りてきたのは、青と白の巨大な機関車の運転室から、だった。















　彼女は松高のブレザーとスカートではなくて──ディープブルーの制服に身を包んでいる。

　ワイシャツの上にきりっとネクタイを結び、鍔つばと記き章しようのある制せい帽ぼうに髪を仕舞い込んだ浅間さんは、学校で見た時よりも引き締まった、スタイリッシュな格好に見えた。

　真っ白なワイシャツと手袋、それに浅間さんの色白の肌とブルーの制服のコントラストが清せい潔けつで気持ち良い。

　上半身はこれ以上もなくビシッとして、下半身にはズボンに包まれたすらっとした足が伸びる。かっこいいけど、どこか色っぽいなぁ……と、どきどきしてしまう。

　僕は浅間さんに、見み惚ほれていた。

　巨大な機関車と小こ柄がらな浅間さんの組み合わせは意外だったけど……不思議と似合っているように思えた。

　なんで同じ高校に通う同級生が、僕のバイト先──碓氷うすい峠とうげ鉄てつ道どう文ぶん化かむら──で、機関車を運転しているのだろうか？

　頭の片かた隅すみではそんなことを考えていた。

　だけど僕が口にしていたのは、見たままの、素す直なおな感想だった。

「かっこいい……なぁ！」

　浅間さんの姿はかわいい、というよりも凜り々りしく、勇ましかった。

　彼女には夢と希望を抱いた人間の、輝く美しさがある。

　僕が持ってないものを、今の彼女はしっかりと持っているように見えた。そう感じると彼女が羨うらやましいような、自分が情けないような、複雑な気分になってしまう。

「……あ！　Ｂ組の志賀くんだーっ！」

　機関車の上の浅間さんは、僕に気がついたように、こちらへ大きく手を振っていた。

　一瞬、この場から逃げ出したいような衝動に襲われる。

　だけど僕は踏み止まって、浅間さんがこちらに来るのを待った。

「よっこいしょっと──！」

　浅間さんはタラップを降り、僕の前にひょこっとやってくる。

「もしかして浅間さんも、ここで働いてるとか？」

「ううん、違うよ？」

　あれ、そうだったのか。じゃぁなんでここに？　……と思ったのだが。

「私はね、子供の頃からここでこれの……ロクサンの乗り方を教わってるんだ」

「？」

「それに、私の友達もここに通っているんだよ。後で会わせてあげるね──そう」

　浅間さんは手を広げ、気持ちのいい笑顔で言う。

　それは幼い女の子が、大事にしていた宝物を内緒で男の子に見せてくれるような、はにかみの顔だった。




「しぇるぱ部、っていうんだ。みんなね、素敵な女の子たちだから、志賀くんも気に入ってくれると思うな、うん！」










「真まことちゃん、部活はどーするん？」

　松まつ高こう一年Ｂ組の教室で、僕の前に座る幼おさな馴な染じみ──残念ながら男──の、野の辺べ山やま治はる男おが聞いてくる。

　四月上旬。春の陽気の中、ほやほやの新入生生活を送る、一年生の僕ら。

　今は新入生勧かん誘ゆう期間なので、朝から校舎前で配られていたいろんな部活の勧誘のチラシが机の上に纏まとめてある。僕は束たばになった勧誘チラシをめくって言う。

「治男は悩まなくていいよなぁ、野球部に入部を決めてるんでしょ？」

「まぁ、俺に野球以外の選せん択たく肢しはないからなー」

「っていうか治男は高校、推すい薦せんで私立の強きよう豪ごう校こうに入れたんじゃないの？　なのになんだって、平へい々へい凡ぼん々ぼんな公立に入学したんだか……」

「それはな！　真ちゃんが！　通う学校に俺は通いたかったからな！」

　テラテラしている治男に、はぁぁ、と溜ため息いきを吐きつける。

　身長が一八〇オーバーで筋肉質の体格。小学校時代から地元のリトルリーグで野球をやっていて投手で四番、走ってよし打ってよし投げてよしのスポーツマンでナイスガイだ。

　フィジカル面における僕の羨せん望ぼうを、一式まとめて装備しているのが治男だった。

　一方の僕・志し賀が真は、と言えば……背はそんなに高くない、肩幅が狭くなで肩、体重は軽いし、体毛なんかも薄い。さらに言うとかなりの……女顔なのだ。

　毎朝、顔を洗う度たびに鏡を見て、どうしてこんなになよっとしてるのか、これから成長して本当に男らしくなるのか、と悩むほどに。

　子供の頃から治男と一緒にいると、まるで男の子と女の子みたい、だと言われていた。

　それどころか女子のいたずらで女装させられたりすることもあって……それがいろいろと、思い出したくもない記憶に繫つながっている。

　たとえば……幼馴染みに幼よう稚ち園えんの頃に女の子だと誤解され、中学どころか高校にまで追っかけられるとか、そういう感じに。

「真ちゃんが……マイラバーがいない人生なんか、この世の闇やみだ……そんな耐え難がたい生活を、暗黒の青春を全ぜん寮りよう制せいの野球バカ高校で俺は送りたくないぃぃぃ！」

「治男こそ僕の生活を、耐え難いものにしようとしてるじゃないか……」

「で、部活はなんにするの？　演劇部とか、真ちゃんを誘ってるんじゃないの？」

　ケロッとした顔で、僕の抗こう議ぎをスルーする治男。

　悪びれない治男の様子を見て、ふーっと溜め息を吐ついて言う。

「確かにね……でもあそこの先輩は、僕に女役をやらせたがってるような気がして、なんかねぇ」

「それは見てみたいような気がするな。だが、俺の恋のライバルを増やすリスクは未然に潰つぶしておいた方がいいのか、悩むな……」

「悩まなくていいから。それに、僕にはバイトの兼ね合いもあるからね」

　部活のことを決めかねているのは、僕が始めたアルバイトのせいもあった。

　夏に、やりたいことがある。そのためにお金を貯ためようとして……なんとか姉さんに許してもらったバイトが、碓氷うすい峠とうげ鉄てつ道どう文ぶん化かむらの仕事だ。

　バイトと両立できそうな部活ってなんだろうか？　野球とかサッカーとか吹すい奏そう楽がくとか、ハードなのは難しいなぁ……と悩んでいた時だ。

「ちょいとごめんくださーい！　おーい、しーがーく───ん？」

　教室の後ろのドアから、僕の名前を呼ぶ声がした。

　Ｂ組の教室が、にわかにざわめく。

　声を掛けてきたのは、サイドポニーの一年女子。

　学年でも指折りの美少女・浅あさ間まさんだ。

　彼女は僕を見つけて、こっちこっちと手招きしていた。

　昨日、僕のバイト先で出会ったかっこいい浅間さんと、今朝の制服姿でかわいい浅間さん。どちらも甲こう乙おつつけ難い……だなんて、ぼうっと見み惚ほれている場合じゃなかった。

　僕は慌てて立ち上がって、戸口に向かう。

　あの二人って同おな中ちゆうだった？　どういう関係なの？　とか周りに噂うわさされていたけど、そんな声を極力聞かないようにしていた。

「あ、浅間さん……僕に、なにか？」

「いや、特に用事ってわけでもないんだけどさ」

　浅間さんがくくっ、と肩を揺らしていたずらそうに笑う。

「あっちでなにかと顔を合わせることも多いと思うから、こっちでも一つご挨あい拶さつしとこーかな、って思ってね」

　浅間さんが、僕を嬉うれしそうな目で見ている。

「あそこで、かっこいい！　って第一声で言ってくれたのは、君が初めてだから。『なんであの娘こあんなことしてんだろ？』って不思議そうな目で見られることが、結構多くてねぇ」

「そうかなぁ……僕はお世せ辞じじゃなく、かっこいいと思ったんだけど」

「ありがとね、褒ほめてくれて。あ、時々あそこに遊びに来るよーちえんのおこちゃまも『おねーちゃん、かっこいい！』って言ってくれるな」

　浅間さんが、おかしそうに口元に指を当てて笑う。

「でねでね？　せっかく同級生なんだから、こっちでも仲良くできればいいな、って」

　浅間さんは、ひょいっと右手を差し出す。

　僕は彼女へ、いろいろと聞きたいことがあった。

　なんで浅間さんがバイト先で巨大な機関車を運転しているのか。あの時に言っていた『しぇるぱ部』とはいったいなんなのか。

　彼女の手を握って、尋ねようかと思ったら、だ。

　廊ろう下かから、別の女子が呼ぶ声が聞こえた。

「浅間さーん、こっちこっちー！」

「って、ああおうっ！　教室移動中だったんだ、そんじゃまた後でねっ！」

　ぽんっ！　と僕の肩を横から叩たたいて、すぱっと浅間さんは去っていった。

　春風のように颯さつ爽そうと去っていった浅間さんの余よ韻いんの中で、僕は思う。

　──彼女は、僕にとって素敵で、そして謎なぞだらけの女の子だった。





　　　　　※






　浅間さんとの出会いから、一週間の時間が経たった。

　放課後に僕は、便数の少ない信しん越えつ線に乗って、群ぐん馬ま県けん境ざかいの駅・横よこ川かわまでやってくる。

　横川駅は一時間に数本の電車しかないのに、馬鹿みたいに線路の数がある、不思議な駅だ。

　いつ見てもだだっ広くて、客と規き模ぼが合ってないなぁ、と呆あきれてしまう。

　そういえばホーム横の空き路線にちょっと前から、信越線と同じ緑と橙だいだいのツートンカラーの、三両編成の電車が停めっぱなしになっているんだけど……あれはなんなのだろうか？

　乗客の入れない線路に停めたままだし、動いているのも見たことはない。

「……気にしても仕方ないか。どっちみち乗れないんだし」

　横川駅で下り、道路を一本挟んだ先にある、碓氷峠鉄道文化むらに入る。

　僕のバイト先は全国から有名な、かつ使われなくなった電車を集めた鉄道のテーマパークだ。

　日本全国にも同じような鉄道公園や博物館──リニューアルがニュースにもなった大おお宮みやの鉄道博物館とか──はいくつもある。

　しかしここが他と違うのは、本物の電気機関車を体験運転できることにある、という。

　この鉄道文化むらは昔、横川機関区という巨大な鉄道の施設だった、と職員の人に聞いたことがあった。

　それは横川から先にまだ線路が繫がっていた頃の話で……僕らが生まれる前のこと、だ。

「さてと──夏の軍ぐん資し金きん稼ぎに、頑張りますか！」

　僕はバイトの職員証を受付で見せてゲートを通ると、市役所のビルみたいな鉄道資料館に入った。

　タイル張りの階段を上って二階の展示室を通り過ぎ、三階のスタッフ区画に入る。

　更衣室でスタッフジャンパーを羽は織おり、一階まで下って売店の職員の人に挨拶をし、今日のバイト開始だ。

　平日の仕事は、主に園えん内ないの清掃だ。

　園内の鉄道車両を見て回る、まばらなお客さんに会え釈しやくする。

　竹たけ箒ぼうきで舗ほ装そうされた通路を掃はいていると……ピョー！　と甲かん高だかい警けい笛てきの音が鳴り響いた。

　僕もようやく、聞き慣れた音だ。でも静かな園内に響く大きな音で、お客さんがびっくりしているのが見える。

「うーん、今日もロクサンは元気そーだねぇ。おじーちゃんな機関車なのにいつもいつもご苦労様、だよね」

　後ろから声を掛けられ、僕は振り返る。

　ここで初めて出会った時と同じ、かっこいい制服姿の浅間さんがいた。

　彼女と出会ってから数日が経ち、学校やここで何度も顔を合わせている。だけど、まだ僕は浅間さんのことがよくわかっていない。

　彼女はこんな格好をしているけど、どうして鉄道文化むらのアルバイトや職員じゃないのか。所属しているのは、ここにいる『しぇるぱ部』という組織らしいのだけど……？

「浅間さん、今日もあの機関車に、乗るの？」

「ん、体験運転の予約が今日は、先に入っててね。いやぁ、ロクサンは今でも人気あるよね、平日のこんな時間に乗りに来るお客さんがいるんだもん」

　ロクサン、というのはＥイーＦエフ63という形式の、この施設で体験運転用に使われている電気機関車のことだ。

　全国でも横川周辺だけで使われてた、特殊な機関車だという。

　それがたくさんあることが、この碓氷峠鉄道文化むらの売りの一つ──もう一つの売りは全国にも名高い駅弁・峠の釜かまめしの生せい誕たんの地──なんだとか。

「私の番が回って来るまでぶらぶらと思ったら、君を見つけたわけ。お仕事の邪魔しないから、ダベり相手にでもなって欲しいなー、って……ダメ？」

　浅間さんは帽子で顔をぱたぱた扇ぎながら、話し掛けてくる。

「う、うん。職員の人に見つかって、サボるなって怒られないくらい……なら」

「おっけーおっけー！」

　浅間さんは帽子を被り直すと、小首を傾かしげて聞いてくる。

「そういえば志賀くんは、どうしてここにバイトをしに来たの？　やっぱり、お小遣いが足りないから、とか？」

「お小遣いっていうか……やりたいことがあって、そのためにお金を貯めなきゃって思って」

「ほうほう、どんなこと？」

「夏にちょっと一人で旅をしたいなぁって考えてて……その軍資金を、ね」

　浅間さんにこんな話をするのは、ちょっと気き恥はずかしい。

　僕は人生の夢を、僕が情熱を向けるに足りる対象を見つけるために旅をしたい、と思っているのだ。

　僕には、姉さんがいる。松高の生徒会長で、文武両道で才さい色しよく兼けん備びの完かん璧ぺき超人。我が家に君くん臨りんする冷眼の絶対君主だ。

　姉さんの口くち癖ぐせは『あなたは由ゆい緒しよある志賀家の跡継ぎです、家名を汚けがさない立派な男子になりなさい』で、事あるごとに僕に厳しく接して、躾しつけようとしていた。

　だけど姉さんは『跡継ぎとしてこうしなさい』とは言わず、なにかにつけては『跡継ぎとしてふさわしくない真似は止やめなさい』と、行動を縛るような物言いばかりをしていた。

　姉さんに怒られないようにしよう、と息を潜めて暮らしていたせいか──自分がなにをしたいのか、どうなりたいのか、そんな将来の夢や志望がないことに気がついた。

　なので一度厳しく息苦しい姉さんから自由になって、自分一人で将来の夢のことを考え、インスピレーションを得るためにあちこち旅してみたいと思っていた。

　そのための資金を、姉さん当人にせびるのはお門かど違ちがいというものだろう。

「普通のバイトでも良かったんだけど、姉さんが『社会の役に立つ真っ当な仕事でなければ許さない』って言い出して、お祖じ父いちゃんがここを紹介してくれて……」

「志賀くんのお姉さんって……もしかして生徒会長の、志賀葵あおい先輩のこと？」

「知ってる？　って、入学式の時に在校生代表の挨拶をしてたから、知らないはずはないか」

「ああ、やっぱり！　名字が同じだし、顔もどこか志賀くんに似てるから、もしかして？　って思ったんだよねぇ」

　うんうん、と頷うなずく浅間さん。

「それにお姉さん、すごい美人だし！　志賀くんもちょっと男の子離れした顔立ちだし、いいねぇ、美び貌ぼうの血っていうのは、ちょっと羨うらやましいなー」

「そんなことないよ……この顔で、得をしたことないんだし」

　夢のことを考えると、途と端たんに自分の容よう姿しが恨めしくなる。

　治男みたいにフィジカルと、やりたいことが合がつ致ちしているのは幸せだと思う。

　僕がこの姿形だからこそできること、やりたい物事、というものが思い浮かばない。

　芸能界や接客業とかでは重ちよう宝ほうがられる、と言われたこともある。だけど葵姉さんがそんな進路を許すはずがないし……僕は一度それで、こっぴどい目に遭いかけた。

　さすがにそこまでの込み入った心情を話せず、僕は竹箒で通路を掃いて歩く。

「そっかそっか。いいねぇ、一人旅をしたいってのは素敵だね！」

　僕の後ろに、浅間さんはのんびりした足取りでついてくる。

　振り返ると、僕を励ますような眼まな差ざしで見つめていた。

「夏の一人旅かー、私は行けるかなー。その頃はしぇるぱ部の運行が始まってるだろうし、予備の機関士役がいないから抜けるのは無理っぽいねぇ」

「浅間さん？　いまさらなんだけど……聞いていいかな？」

「なになに？」

「君の入ってる『しぇるぱ部』っていうのは、なにをする集団なの？」

　浅間さんは二、三度、瞬まばたきをする。

　まるで山から下りてきたハクビシンかなにかを見るような、きょとんとした顔になった。

「あ……れ？　言ってなかったっけ？」

「うん。おぼろげながら、電車でなにかをする集団じゃないのかって思ってるんだけど……それって松高の部活じゃないよね？　シェルパ、っていうから登山部かなにかみたいに聞こえるけど……山登りと鉄道の関係って、なにかがあるのかな？」

　浅間さんはうん、と頷いた。そして指を顎あごにつけて、考えながら言う。

「えーっとね、『しぇるぱ部』っていうのは、朱と鷺き音ね先輩の付けた愛あい称しようで──正式名称は、碓氷観光開発コンソーシアム・女子学生鉄道プロジェクトチームっていうんだ」

「……長い」

「だよねー。だから私たちは愛称で呼んでるの」

　浅間さんがおかしそうに笑う。

「重要なのは、女子学生鉄道ってところでね。ここにある、あのロクサンを──」

　浅間さんが指さす先には、体験運転線をゆっくり走る電気機関車の姿があった。

「女子高校生だけで運行して、碓氷峠を走らせよう、って計画なんだよね」

「…………」

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、僕はどこから質問していいのかわからなくなる。

　箒を止めて、しばらく考えて……おずおずと聞く。

「なんの……ために？」

「それはもう、観光開発のために。昔は横川から軽かる井い沢ざわまで電車で行けたんだよ、でも私たちが生まれる前に長なが野の新幹線ができて、廃はい止しされちゃったんだよね」

　浅間さんが鉄道文化むらの奥の、碓氷の山並みを見つめて遠い目をする。

「横川－軽井沢間の路線は昔から全国的に有名でね。旧きゆう国こく鉄てつ・ＪＲ全線の中でも一番きつい上り坂の峠で、そこを走るためだけの専用の機関車が開発されたくらいの、ね」

「ロクサン……っていう、浅間さんも乗ってるあの電気機関車？」

「そうそ。他にもＥイーＤデイ42とかもあったんだよ、アプト式の……って、マニアな話は置いといて、と」

　よっこいしょ、とハコを横にずらす真似をする浅間さん。

「路線は廃止されたけど、碓氷峠の線路や専用の機関車は温存されていたの。そこに、最近のこの辺りの観光状況が関わってくるんだよねー」

「ええっと……製せい糸し場じよう跡あとが世せ界かい遺い産さんになった、富とみ岡おかのこととか？」

「お、ちゃんと地元の情報をチェックしてるねぇ？　そのこともあるんだよねー」

　浅間さんが親指を立てて、僕を褒めてくれた。

「世界遺産のある富岡と、昔から避ひ暑しよ地ちとして有名な軽井沢。この二つの間に挟まれた横川は、いまいち観光客向けのアピールが弱い」

「釜めしだけじゃ、お客さんは来てくれないってことか……」

「もちろん横川も、ぼんやりしているわけじゃなくってね。前から温泉宿のある麓ふもとの坂さか本もとに加えて、峠の真ん中にある熊くまノの平たいらに秘ひ湯とうっぽく温泉が掘られたのは、知ってる？」

「駅のポスターにあった夏オープン予定の、トレッキングとかのお客さんにアピールしてた、あれ？」

「うんうん、それ。そこまでこの鉄道文化むらからトロッコ列車で行けるようになる！　……けど、それでも世間へのアピール度は今一つ、なわけで」

　腕組みして、浅間さんはいかにも悩んでます、という仕草をした。

　そしてぴん！　を指を立てて話す。

「ここで『伝説の横よこ軽かる』とまで呼ばれた、この碓氷峠の線路を復活運行させて、温泉のある熊ノ平まで往おう年ねんの機関車に牽ひかれた列車に乗っていく、それが一番お客さんを呼べるネタになる！　って案が出てきたわけね」

「伝説の……ってなにか、すごい肩書きがついてるんだけど？」

「そりゃもう、すごかったらしいよ、碓氷峠の路線が廃止になった九七年九月の夜は」

　浅間さんが手を広げてぐるっと、鉄道文化むらの中を示す。

「横川の駅や通りがぎゅうぎゅうになるほど人が来て、あちこちに中ちゆう継けいのテレビカメラが林りん立りつして、コーラスの響く中に通り過ぎる深夜の最後列車の見送りがあって、鉄道ファンが山びこがするほど号泣して、最後には帰れなくなった人たちを助けるために『はぎのや』が無料で釜めしを配って回ってた、とかね」

「うわ、すごいね……」

　浅間さんの話す、横川の大混雑というのは……今の長閑のどかな鉄道文化むらの光景からは想像もできない。

「まるでトップアイドルの引退コンサートみたいだ……それなら伝説、と言われてもおかしくないのか」

「そこを走った専用機関車・ロクサン──『峠のシェルパ』には、それほどの人気があるわけだ。運用が終わっても、ここでああやって動どう態たい保存で走ってるくらいに、ね」

「もしかして『しぇるぱ部』って名前は、そこから付けたのかな？」

　うん！　と浅間さんは笑顔で頷いた。

「ま、他にもいろいろ理由があるらしいね……ゆくゆくは横川－軽井沢の全線復活、上野から軽井沢まで直通のイベントトレインを！　って壮そう大だいな構想もあるそーだけど」

　帽子からこぼれた前髪をいじりながら、浅間さんは話し続ける。

「で、今度は長野新幹線が延びて北ほく陸りく新幹線になるから、軽井沢も富岡も観光客にまるっとスルーされる可能性が強くなる。『それはまずくないか』ってことでこの辺のお役所や企業とかが協力して、碓氷の観光資源開発に動き始めた。それが──」

「なんとかコンソーシアム、のわけ、なんだね。そこの発案で碓氷の廃路線を復活させようとしている……と」

「うんうん、そーゆーことだね」

「その計画に浅間さんは参加している、って理解でいいの？」

「私だけじゃなくて、しぇるぱ部の仲間もいるけどね」

　浅間さんがさっき口にした、朱鷺音先輩という人もその一員なのだろう。

　いったい何人くらいの活動なんだろうか？　と思いながらも、僕は別の質問をしていた。

「で……どうしてそれが、学生の鉄道で、ってことになったの？」

　そんな大おお仰ぎような観光開発計画に、学生の出番があるとは思えない。それが正直な、僕の疑問だった。

　あはは、と苦笑いして、浅間さんは軽く肩をすくめる。

「あれこれと計画が動き出した時に、横川－軽井沢路線の復活の計画に関して……こんなキャッチフレーズが出たんだよ、ね」




『九七年九月三〇日。伝説の夜を知らない子供たちが、碓氷の歴史を作り上げていく』




　僕は浅間さんの詩しを吟ぎんじるような言葉に、聞き入っていた。

　ひどくロマンティックで、不思議と胸の中が熱くなるフレーズだった。

「横軽廃止の日のお祭り騒ぎを知りようがない、その後に生まれた世代……っていうと一七歳以下になっちゃう。でもヨーロッパには学生鉄道っていうものがあるし、ガチンコの旅りよ客かく鉄道路線復活じゃなくて観光用の鉄道にするのなら、こういうアプローチの方が世間の興味を引くんじゃないの？　っていう話になったの」

「その上に、女子までくっついたのは……」

「そりゃーもう、見み映ばえの問題だよね」

　浅間さんが、おかしそうに笑う。

「女の子だけで動かす鉄道の方が珍しくてかわいくてかっこよくて、アイドルっぽく人気が出てお客さんがどんどん碓氷に来るんじゃないのかな？　って」

　浅間さんが手を広げてくるりと、はしゃぐようにその場で一回りしてみせる。

　おどける浅間さんが、ちろっといたずらそうに舌を出す。

「っていうか、学生鉄道へ女子のみってアイデアをねじ込んだのは、しぇるぱ部の明あ日す香か先輩なんだよね。いろんなところに影響力のあるお嬢じよう様さまなもんで、男嫌いの先輩の言うことは誰にも逆らえないから、って理由もあったみたい」

　大人に言うことを聞かせる、すごい学生がいるのか。

　浅間さんの仲間には大変な人もいるんだな、と思っていると、彼女は得意そうな笑顔になる。

「それが、私にも好都合だったわけね！　鉄道マニアな男子が殺さつ到とうしたら、女子の私に出番は回ってこなかったかもしれないし……そんなこんなで私たちはこの鉄道文化むらに間借りして、しぇるぱ部の活動するようになったんだよ」

　しぇるぱ部と、やろうとしている事業は把は握あくできた。

　それがわかると……僕は浅間さんが眩まぶしいような、羨ましいような気持ちになっていた。

　こんなに生き生きとしぇるぱ部のことを話してくれて、そこでロクサンという機関車を運転することを楽しんでいる浅間さん。

　彼女を動かす原動力となっているのは、強く素敵な夢なのだろう。明確な夢を持っていない僕は、それがどんなに素晴らしいものなのかを、知りたくなった。

「なるほど。じゃ、どうして浅間さんは……しぇるぱ部に入ろうと思ったの？」

　僕としては、気軽に質問したつもりだった。

「………………」

　だけど浅間さんが僕を、目を見開いて凝視する。

　今まで饒じよう舌ぜつだった彼女が、ぴたっと黙りこくってしまったのだ。

　彼女の瞳に浮かぶ、警戒の色。

「……え？」

　微妙に気まずい沈ちん黙もくが、僕らの間に漂う。

　気さくな態度だった浅間さんが、急にこちらを敬けい遠えんするような気配を漂わせている。

「あーうん……まぁ、ね。そこは……いろいろある、わけなんだけど」

　はきはきと喋しやべっていた浅間さんが、途端に言葉を濁にごらせる。

　浅間さんは制帽を直し、僕から目を逸そらした。

　彼女はまるで、トランプで悪い手札が回ってきたような、気まずそうな顔をしていた。

　そしてスマホをポケットから少し引き出し、液えき晶しようを見て言った。

「……って、ごめん。バイト中なのに邪魔しちゃって。私、もうそろそろ体験運転の時間だから。ダベリに付き合ってくれて、ありがと」

「浅間さ……ん？」

「それじゃお仕事を頑張って、志賀くん。また明日、学校でね」

　浅間さんは手を振って、振り返らずに小走りで離れていく。

　僕は浅間さんを追いかけることができず、その場に竹箒を持ったまま立ち尽くしてしまう。

「これって……どういうこと、なの？」





　　　　　※






　それから浅間さんと僕の関係は、微妙なものになった。

　隣のクラスなので廊下ですれ違えば、挨拶はする。だけどその後にすいっと離れていってしまう。

　突然空いてしまった距離に戸惑い、いったい僕がなにを彼女にしてしまったのか、どうすれば謝れるのか──そもそも、なにが悪くてどう謝ればいいのか？──を悩み始めて、一週間くらい経った時のこと、だった。

「……あ」

　登校時の、校門から昇しよう降こう口ぐちへの通路の辺りでは、まだ部活動の勧誘が続いている。

　仮入部期間ももうそろそろ終了、新歓期間も終わろうかという追い込みの時期だ。

　勧誘チラシの束たばを手にした浅間さんが、その中に居た。

　もしかしてあの『しぇるぱ部』の参加者の募集をやってるのかなと思ったけど……声を掛けようかどうか、迷ってしまった。

「ねぇねぇ、キミ？　一年Ａ組の浅間夏なつ綺きサン、だよね？」

　迷っている間に、浅間さんの前に二人組の上級生男子が立ち止まる。

　ショートパンツのユニフォームからすると、朝練から上がったサッカー部の先輩みたいだった。片方の上級生が図ずう々ずうしく、浅間さんの手からチラシを一枚引き抜く。

「あっ、はい……そうですけど」

「なんの勧誘してるの？　ふーん、女子学生鉄道プロジェクト？　仮称・しぇるぱ部？」

「学外での有ゆう志しの活動なんです。募集してるのは女子なんで、先輩方は申し訳ないんですけど……」

「へぇ、知らないなぁ」

　そう言ってサッカー部の先輩は──手にしたチラシをくしゃり、と手で丸めたのだ。

　その仕草が、僕にはひどく不ふ愉ゆ快かいだった。

「こんなことしてても、引っかかるのはオタクばっかりだよ？　そんなのかわいいキミにはもったいないって」

「一年女子でもキミがピカイチの美人ってことは噂になっててさ。で、どこの部活にもまだ入ってないって話を聞いたんだよねー」

「キミ、うちのマネージャーにならない？　コンパもあるし、学生生活をエンジョイするならこんなことやってるより、うちに来た方が絶対いいって。素敵な彼氏もゲットできるかもねー」

　ぽい、と先輩は丸めたチラシを捨てる。

　浅間さんは、怯おびえた顔で先輩の顔を見上げていた。

「いやでも、私は……やりたいことが他にあるんです。マネージャーとか忙しい部活の仕事は、ちょっと……」

「いいじゃんいいじゃん！　まずはうちの部室に来るだけでもいいからさぁ？　キミの同じクラスの大おお下したさんも、うちのマネになるから友達も増えるしさぁ」

「鉄道とか電車とか、くっだんないことに大事な青春の時間を使うの？　もったいないじゃん、キミは俺たちのところに来た方が絶対にいいって？　ねぇ？　そーじゃない？」

「…………」

　強引なサッカー部先輩たちの勧誘に、腹が立つ。

　傲ごう慢まんな二人の言動は、なによりも浅間さんの夢と希望を踏み付けにしていた。

　僕はまだ人生を費やすに足る夢を、見つけていない。

　だからこそ夢や目的をすでに持っている人が羨ましかったし、同時に尊敬もしていた。

　──浅間さんは、そんな人の一人だった。

　尊敬する人を馬鹿にされるのは、許せない。自分が馬鹿にされることより、頭に来る。

　僕は強い足取りで、歩いていく。

「やめてください、先輩方……浅間さんは嫌がってるじゃないですか」

「志賀……くん!?」

　僕は、浅間さんと上級生の間に立つ。

　スポーツマンらしく体格の雄ゆう偉いな先輩たちが、僕を見下ろして不愉快そうな顔をする。

「は？　お前誰？　一年生が上級生に、なに偉そうな口を利きいてんの？」

「なんだよ？　男か女かわかんねえのがしゃしゃり出てきて、どういうこと？」

「浅間さんに、謝ってください」

「はぁ？」

　不快さと威い嚇かくを込めた声。

　だけど僕は足を踏ん張って、キッと見上げて言う。

「浅間さんのやりたいことを、くだらないとか、意味がないとか馬鹿馬鹿しいとか──そういったことを全部、彼女に謝罪してください」

「お前、なに言ってんかわかってんの？　一年坊ぼう主ずが上級生に謝れとか、頭沸わいてんのか？」

「浅間さんのやってることは、持ってる夢は立派で──笑われる謂いわれなんかない。誰にもそれを笑わせなんかしない。だから、謝ってください！」

「なに寝言こいてんだよ、てめーは。朝っぱらから寝ぼけてんのか？」

「志賀くんっ!?　先輩、やめてください！」

「ははは！　かわいい顔のボクチャンがなにを言ってんだよ？　お前も女装させてマネージャーにして、俺たちがかわいがってやってもいいんだぜ？」

「僕がどうこうは関係ありません、浅間さんにちゃんと謝って……」

「どけよ、お前とは話をしてねーんだよ」

　先輩の手が伸び、僕の肩を乱暴に押し退のけようとする。

　殴られても、僕はその場を引くつもりはなかった。ここで引いたら、おしまいだと思う。

　──その時だ。

「あー、先輩方？　それ、止やめといた方がいいですよ？」

　先輩の腕を横から握って止める、手があった。

　友人の治男だ。

「なんだ、また一年坊主が口を挟んできて。お前、余よ所その部活だろ？　うるせえぞ」

「いや、先輩方のことを思ってのご忠ちゆう告こくで……余所でならともかく、校内でこいつに手を出すとヤバいコトになるもんで」

　なに言ってんだ？　という先輩の疑わしげな視線を受けても、治男は動じない。

　ちょいちょいと僕を顎で示して、治男は言う。

「こいつは幼稚園時代からのダチで、名字は志賀。で、姉ちゃんがこの高校に通ってるんですよ」

「────」

　先輩二人の顔色が、みるみる青ざめる。

　三年生で生徒会長の志賀葵。姉さんを怖れているのは、弟の僕だけではない。

　この松高でも『鬼の葵姫様』という異名を奉たてまつられる、伝説の主ぬしだと聞いていた。

「真にちょっかいを出すと、あの姉ちゃんは本気で手加減しないんですよ。で、そういう瀕ひん死しの目に先輩方が遭われるのが気の毒で……あー、どこ行くんですかー、先輩、まだ話の途中ですよー！」

　浅間さんに無理強いをし、僕を突き飛ばそうとしたサッカー部の先輩は、灰はい神楽かぐらを立てるように立ち去っていってしまった。

「治男、今のはちょっと……なぁ？」

「これが一番穏おん便びんな解決法だったと思うぞ。ま、虎とらの威いを借りた狐きつねは俺ってことにしておいて、真ちゃんと浅間さんのテーソーがチャラいスケベな先輩から守られたことは良しとしよう、な？」

　かかか、と治男は高笑いしながら、僕の頭をぽんぽんと叩く。

　姉の権けん威いで助かってしまったことには、納得がいかないような……浅間さんの前で情けない姿を見せてしまった気がしていた。

「俺はお前のああいうところは、昔から嫌いじゃないぜ。時々突っ走りすぎなきゃなお良し、なんだがなー」

　しみじみと話す治男。

　治男は変なことを僕に言う困った奴だった。だけど同時に僕にとっては、眩しくしっかりとした夢──野球への情熱──を持った、敬うやまうべき相手でもあったから、交友が続いているのだった。

「あの……志賀くんに、野辺山くん？」

　僕たちのやりとりを聞いていた、浅間さんが声を掛けてきた。

　浅間さんと治男は、僕を経由して何度か話をしていて、お互いに名前を知っている。

　チラシの束を胸に抱いた彼女は、まだ動どう揺ようの隠せない顔をしていた。

「ごめん、ちょっと見ていられなくなっちゃって……ああ」

　彼女と僕の間が最近、ぎこちなかったことを思い出した。

　出過ぎた真似をして、また不愉快にさせたのかもしれない。

「じゃ、僕たちは行くから、勧誘を頑張って……」

「あの……ありがとう！」

　浅間さんが僕たちに、ぺこっと頭を下げた。

「志賀くんが助けてくれるだなんて思ってなくて、びっくりしちゃって──あの、これ、貰もらってくれないかな？」

　浅間さんは勧誘のチラシを渡してくる。

　久しぶりに、浅間さんの屈くつ託たくのない笑いを見たような気がした。

「しぇるぱ部の朱鷺音先輩が『私たちも新歓っぽいこと、やっとかないといけないよね』って言い出して、昨日の夜になって急にこれ、刷すり始めたんだ」

「女子学生鉄道プロジェクト？　あ、これは真ちゃんが言ってたやつか……ほー、面白そうなことやってんだなぁ」

　治男が横で、手にしたチラシを読んでいる。

　一晩で作ったにしては、しっかりしたレイアウトでイラスト──謎の釜めしキャラと真ま面じ目めそうな文章で、活動を案内し勧誘している内容に見えた。

「興味があれば鉄道文化むらに見学に来てね。歓迎するし、仮入部だって受け付け中だよ？」

「でも僕は男なんだよねぇ……見学はできても、入部は無理だよね」

　僕は、ちょっと困った顔をして言う。

「バイト先と活動先が一緒っていうのは、松高で部活動をするより便利そうでいいんだけど」

「そーいや真ちゃんはこのまま帰宅部か。ま、バイト優先ってことなら、しゃーないかもしれんけど、幽ゆう霊れいっぽくてもどっかに所属していた方が無ぶ難なんじゃないのか？」

「結局、ここに入ってなにかしたい……って思える部活、なかったんだよなぁ」

「ははは、相変わらずキラキラした夢のない若わこう人どめ！」

　耳に痛いなぁそれ、と僕は苦笑いする。

　その時、すごく真面目そうな顔で頷く浅間さんが、僕へこう言ったのだ。

「なんとかなるよ、きっと……いいや、私がなんとかしてみせるって！」





　　　　　※






　五月の連休を過ぎた辺りのこと。

　バイト先の鉄道文化むらの職員さんに呼び止められて、話をされた。

『うちの園内で活動している女子学生鉄道プロジェクトに、同じ学生である君も協力してくれないか？　その間のバイト代はきっちり払うから』と。

　この鉄道文化むらも例のなんとかコンソーシアムの一員であり、『しぇるぱ部』の活動を支えているのだとか。

　多少の疑問点はあるけど、これは願ったり叶ったりの話だ。

　なによりも仲が良くなった浅間さんと一緒に部活動というか、校外の学生活動を一緒にできるチャンスだ。

　その場で職員の人にやりますと、答えた。後日、少しドキドキしながら話を聞きに、鉄道資料館の二階にある『しぇるぱ部』の部室に顔を出したのだが──。




「来ましたわね？　志賀真」

　白を基き調ちようとした清せい楚そな制服姿の女性がパイプ椅い子すに腰掛け、僕を眺めて言う。

　色白でメリハリのついた美貌を持つ、掛け値なしの美人──それも人に威い圧あつ感かんを与えるタイプだった。

　制服は、隣県のお嬢様学校と名高い軽井沢女子高校のもの。

　お嬢様っぽい洋物の扇おうぎを手にし、いかにも手入れの行き届いた小麦色の柔らかい髪を、ヘアバンドで留めている。

　ここは鉄道文化むらの鉄道資料館の二階、職員の大部屋向かいにある『しぇるぱ部』の部室。

　昭和の息い吹ぶきを感じる木枠のガラス戸と棚だなに囲まれた元物置のこの部屋は、今では机とテーブル、それにノートパソコンや液晶テレビ、その他部員の衣服や私物などが持ち込まれて、いかにも学生の溜まり場、という感じになっていた。

　その上にこの部室の中の机が一つ片付けられて、そのスペースに巨大な釜めしが置いてあるのだから……わけがわからない。正確に言うと、釜めしの形をした巨大な着ぐるみだ。

　それを見なかったことにして、僕は室内にちらりと目を巡らせる。

　もう一人、松高の制服を着た眼鏡めがねの女性が机の上に屈かがみ込んで、なにかをしていた。

　白い制服の彼女は、そんな室内を気に留める様子もなく、話をする。

「私は白しら鳥とり明日香。女子学生観光鉄道プロジェクト──いわゆる『しぇるぱ部』の部長をしていますの。以後、お見知りおきくださいな」

「……初めまして。ここにお手伝いするように、と言われてやってきたんですが……」

　僕は白鳥部長に丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

　緊張する。それもそうだ、彼女のプロフィールを職員の人から、おおよそだけど聞いていたからだ。

　関東有数の鉄道企業体、武蔵むさし鉄道。

　そこのオーナーである白鳥家の令れい嬢じようが、彼女だ。

　東京の私し鉄てつ網もうや都心の商業施設・不動産のみならず、軽井沢の駅の南側を埋め尽くすホテルとスキー場とショッピングモールとゴルフコース、あれらを経営する武ぶ鉄てつグループが白鳥部長の家なのだという。

「志賀真？　あなたがこのしぇるぱ部でやっていただくことを、私たちが協きよう議ぎの上で決定したのでお話ししようと思いますの」

「あの僕に……なにができるんでしょうか？」

　素そ朴ぼくな疑問を僕は口にしたら、だ。

「あはははー、かわいいですね真くん！　上級生に呼び出されてドキドキしてる、そんな顔されたらおねーさんキミのこと、食べたくなっちゃいますよ～」

　名前呼びの上に『かわいい』だなんて言われた。

　僕は、ぎょっとして声の主を見る。

　今まで机の上に屈み込んでいた眼鏡で年上の人が、にやにや笑いながら僕を見ていた。

「ああ、失礼しましたー。私は副部長の萩はぎ野の朱鷺音と申しますー。真くんやなつきちの、高校の先輩にもあたります……あ、ＯＧじゃなくてもちろん現役ですよ？　ぴちぴちの二年生ですから！」

　液晶タブレットから身を起こした萩野先輩が、胸を張って言う。

　セミロングの髪に眼鏡を掛け、愛あい嬌きよう……というよりも何事かをたくらんでいるかのような得意げな顔。美人ではあるんだけど、こっちを手玉に取ってやろうと狙ねらってる、いたずら猫みたいな雰囲気がある。

　松高の有名人として、彼女の噂を耳にしたことがあった。

　萩野先輩の家は、峠の釜めしを全国区に押し上げた『はぎのや』だ。

　はぎのやといえば横川最大の、というか長野から群馬に跨またがり、喫茶やレストランなどに手を広げ、全国にも名の知られる飲食サービス企業だ。

　群馬と長野のお嬢様二人が、この『しぇるぱ部』を動かしている、と聞いていた。












「それを今からお話ししようと思っていましたの。よろしくて？」

「あ、すいません」

「志賀真。あなたにしていただきたいと思っているのは、そこの着ぐるみマスコットキャラクター、『かまめっしー』の中に入って宣伝活動に従じゆう事じする」

「え!?」

「──か、訓練を受けて予備の機関士になるか。どちらをやりたいか、あなたに選ばせて差し上げますわ」

　白鳥部長が目を細め、僕に問いかける。

　僕はまじまじと部屋の片かた隅すみに転がっている、『かまめっしー』と呼ばれた釜めしの着ぐるみを見つめた。

　峠の釜めしは、益まし子こ焼やきの小釜に出だ汁しで炊き込んだご飯と椎しい茸たけ鶏とり肉にくその他の具を添えた、横川が日本に、いや世界に誇るスーパーメジャーな駅弁界の元祖チャンピオンだ。

　その釜めしが巨大化し、直径一メートルもあるサイズになっていた。器の側面にはおっぴょろーんとした正体の抜けた顔が、底には足を出す穴があって、中に人が入る着ぐるみマスコットだとわかる。

　これに入るの？　と戸と惑まどう僕に、妙にハイな声を掛けられる。

「ほほう。このラブリーな横川発のゆるキャラ『かまめっしー』に興味を持っていただけましたかー？」

「これ、もしかして釜めしの『はぎのや』のマスコット……だったりするんですか？」

「いえいえ、これは私が丹たん誠せい込めてデザインして、そして専門業者に自腹で大たい枚まい叩はたいて作り上げ、ゆるキャラ界に横川と『しぇるぱ部』から殴り込み、いずれは偉い大だいな九州の帝王もんクマやマスコミの寵ちよう児じなしっふーと雌し雄ゆうを決する最終兵器……かまめっしー！」

　萩野先輩が拳こぶしを握って、キラキラ顔で力説していた。

「…………」

「私は、このかまめっしーを全国区のゆるキャラに押し上げるために！　その足がかりとしてしぇるぱ部に全身全霊をそそぎ込んでいるのですよ！　君もかまめっしー＆横川レジェンドに、今日からレッツフュージョン！」

「……はぁ」

　萩野先輩は綺き麗れいな人なんだけど、言動が奇妙で、妖あやしい気配が漂っている。

　それよりも問題は、この『かまめっしー』だ。

　この大きくて中が蒸し暑そうな着ぐるみに入って、これからのシーズンに屋内外で活動することには……濃のう厚こうな命の危険が漂っている。

　僕は白鳥部長に向き直り、背筋を伸ばして宣言する。

「機関士の方を選ばせてください！」

「えええっ!?　なぜそちらを選ぶんですか？　男の子なら機関士よりもかまめっしーの中の人になりたいって思いませんか!?」

「そう思う男子もいるかもしれませんが、僕にはちょっと……遠えん慮りよさせて欲しいと……」

「まぁ、そう来ると思いましたわ。あなたの志望は聞いてあげましてよ」

　騒がしい萩野先輩を横目で見ながら、白鳥部長は妙に疲れた顔で、言う。

「懸けん案あんの一つは、これでなんとかなりそうですわね」

「手伝う、というともっとこまごました雑用係なのかと思いました。思ったより重大な役目で驚いています……」

「かまめっしーだって、すごく重要な仕事ですよぉ！」

　萩野先輩の叫びを、僕は聞かなかったことにする。

　幸い、白鳥部長も眉まゆ一つ動かさずスルーしていた。

「予備の機関士役が、そんなに問題だったんですか？」

「ええ。元々もう一人、機関士候補の娘がいたのですが」

「『が』、ということは……」

「その娘が辞めてしまって──もしもの際に予備の機関士が必要になれば、どうすればいいのか？　という懸念が私たちにはありましてね」

　扇を手にした白鳥部長が、すっきりしない顔で言う。

「そんなに……ここ、部員が足りないんですか？」

「ええ、現状は私と朱鷺音、それに機関士の夏綺に、整備のみすずの四人ですわ。募集はしているのですが、まだ実績もなく概がい要ようもはっきりしない活動と思われているせいか、志願者が現れないものでしてね」

「だーかーらー、かまめっしーのラブリーさをテコにして、部員をもりもりっと募集すればいいんですよー！」

「ですが少数精鋭、大いに結構。今の段階で所帯ばかり大きくしても統率が取れず、機き敏びんかつ柔じゆう軟なんな活動の妨さまたげになるばかりですわ」

　液晶タブレットに張り付く萩野先輩を軽く無視し、白鳥部長が言う。

　そしてぽん、と扇で手の平を打ち、僕を見つめた。

「あなたの役割に関しては、夏綺の推すい薦せんもありましたの」

「本当ですか？」

「志賀真を私たちの活動に加えるのはどうか、できるなら自分のバックアップをお願いしたい、とね」

　浅間さんが、僕を誘ってくれていたのか。

　学校での一件があった後、僕と彼女との交友関係は以前の親しさを取り戻していた。でも僕を『しぇるぱ部』に推薦してくれていた、ということは知らなかった。

「……質問、まだいいですか？」

「ええ、よろしくてよ？」

「浅間さんの代役をいざという時は僕が、ってことはわかったんですが……あの、僕、男ですよね？」

「残念ながら、今のあなたは女の子には見えませんわね？」

　僕が男であることに、不満があるような声こわ色いろだった。

「それはもちろんそうですが……だからこそ、男の僕が女子学生鉄道プロジェクトで機関車を運転することには、問題はないんですか？」

　一番解げせないのは、この点だった。

　機関士、という役目はある意味、僕にとって願ったりであった。

　どうして浅間さんがＥＦ63という機関車に乗ることに、あんなに熱意を持っているのか？

　機関車の実物に触れてみて、浅間さんと同じ立場になれば、僕にも彼女が熱中している理由がわかるかもしれない。

　だけど『しぇるぱ部』は女子学生の活動だ。

　男女のどっちがやっても関係なさそうな『かまめっしー』ならともかく、男だとモロバレになる機関士はまずいと思うのだが……？

「……その時は、考えがありますわ」

　白鳥部長が、妖よう艶えんな笑いを浮かべる。

　……どうしてだろう、ものすごくいやな予感がする！

　僕がじりっと半歩退くと、萩野先輩のはしゃいだ声が割って入る。

「まーまーまー、先のことを気にしすぎてもしかたありませんよー！　真くんが機関士としてＥＦ63を運転できるよーになるかどーかもわかりませんし、突然かまめっしーへの愛に目覚めて中の人を志願し直すかもしれないのですし！」

「それは、絶対ないです」

「断言されたっ!?」

　がーん、と大げさに震える萩野先輩。

　白鳥部長がすっと背を伸ばして、威い厳げんのある態度で僕に言う。

「では、予備機関士の件を了承した、ということでよろしくてね。学習や訓練に関しましては、みすずが主に担当します。あとは、鉄道文化むらのベテラン指導員の方にもご協力をお願いしております」

「みすず……さんっていうのは、さっき話に出たもう一人の部員の人ですよね？」

「そうですわ、丸まる池いけみすず。メカニックの担当で……ふふふ、かわいい娘ですわよ？　ま、少し変わったところはありますが、私は彼女のことを信用はしてますの」

「わかりました。ではこれから……よろしくお願いします」

　僕は白鳥部長にもう一度、お辞儀をする。

　アルバイト代も出るのだから、悪い話じゃない。ここでこの提案を断る理由は、どこにも見あたらない。

「あーのー、ちょっといいですかー？」

　萩野先輩が、手を挙げて質問してきた。

「なんですの、朱鷺音？」

「となると、私が精せい魂こん込めて自腹で大枚を切って作り上げたラブリーなゆるキャラ『かまめっしー』には誰が入るんですか？」

　部室に流れる、気まずい沈黙。

　そして僕と白鳥部長が、ほぼ同時に口を開いた。

「萩野先輩がやれば、いいんじゃないでしょうか？」

「朱鷺音、あなたが責任を持ってゆるキャラの道、とやらを極めなさいな」

「えええっ！　いやですよそんなの、私はかまめっしーを全国へとプロデュースしたいわけで、かまめっしーになりたいわけじゃないですよ!?」

　ぎょっとした顔で、萩野先輩が叫ぶ。

「それにこれ、重いし見通しが悪いし、中に入ると二〇分くらいで蒸し暑くて絶望的な気分が味わえるんですよ!?　朱鷺音ちゃんは女の子だから、そんなゲロ吐きそうになるハードな責め苦はまっぴらごめんですね！」

「この人……そんなことを僕にさせようとしていたのか……！」










「あのっ、お嬢じよう様さま──ではなく部長より志し賀がさんの教育係を仰せつかりました、丸まる池いけみすずと申します！　これからよろしくお願いします……」

「よろしくお願いします」

　机と椅い子すが並んでいて、教きよう壇だんとホワイトボードがあるがらーんとしたの部屋は、空き教室みたいな雰囲気だった。

　鉄てつ道どう文ぶん化かむらの鉄道資料館、その三階にある講習室。

　ここに居るのは、僕と同い年のしぇるぱ部のメンバー・丸池みすずさんだ。

　白しら鳥とり部長と同じ軽かる井い沢ざわ女子高校の一年生と聞いていた。だけど着ているのはハイソな白の制服ではなく、洗い晒ざらしのライトブルーの作業着。

　メカニックらしい格好で、電気機関車の整備を今し方中ちゆう座ざしてやってきた、という感じがする。

　髪をショートカットに揃そろえた丸池さんは、見た目はちょっと内気そうな女の子だ。

　元気で健康的な浅間さんや豪ごう奢しやなお嬢様の白鳥部長と違って、保護欲を搔かき立てられるような、守ってあげたいと思わせる可か憐れんさがこの娘この佇たたずまいにはあった。

　教壇に上った彼女が持っていたのは、一抱えもあるマニュアルとおぼしき本と図面、それにわりと年ねん季きの入ったステレオコンポだった。

「ええっと、私なんかで鉄道知識の教師役なんか務つとまるのかどうかわかりませんが、お、お手柔らかにお願いします」

　ぺこっと頭を下げる。こちらもどうもどうも、とお辞じ儀ぎをする。

　傾き掛けてきたお日様が、カーテンの影を部屋の中に作る。まだ冷房を掛けるほど暑くない。窓は開けっ放しで、山から吹き下ろす涼りよう風ふうが入ってきた。

　こうしていると、まるで居残り授業を受けている気分だった。

「では！　最初に志賀さんにはこれを聞いてもらいます！」

「はい？」

　丸池さんはポケットからポータブルオーディオプレーヤーを取り出し、ケーブルをコンポに繫げる。

　僕が見守る中、指が液晶をなぞって操作する。

　ぷーしゅー……ぴぃ───、ふぃんふぃん、ふぉんふぉんふぉん……というやたらに録音状況の良くてクリアな、電車の走り出す音がスピーカーから流れる。

「それに次にこれを……」

　ぷしゅ、ふぉ、ふぉぉ───ふぉぉぉぉふぉふぉふぉふぉふぉふぉ！　と尻上がりになる、別の電車っぽい発車音。

　流れる音に、うっとりと目を閉じて聞き入っている。

「……わかりますよね、志賀さんっ？」

「え？　なにがこれでわかるの？」

　素直に回答するしかない。

　丸池さんはまるで我が子が受験に落ちたのを目の当たりにしたかのような、ショックを受けた表情で僕を見る。

　教壇の上で震え、崩れ落ちそうになる上体を両手で必死に支えていた。

「わからない……んですか？」

「えーと……電車の音じゃないのかってことがわかるし、なんとなくそれぞれ別の電車じゃないのかってこともわかる。でも、それ以上は、さっぱり」

　教卓でわななく丸池さんが、泣き出しそうな顔で言う。

「こんなの常識じゃないですか？　前のは旧きゆう国こく鉄てつ１０３系１０００番台の、後のは誰でも知ってるＥイーＦエフ63二次生産型で重連の冷れい却きやくブロワー・サウンドですよ？　よく聞いてください、ほら！　音源に奥行きが！」












「わからないし、知らないし、常識でもないと僕は思いたい」

「鉄道とかさっぱりの女の子ならともかく、男の子なら有名どころのこの辺は、みんな知ってて当然のはずです！」

「ごめん。それって長なが野のの男子の話？　群ぐん馬まの男子に当然とか言われても困る」

「どうしてですか？　オトコノコはみんな動画サイトで検索して、ありし日の常じよう磐ばん線快速の前方展望動画とか、海外製電気機関車のまとめ動画とか見てるんじゃないんですか!?」

「見てません！　電車のビデオをインターネットで漁あさったりなんかしません！」

　僕にそう言われた丸池さんは教壇の上で、まるで突然の恩師の死を知った学級委員みたいにうなだれ、震えていた。

「……わかりました。本当に……志賀さんは鉄道のことを知らないのですね」

「丸池さんの言う『知ってる』のレベルが、僕の想像する高さと全く一いつ致ちしなさそうで不安なんだけど？」

　顔を上げた丸池さんの目には、怖い光が宿っていた。

「お嬢様からこう言われました……『みすず、手加減することはありません。志賀真まことが泣いたり笑ったりできなくなるほどに、尻で碓氷うすい峠とうげの錆さびたレールを横よこ川かわから軽かる井い沢ざわまでぴかぴかに磨き上げるくらいにしごきあげて、一人前の碓氷の鉄道者に育て上げなさい』と」

「……怖いこと言われてるし」

「もしできなかったら、わ、私はお嬢様にお仕置きされてしまうのです！　なのにこんなに志賀さんが鉄道の素人しろうとだっただなんて……予想外でした」

　唇を嚙かんでうなだれる丸池さん。

「おっ、おっ、お嬢様のお仕置きにあったら、私は……ひぃぃっ！」

　丸池さんが、がくがくと震える。

　白鳥部長を『お嬢様』と呼ぶのは、理由がある。

　丸池さんは白鳥部長のお付きのメイドさん……的な境きよう遇ぐうらしい。

　超がつくお嬢様な白鳥部長には、当然のようにお世話役の人が一緒に住んでいて、それが彼女なのだ、と後で浅間さんから聞いていた。

「ああ、それは……大変そう、だね」

「そんな他ひ人と事ごとみたいな顔で言わないでくださいっ！」

「いや現実に、それは僕にとっての他人事なんだし!?」

「お、お嬢様のお仕置きがどんな残ざん酷こくなものなのか、知らない志賀さんだから……そんな風にのほほんとしてられるんですっ！」

「あの、聞いていいかな？　お仕置きってなに、されるの？」

　もし丸池さんに対して体たい罰ばつ的なことをするのなら、白鳥部長の評価を変えなきゃいけないのかもな、と思っていたら、だ。

「わ、私を椅子に縛り付けて……目の前のテーブルの上にＮゲージのレールを敷いて……」

「鉄道模も型けいを……どうするの？」

「めちゃくちゃな編成にして走らせるんです！　Ｅ２系新幹線に１６９系を連結して、さらに先頭車両を草くさ軽かる電鉄のデキ12に……ああ、あのおぞましい編成を走らせるお嬢様の、残酷な微笑ほほえみが私の心をずたずたに！」

「ごめんなさい。僕にはなにをやっているのか、それのどこがゴーモンなのか、さっぱりわかりません」

「交流・直流・電圧違いの車両を一緒に編成して、牽けん引いんするのが『横座りの面白機関車』ことデキ12ですよ!?　さらにデキに至っては模型化されたゲージはＮじゃなくてナローＨＧなんです、これを血も涙もない残酷な悪魔の所しよ行ぎようと言わずしてなんと言うのです！」

「そうなの？　悪魔の業務範囲って、そんなわけのわからない分野にまで及んでたの？」

「あ、あの苦しみをもう一回味わうくらいなら……私は決めました！」

　丸池さんがばしーん、と教卓を叩く。

　その迫力に呑のまれて、あう、と変な声が漏れた。

「私の意地と鉄の誇りと身の安全に掛けて、志賀さんを一人前の鉄に仕立ててみせます！　情けも容よう赦しやも優しさも今この瞬間に捨てました。私は鉄の鬼になります！」

　教壇の上に、鬼の形ぎよう相そうで立つ丸池さん。

　あーうん、なんだ……大丈夫なんだろうか、僕の身の上は。

　アルバイト気分で始まったしぇるぱ部のお手伝いは、にわかに暗あん雲うんが立ちこめてきたような気が──した。





　　　　　※






　しぇるぱ部の予備機関士養成コースが始まって、はや一週間が過ぎた。

　僕は鉄道文化むらにアルバイトに行っているのか、頭ごなしに怒られるために通っているのか……よくわからない状態になっていた。

「は────────……お前ほんっとーに、アレだな」

「すいません」

「正直言って下手だな。まぁ、初しよっ端ぱなから上手い奴なんかいねえけどな」

　真っ赤に染まったプラットホームの画像を見ながら、僕は座席の上で小さくなっていた。

　僕が座っているのは、碓氷峠専用の補助機関車・ＥＦ63の運転シミュレーターだ。

　それも一時期ゲームセンターにあった──今でも鉄道資料館内で絶ぜつ賛さん稼働中の──『ＧＯ！　電車』みたいな、ぺらんとしたゲームの筐きよう体たいじゃない。

　車両展示館の一角にある、廃車になったＥＦ63の実物をカットして作った、全国でもここしかない重じゆう厚こうかつ贅ぜい沢たくな代しろ物ものだった。

　運転室内は薄緑に塗ぬられ、各種機器の埋まっている運転台はリアル……というか、当然ながら実物だ。

　ブレーキ弁べんを操作するハンドルは真しん鍮ちゆうの鈍い輝きを、出力を調整するマスコンハンドルはステンレススチールの冷たい輝きを帯びている。

　運転席は、狭い。小こ柄がらな僕ならちょうど良いかもしれないが、ガタイのでかい治はる男おとかが座ろうとすると、出入りが大変になりそうな狭さだった。

　予備機関士の育成は促そく成せいで、ということらしく、座学と並行してまずはこのシミュレーターでの教習が始まったのだった、が。

「まぁ、このオモチャが上手くなったところでタカが知れてるけどな。こいつくらいスパンとやれなきゃ、実じつ機きに乗せるのは気が引けるってもんだぜ」

「はぁ……すいません」

「それにこいつの運転は、一つ間違えたら人が死ぬんだからな。そん時に仏ほとけさんにお前がすんませんって謝ったってどーもなんねえな。それに俺に謝られたって、なんとかするのはお前さんの方だろ？」

　僕の横に立っている、制せい帽ぼうを頭に乗せたご老体が厳しい意見を口にする。

　鉄道文化むらの指導教官をしている、佐さ原はらさんというベテランの元機関士さんだ。なにしろＥＦ63が生まれる前から横川機関区に勤めていた、という古ふる強つわ者ものなのだ。

　この人に主に、僕はＥＦ63の運転実技を教わることになっていた。講師役の丸池さんは鉄道の知識は詳くわしいが運転の方はからっきし、らしい。

　ちなみに僕が初めて挨あい拶さつした時に、名前と僕の顔を見て「志賀ってことはもしかして武たけしさんの曾ひ孫まご……はさすがにねぇなぁ、孫かお前？」と聞かれた時は驚いた。

　佐原教官とお祖じ父いちゃんは知り合いなのかもしれない。

　だけどもご年配で手厳しい佐原教官は、そんなことで僕への指導に手心を加えてくれない。

「最初はてきぱき起動の手順を覚えてったから、おやま？　って思ったけどなぁ。動かすとこいつはどーしたもんか、はぁ」

　長い溜ため息いき。目線の先には運転台に据すえ付けられた大型の液晶画面。

　僕がシミュレーターで運転したＥＦ63は、見事に──停車位置で停まれずに軽井沢駅のホームをオーバーランしていた。

　画面が真っ赤になって停止しているのは、そのせいだ。

「あーうーあー、すいま……」

「まぁ、どんだけ叩き込めば口うるさい白鳥嬢ちゃんもニッコリってレベルになんだかなぁ。はぁ、俺のような大たい概がいな爺さんを手こずらせるもんじゃぁねえよ、こぎれえな顔をした若わけえのが」

「あの……浅あさ間まさんは、最初の頃はどうだったんですか？」

　腕組みした佐原教官が、じろっと僕を見る。

　話を逸そらしたように思われ、機嫌を損ねたんじゃないのか？　と冷や冷やする。

　この人の持ってるつっけんどんな雰囲気は、松まつ高こうにいる気難しい先生を倍にしたものがあった。

「お前さんとは逆だな。機器類の操作手順はいつまでもバタバタで、こいつは女の機械音おん痴ちってやつだから仕方ねえかなぁ、って思ったんだかな。走らせてみると──まぁ、アレだ」

　佐原教官はくく、とおかしそうに笑う。

「センスの固まりだな。機関士ってシゴトに要いるものを端はなからくっつけて生まれた奴が、いるところにはいるもんだ、って思ったもんさ」

「センス……ですか」

「わかるか、若えの？　ＥＦ63だけでも一〇八トン、重連で押してる一二両編成を含めりゃ七〇〇トンオーバーの超重量物が動き出し、そして停まろうとする感覚ってぇのが──」

　僕は噴き出た汗を手で拭ぬぐい、首を横に振る。

　車とかを運転するようになればわかるかもしれない。でも、車の重量は一トンとかそれくらいだから、佐原教官のいう感覚の領域には桁けたが二つ足りない。

「このセンスは言葉であれこれ教えてどーにかなるもんでもねえし、青臭い新入りがヨメをもらってガキが生まれるくらいになってまぁ、実地で習い覚えてなんとかってもんだ。でも、端からできてわかる奴が居るんだよなぁ。機関士は何人も見てきたが、そん中に時々な」

　佐原教官の言葉に、僕はちょっとした驚きを感じていた。

「浅間さんが……そんなセンスの持ち主、だったんですか？」

「ああ、な。夏なつ綺きのお嬢ちゃんはまだこれくらいの背の、ひょこんとしたお子さまの頃からここに通いつめて、ＥＦ63に乗りたい、だなんて言い出す変わった娘でな」

　佐原教官は胸の下くらいを手で示す。

　その背だと、浅間さんが小学生くらいの頃だろうか？

「しぇるぱ部って、そんな昔から活動してたんですか？」

「いや、そっちはここ一、二年の話だな。夏綺のお嬢ちゃんの方が件くだんのプロジェクトより年季が入ってるぜ？」

「本当ですか……」

「で、だ。面白半分にあれこれやらせてみたら、まぁ見てるこっちが驚いたもんだ。あんな若くてできる娘に好かれるとは、ロクサンの奴も俺と同じ爺じじぃになっても冥みよう加がなもんだぜ、まったくな」

　運転室の壁面を、まるで相あい棒ぼうの肩のように力強く叩いて、佐原教官は言った。

　どれほどこの人がこの機関車と長い付き合いをしてたんだろうか？　とその仕草を見て、僕は思う。

「じゃぁ、浅間さんの運転訓練歴ってすごく長い……んですか」

「あったりめえよ。ああ、もう一人いたっけなぁ、そういう変わり種の女の子がなぁ」

　佐原教官が思い出したように話す。

　時々話にも出てくる、元部員の娘の話だろうか。

　なぜその娘が辞めてしまったのだろうか？　と考えていると……。

「ありゃ、お前よりダメだったな」

「えっ!?」

「そこは手数と情熱でカバーってもんさ。戸と隠がくしの奴の娘も面白い奴だったな、まぁやたらに熱心なのはあいつに似たのかもしれないけどなぁ……」

　懐かしそうな顔をする佐原教官。

　しかし僕の視線を感じたのか、すぐに笑いながらも怒ってるような顔になる。

「残念ながらおめえさんには、夏綺お嬢ちゃんや戸隠の娘さんみてえな根こん気きはねえみたいだしな。女みたいな顔してるけど、男なんだろ？　根性あるところを見せてみろ」

　佐原教官に挑発されて、むっとするけど──怒ってはいけない。

「いわれなくても、それくらいは、やってみせます」

「そんじゃもう一回、頭からやり直しだ」

　佐原教官は作業台にあるボタンを押した。

『シミュレーションをスタートします。横川発軽井沢行き。車両設定・３００７Ｍ、特急「あさま」七号・現車一二両、換算五三・〇車……』

　女性のアナウンスが流れ、シミュレーターの画面が暗転して横川駅のホームに戻る。

　ＣＧで再現された光景は、今のがらーんとしただだっ広い終着駅ではなく、たくさんの車両とお客で賑にぎわう大きな駅のものであった。

　なんか今とは大違いだな、横川駅にはこんな時代もあったんだなぁ……と思う。

　しぇるぱ部はここにこういう賑わいを取り戻そうとしているのかな？　と考えていると、だ。

「なーにぼさっと放心してやがるんだ、小僧？」

「あう、すいません──ええっと……」

　佐原さんの声で、僕は我に返る。

　一九六〇年代に設計製造された、コンピューターとは無む縁えんなスイッチだらけの運転台に手を伸ばし、発車前の手順を踏んでいく。

　シミュレーターで手こずってる僕が、機関車の実機に乗れるのは、いつの日なんだろうか？

　ドロドロドロ、と背後に機器の唸うなりを感じる運転席で、今度こそちゃんと運転をしてみせようと思う。

　マスコンの銀色の、手袋越しでもひやっとするステンレススチールのハンドルを握って、前に指をさし声を上げた。

「発車ぁ、四番、出発進行！」

「ふぅん、掛け声だけは一丁前になってきたな。で、おめえはブレーキ弁を両方とも入れっぱなしでどこに行くつもりだ、ん？」

「え？　あ──すいません！　あっ、あっ！」

「はぁぁぁ、だんだん手際が悪くなってくんなぁ。しっかりしてくれよホントによー」

　ばたばたと僕は、再度出発前の機器確認を行う。

　佐原教官の叱しつ咤たを受けながら、僕は肩身の狭い思いをする。

　本当に僕は、機関士なんかになれるんだろうか……？




「はぁ…………」

　今日の訓練も、さんざんだった。

　丸池さんの講習はマニアックな脇わき道みちに話が逸れることが多く、内容もちんぷんかんぷんで、ぼーっとすると「しっかりしてください！」と怒られる。

　その上にシミュレーターでは佐原教官にさんざん絞られ、「お前本当にセンスねえな」とか「ああもう、お前ずっと外の売店で焼きそば作ってろ」という、心温まるお言葉をいただいた。

　そして本日の訓練の成果を白鳥部長に報告すると、ふん、と軽く鼻で笑われた。

　その上に『今からでも遅くないからかまめっしー役に転職しましょう！　今ならサービスではぎのやから毎日、学校にお昼のお弁当を仕出ししますよ！』と萩はぎ野の先輩に絡まれる災難だ。

　この惨さん状じようの中でケロッと笑ってられる方が、どうにかしている。

「駄だ目めだな僕は、本当に……」

　僕は更衣室で松高の制服に着替える。

　とぼとぼと廊ろう下かを歩き、退園しようとしていた。

　しぇるぱ部への協力は、バイト代の出るおいしい仕事だ。それに浅間さんのような女の子とお近づきになれる得え難がたいチャンスもあった。

　であったとしても、そこで自分の無能さをまざまざと思い知らされると、正直凹へこむ。

「……辞めようかなぁ」

　しぇるぱ部への協力はバイト主の鉄道文化むらからのお願いだったが、『しなければバイトを辞めろ』という強きよう要ようではないはずだ。

　……しぇるぱ部でやっていける、という僕の自信は、かなりすり減っている。

　そもそもなんのためにこんなことをやってるのか、自分でもわからなくなりつつあった。

　夏の旅行のことを諦あきらめ、バイトも辞め、なにもかも投げ出したら楽になれる、なんて弱気の谷間へ落っこちてしまいそうだ。

　このまま惰だ性せいで活動を続けていると、良くないことになる気がしてならない。

　──明日にでも『僕には無理です』と、辞じ意いを白鳥部長に伝えるべきなのか？

　でもそんな決断に踏みきれない、未み練れんが一つあった。

「でも……そうすると、浅間さんと僕は……」

「ん？　このなつきっちゃんがどうかしたのー？」

　朗ほがらかな声を掛けられて、ぎょっとして顔を上げた。

　鉄道資料館一階のエントランスで、松高の制服姿の浅間さんが『ＧＯ！　電車』の筐体に座って、こっちを見つめていたのだ。

　ゲームをプレイ中ではなく、人待ちでシートに腰掛けている、という雰囲気だった。

「あ、浅間さん!?」

「今日もおっつかれさまー！」

　浅間さんは立ち上がって、腰を屈めてひょこひょこ僕の顔をのぞき込む。

　僕の未練は──こんなにフレンドリーな浅間さんを失望させ、関係が疎そ遠えんになってしまうのではないのか、ということだった。

　彼女は僕をしぇるぱ部に誘ってくれた。その期待を裏切るのは、辛い。

「ふむーん。その様子だと、佐原のお爺ちゃんにさんざん絞られたみたいね」

「ま、まぁねぇ……」

「嫌われてるって心配しなくていいよ。あの人はお客さんでも誰でも物腰はああなんだし、私も昔はもーねー、『ロクサンぶっこわすつもりかこのバカ娘！』って言われたもんさ」

「……それに白鳥部長も、僕の訓練の進展には不満みたいだった」

「そっかそっか。シミュレーターから出てきた志賀くんが、首こんなんになって歩いていくのが見えてね、こりゃ落ち込んでるなぁって思って、ここで待ってたんだけどさ」

　指を九〇度下に曲げて、いかにもがっくり、というカタチを作ってみせる。

　傍はた目めから見てわかるほどに落ち込んでたのか僕は、と情けなさを感じた。

　でも頭を振って、強がりを口にする。

「うん、僕はその、大丈夫だから。心配してくれてありがとう、浅間さん」

「大丈夫だって言う人間がホントーに大丈夫だったら、あれやこれやは苦労しませんってばー。ほむほむ、その様子からするとけっこー、シリアスだねぇ」

　僕の周りをぐるぐる回って観察する浅間さん。

　ぱんっ！　と僕の目の前で浅間さんは手の平を叩き合わせる。

「……よしっ！　悩める後輩にはできることはなんでもしてあげなきゃ、先輩失格だよねぇ。それじゃ──」

　浅間さんはポケットからスマホを取り出し、ちらっと確認して言った。

「時間もちょうど良い頃だし、ちょいと付き合って頂ちよう戴だいな！」

「付き合うって──え？」

　もしかして、これから浅間さんが付きっきりでシミュレーターや、実機で補習をしてくれるとか？

「ささっ！　のんびりしてると時間がなくなっちゃうから、走る走る！」

　浅間さんが、僕の袖そでを摑つかむと走り出したのだ。

　引っ張られるまま僕も駆け出す。

「え、どこに行くの……待って待って、浅間さんっ！」





　　　　　※






「ここは……どこ？」

　西の山を見上げると、稜りよう線せんのキザキザに夕陽が引っかかっていた。

　もうすぐ陽ひが落っこちて夜になりそうな、夕暮れの一時。

　ここの空気は、季節が半分ずれたような冷たさがあって──五月なのに、まだ桜が咲いていた頃のひやりとした涼しさを残している。

　今、僕と浅間さんが居るのは、長野県の軽井沢だ。

　横川駅を出発し碓氷峠のバイパス道を通り、県けん境ざかいを越えて長野の軽井沢まで登る横よこ軽かるバス。それに僕らは飛び乗ったのだ。

　その間、浅間さんは僕と話をせずに窓の外の遠くを眺めていて、これからどこで、なにをするつもりなのか、という質問をできなかった。

　碓氷峠のバイパス道のカーブを曲がるバスの中で、浅間さんは黙っていて──袖を引っ張った時と大違いの雰囲気に、僕は不安になっていた。

　下車後に黙ったままの浅間さんが先に歩き出し、僕がその後を追った。

　また、なにか浅間さんの機嫌を損ねるようなことを言ったのだろうか、という不安はあったけど……話しかけづらかった。

　向かう先は駅の南側のアウトレットショッピングモールでも、北の旧軽井沢──平日なので観光客も少ない──でもなかった。

　線路沿いに東へ進む。僕たちがやってきた群馬と長野の県境・碓氷峠へと戻る道を行く。

　そして到着したのが、町のはずれにある、この鉄道の廃踏切だ。

　人通りがなく、がらんとして殺風景なところだった。

「はぁぁ……ふぅ、山の上の空気はいいねぇ、生き返るよー」

　深呼吸して話す浅間さんは、鉄道文化むらを出た時の元気を取り戻していた。

　彼女の機嫌が良さそうなので、僕はほっとする思いだった。

　が……ここまで来た意味がわからない。

「横川も空気は綺麗だと思うけど、軽井沢もいいよね……このまま夜になったらちょっと寒くなるかもね、星は綺麗に見えそうだけど」

「うんうん。で、志賀くんはどうしてこんなところに連れてこられたんだかわからない、って顔をしてるね？」

「うん……こんな場所が、軽井沢にあるってことは知らなかったよ」

　ここは遮しや断だん機きが取り払われた、踏切の跡地だった。

　蔓つる草くさにびっしり覆われた黄色と黒の警報機は、自然に返りつつあるように見えた。

　踏切のコンクリートに埋め込まれたレールは残されているけど、軽井沢駅の方向のレールは取り外され、赤あか錆さびに汚れた枕まくら木ぎしか残っていない。

「ここは矢やヶが崎さき。軽井沢の東の隅っこなんだけどね、えっとね……」

　踏切の真ん中に立つと、くるっと僕に振り向く。

　僕の顔をのぞき込むような仕草で、浅間さんは言う。

「……志賀くんは、さ。多分だけど今、困ってるんだよね？　しぇるぱ部で、やっていけるのかどうかって迷ってる……辞めたいなぁ、とか思ってるんじゃないのかな？」

「────」

「それは志賀くんの決めることだから、辞めないで、とは言いにくいよね。気乗りのしないものを、無理にやらせるのは良くないことなんだし」

　僕の心中は、浅間さんに見抜かれているみたいだった。

　気まずくなって、つい俯うつむいてしまう。

「でもね、私……志賀くんに聞かれたことを、今まで答えてなかった、って気がついたんだ」

「答え……てない？」

「なぜ私がロクサンに昔から乗っているのか、どうしてロクサンに乗りたいって思ったのか、ってこと」

　浅間さんが前髪をいじって、照れた顔をしていた。

「志賀くんが、辞めるかどうかを考えるのは、それを聞いた後で……に、してくれると助かるなーって思ってるの。辞めちゃった後じゃ話せないもん、こんなこと」

　夕陽の中で、浅間さんは背中に腕を回す。

　首を傾げたポーズは、少し不安そうに見えた。

「いいのかな、それを……教えてもらっても？」

　おそるおそる、僕は問いかける。

　浅間さんは、ほっとした顔で小首を傾げる。

「ほんとに、聞きたい？」

「うん、僕もずっと不思議に思っていたから」

「これはさ……なかなか人に言いにくい、私のちょっとした秘密だったんだけどね。志賀くんなら……よし！　勇気を出して、教えちゃおうか！」

　僕の目の前で、浅間さんは左右に手を広げる。

　足下はコンクリートで塞ふさがれた線路の溝みぞ。

　左手の先にあるのは取り外されて、断面の見える赤錆びたレールと枕木。

　朽ちた線路の向こうには巨大な鋼鉄の架か線せんの柱を備えた新幹線の線路が並び、まっすぐと軽井沢の駅舎へと繫がっている。

　右手には、バラストの敷しかれた線路に雑草が生い茂り、緑の中に埋もれた廃線路がある。その先に見えるのは、碓氷峠へ繫がるトンネルの、ぽっかりと開いた黒い口だ。

　そして浅間さんは誇らしげで──少し照れたような顔でこう言った。




「私の夢はここにもう一回、レールを通すこと、なんだ」















「……え？」

　それは女の子の夢──としては突とつ拍ぴよう子しもない話だ。

　でも夢を語る彼女の顔は、輝くように美しく見えた。

　僕は浅間さんに、思わず聞き返していた。

「ここに線路を敷き直すのが……浅間さんの夢？　それとも夢っていうのは、しぇるぱ部の活動目標のこと？」

「いやね、私はしぇるぱ部が生まれる前からさ、こう思ってたの」

「……なぜ？」

「んー、それはここをなんとかして通さないと、会わせられない子がいるから、かなぁ」

　しみじみとして──どこか『我ながら呆れた』と言いたそうな浅間さんの声。

　ここの踏切を通らなければ、軽井沢に行けないモノって、なんなんだろうか？

「あ……」

　頭の中でパズルのピースが半分、嚙かみ合うような感かん触しよくがあった。

　軽井沢へ会いに行くのは、碓氷峠鉄道文化むらにある機関車・ＥＦ63だ。

　あの機関車は、レールの上しか動けない。

　では、ＥＦ63に会わせたい相手とは……誰なのか？

　僕の目の前で手を広げた彼女は、にまっと得意そうに僕を見て笑う。

「お、なにかわかってきたぁ、って顔をしているね？　そんじゃ、志賀くんにも麗うるわしの彼女を紹介してあげなきゃね。そうじゃないと、私がなにを言ってるのかわかんないだろうーし」

　浅間さんは、また僕の袖を引いて走り出す。

「急ごっか！　もうすぐ閉まる駅に、あの子がいるから！」

「うん、わかった！」

　来た道を戻って、僕らは軽井沢駅へと走る。

「ごめんねぇ、順序的にはあっちを先に見せた方がいいんだけど、一回はこっちも見せとかないと、私の言うことがわからないと思って!!」

「軽井沢の駅に、なにかがいるのかな？」

「それは、見てのお楽しみ。ま、あんまりサプライズはないかもしれないけどね！」

　軽井沢の駅舎に、息を切らせて戻る。彼女はＪＲの駅構内に通じる階段とエスカレーターを素通りして、駅前ロータリーの一角に向かう。

　線路に跨またがる三階建ての巨大な駅舎下に、洋館みたいな切きり妻づま屋や根ねの建物があった。

　この建物のことは聞いた覚えがある。

　新幹線が通って改築する際さいに、軽井沢の旧駅舎を建て直した記念館だ。

「おおおおっ、滑り込みセーフー！」

　僕らは入場券を買って（どっちから言うともなく、自然に割り勘だった）旧駅舎の記念館の中に飛び込むように入館した。

　僕は膝ひざに手をついて、肩で息をしながら周りを見回す。

「ここの……はぁはぁ、どこにその相手が……いるの？」

　軽井沢駅のかつての改札だった空間が、エントランスホールになっている。

　天井のドームを見上げていた僕は、浅間さんが呼ぶ声を聞いた。

「志賀くん、こっちこっち！」

　浅間さんはホールをまっすぐ通り抜けた。

　そのまま外に出るドアに手を掛け、こちらを手招きする。

　そちらは鉄道のホームに繫がっているはず。

　いったいなんなんだろう？　と思って後に続くと……展示場となったホームには、静かに僕たちを待つものがあった。




「……これ、は？」

　展示場となったホームに鎮ちん座ざしていたのは、青い機関車だった。

　碓氷峠鉄道文化むらにたくさんある、ＥＦ63と同じもの……だと思う。

　白い案内板の横に浅間さんは立ち、くすんだ銀色の型番表示を軽く指で撫なでる。

　そこにはＥＦ６３２、という文字と数字が書かれていた。

「そ。これが私が合わせたいと思っている相手。ＥＦ63形電気機関車の、二号機だよ」

「これって……横川の鉄道文化むらにあるのと同じ、機関車……だよね？」

　鉄道文化むらには、屋内外に展示してあるＥＦ63は確か二両、それに体験運転用で線路の上にもう二両あった……と思う。

　それらの機関車と、この記念館にある機関車とは、特に変わりがないように見えた。

「そーだよ？　ここにあるこの二号機は、あそこで線路が断ち切られる前にこの軽井沢の駅に運ばれて、それからずーっと……ここに飾られているんだ」

　浅間さんが背中に手を回し、ホームをぶらりと歩いて言う。

　日が落ちて蛍けい光こう灯とうが灯ともるホームに、彼女の姿は浮かび上がる。

「碓氷峠の横川－軽井沢線が廃止されて、二号機がここに取り残されるようになったのは、私たちが生まれる前のことだね。昔、この子たちは仲間と一緒に、碓氷峠で電車を押し上げ、背負って下る大変な仕事の日々を過ごしていたの」

「電車を、押し上げ……？」

「碓氷峠は旧国鉄・ＪＲ線内一の急きゆう勾こう配ばいだからね。自力で動けない貨か車しやだけじゃなくて、電車だってロクサンがないと登れないし、降りられないから」

　みすずちゃんの講義、ちゃんと頭に入ってるかいー？　と浅間さんが苦笑する。

　不勉強な僕が恥じ入る。浅間さんは傍かたわらの機関車を見つめて、話す。

「その誇らしい歴史の記念として、旧軽井沢駅記念館に展示されているこの二号機がねぇ……すっごく悲しそうに思えるんだ」

　浅間さんの言葉は、吹く風のようで──冷れい涼りような寂しさを感じる。

「悲し……い？」

　つい鸚おう鵡む返がえしになってしまった。

　浅間さんはこくんと頷く。

「麓ふもとにはまだまだ動けるロクサンの仲間たちが居るのにね。この子はそんな仲間たちともう顔を合わせることができない──もし動けても、仲間たちに会いに行くレールはあの踏切で断ち切られている」

　くるっと僕に背を向けて、浅間さんは話す。

「この子はここで朽ち果て、いずれこの展示ホームからも運び出されて、スクラップにされる時までずっと、ひとりぼっち」

　僕には浅間さんの声が、かすかに震えてるように聞こえた。

「子供の頃にここでこの子を見た時からね、七夕の織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしだって年に一度は会えるのに、この機関車はもう仲間に会えないの？　それって悲しいなって……だったらもう一回くらいは、仲間たちに会わせてあげてもいいんじゃないの？　って思ってた」

　ふーっと浅間さんは息を吐き、機関車の側面を優しく撫でる。

　その横顔の柔らかな穏やかさに、僕は見入っていた。

「子供の頃からそんなことを大人に話しても、友達に話しても、真面目に相手をされなかったんだよねー」

「そうなの……？」

「だってレールはぶっちり切られてるし、鉄道の路線だってもう廃止されてる。この子が麓に行くことも、仲間がここに会いに登りに来ることもない、ってみんな思うよね。だけど……」

　浅間さんが肩越しに、僕へと振り返る。

　今の彼女の顔を見てはいけないような、そんな気がして俯きそうになる。

　だけどなんとか顔を上げ、浅間さんを見つめた。

「一人だけ、ここで『そうだね』って言ってくれる女の子がいたんだよ？　その娘と約束したんだ、いつか──このホームの、この二号機の横に、仲間の機関車を並べてあげるんだって。そして……」

　浅間さんは笑っていた。

　晴れやかで、誇らしげで──逞たくましい情熱を宿した笑顔だった。

「その願いと約束は、今でも私の中では変わってない。誰かがそれをやらないなら、私がやる、ってね」

　だから彼女は機関車の運転を、麓ふもとで学び教わっていたんだ。

　絶望的なまでに断たれて朽ちた線路を前にしても、それを繫ぎ直せると信じているのだ。

　無謀だ、馬鹿だ、絵え空そら事ごとだと何度も笑われたに違いない。

　でも彼女は挫くじけず、諦めなかった。

　彼女の願いはひたむきで愚ぐ直ちよくであるが故ゆえに──気高く、尊く、美しい。




　これが彼女の抱いていた夢の有り様、だった。

　眩しいほどの魂の輝き、焼き尽くされそうな情熱の熱量。

　浅間さんは気高い夢を抱いているのに、僕はそんな熱く強い想いを胸に持ったことが、なかった。

　──だけど今の僕は、それを情けないとは思わなかった。

　初めて僕の胸の中に、湧き上がってくる熱い拍はく動どうがあった。

　彼女が夢を実現させるところを、見てみたい。

　その夢を助ける力になりたい。

　夢を叶えた彼女が、次にどんな夢を見いだし、未来へと力強く進んでいくのか。それを傍らでつぶさに眺めれば、僕は──自分だけの夢を見つけ、そこへとたどり着く道筋がわかるような気がしたのだ。

　一人で遠くへ旅になんか、出なくてもいい。

　彼女と一緒にいれば、僕の夢も見つけ方がわかるはずだ。

　僕は浅間さんに、顔を上げて言った。




「……僕もその約束の、二人目の相手に……なれないかな？」

「────」

　浅間さんが僕に向かって、目を見開いた驚いた顔になる。

　そして、本当におかしそうにお腹なかを抱えて笑い出したのだ。

「ぷっ……あはははははははは！」

「な、なにかおかしなことを僕は言ったの!?」

「いやぁ、志賀くんも見込んだ通りの、私と同じお馬鹿さんロマンチストなんだなぁって」

　笑いすぎて涙が出たみたいで、目尻を指で拭って、浅間さんは言う。

「うん、いいよいいよ！　これって一人で叶かなえるにはしんどい夢だしねぇ、同志は多い方がいいよ、大歓迎っ！」

　ふーっと浅間さんは呼吸を整え、僕を見る。

　爽さわやかな、まるでスポーツの試合で勝利を収めた後みたいな顔をしていた。

「いや、やっぱり志賀くんにこのことを話してよかったな……あのね？」

「なにかな？」

「君ならこの話をしても、素直に聞いてくれるんじゃないのかな？　って思ってたんだ」

「浅間さんの夢って、しぇるぱ部のみんなにも教えたの？」

「あはは……それ実は、まだ言ってないんだよねー」

　え？　と思わず驚きの声が漏れた。

「みんな、横川－軽井沢路線の復活に関してはそれぞれ念ねん願がんがあるらしいんだ。でも私の夢ってほら……すごく子供っぽいから。話したら笑われるんじゃないのかな、って思っちゃってさ」

　てへっと笑って、浅間さんはこつんと額ひたいを指で打つ。

「それに、ちっちゃい頃からこの夢の話をする度に馬鹿にされてると、よほどのことがない限り、人に言わずに隠しておこうっていう警戒心が出ちゃってね」

　僕が浅間さんの夢のことを不用意に聞いてしまったから、避けられることになったんだ。

　ようやくあの時の警戒と不機嫌さの理由が、理解できた。

「だから内緒にしたまま、しぇるぱ部の構想に賛さん同どうしてて、いい具合に昔からロクサンの運転を教わってた、ってことで自分を売り込んで、入れてもらったの」

「なら、なぜ僕に……その秘密を教えてもいい、って思ったの」

　んー、と浅間さんは顎を指で触れて言う。

「それはね……誰にも言えない秘密を抱え込んでると、塞ぎ込みそうになるんだよね。だからどこかの誰か、わかってくれそうな人に聞いてもらいたいなーって思ってたの」

「ああ、わかる……ような気がする」

「でね……松高でチャラい先輩に絡まれた時に、志賀くんがこう言ったよね？　『浅間さんのやってることは、持ってる夢は立派で──笑われる謂いわれなんかない。誰にもそれを笑わせなんかしない』って」

「うん……覚えている」

　夢を持つ人への敬意と侮ぶ辱じよくへの怒りで、カッとなって口にした言葉だった。

「それを聞いて……この人なら、私の夢を教えられる、この人は絶対笑わないし、否定はしない。だから、この人にだけは教えたいな……って、思ったの」

　浅間さんが、安心した笑顔を僕に向けていた。

　どきっとする──心を開いた人の見せる清せい純じゆんな笑いだった。

「それに部活が決まらなくて悩んでたみたいだから、しぇるぱ部に勧誘して、私の夢の話を聞いてもらおう……って思ってたんだけどね。なかなか話を切り出す勇気とタイミングがなくてねー」

　浅間さんが、きゅーと前髪の一ひと房ふさを引っ張る。

「そしたら志賀くんがしぇるぱ部を辞めたいって悩んでたみたいだから……まずいなこれ、チャンスがなくなっちゃうって焦ってここまで連れてきて、やっとの事で告白したわけだ！」

「ごめん、こっちも……僕がしゃきっとしなくて、浅間さんを困らせちゃったみたいで」

「いいのいいの。でも、私の予感が当たって良かったな！」

　機関車の側面を撫でる、浅間さんの白い手。

　浅間さんがこちらを振り向き、嬉しそうに笑う。

「志賀くんは私の夢を、笑わないどころか、一緒に叶えたいって言ってくれた。嬉しいなぁ……ほんと、ここまで来てもらった甲か斐いがあったね！」

　僕こそ浅間さんに、感謝したい気分でいっぱいだった。

　彼女が勇気を出して話してくれなければ、僕は──夢を見つけ損なって、目的もわからず放浪することになったのかもしれないのだから。

「だから志賀くん、しぇるぱ部のことは……」

「もちろん、辞めないよ」

　弱音は、すでに僕の中から吹き飛んでいた。

　彼女は闇の空に輝く、導きの星の輝きだ。

　その光を追いかけて、僕は長い道を歩み出す覚悟を決めていた。

「もう少し、真面目にやってみる……丸池さんや佐原教官、それに白鳥部長を失望させないように、頑張ってみる」

「おお、モチベーションが復活したみたいで、ひじょーによろしー！　それじゃ……改めてしぇるぱ部では予備機関士のお役目、よろしくね。志賀くん」

　晴れやかな浅間さんの笑顔と、差し出された右手。

　それを僕が握る。その手の平の温かさに、胸がどきどきする。

「僕こそ未熟者だけどよろしく、浅間さん」

「ふふふふ──……乙女おとめの秘密を共有するカンケーになってくれたんだから、他人行儀なサンづけはもう止めよーよ、ね？」

「じゃぁ……夏綺さん？」

「なつきちでいいよ？　こっちも真まことちゃんって呼んで良いかな？」

　ぎゅっぎゅっと握手をしながら、僕らは話す。

　初めて、女の子と篤あつい友情を結べた気がする。

　そして、これを大事に育てていけば……僕も彼女も、幸せになれると思った。

「じゃぁ……なつきち。僕は頑張るよ、君の夢を叶える力になるためにも」

「うふふ、大いに期待してるぜー真ちゃん！　次にここに来るのはさ──横川と軽井沢のロクサン同士が面会する、大たい願がん成じよう就じゆの日にしたいねぇ！」










「もう一度、初めからＥイーＦエフ63のことを教わりたい……ですか？」

　僕は、作業着にヘルメット着用の丸まる池いけさんへ頭を下げていた。

　ここはＥＦ63基き地ち線の整備区画だった。

　丸池さんはそこで鉄てつ道どう文ぶん化かむらの職員の人と、機関車の点検を行っている最中のことだ。

　線路と同じ高さに立つと、四メートル近い高さがあるＥＦ63はまるで、平屋の家のように巨大に感じる。

「ごめん。今まで講こう義ぎを聞いてたんだけど、あまり身が入ってなかった……いろいろ思うところがあって、僕はもっと真面目にしぇるぱ部に取り組もうと決めたんだ、だから……」

「はぁぁ──────」

　丸池さんは、胸に手を当てて安あん堵どの息を吐く。

　今まで真面目に聞いてなかったんですか!?　と怒られると思ったのだが、意外な反応だった。

「私は心配してたんですよ？　もし志し賀がさんがこのまま落ちこぼれになったら、お嬢じよう様さまのあのおぞましいお仕置きを味わうことになるんじゃないのかって……」

「僕にはよくわからない、鉄道模型のあれ？」

「他にも『鉄道音源ファイルを使ったノイズ・スクラッチ・プレイ』とかありまして、志賀さんもその恐怖がいずれわかるようになります！　いえ、そうなるように私が懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてあげますから、安心してください！」

　丸池さんは、ぎゅっと両の拳こぶしを握って言う。

　彼女のやる気を殺そいではいけないので、僕は頭を下げて軽く念を押す。

「あんまり脇わき道みちに入り込まないように、お願いするね」

「わかりました。せっかくここにＥＦ63の現物があるのですから、実物講習をした方が、より実感があってわかりやすいと思いますから……」

　丸池さんが整備をしている職員の人に駆け寄って、ちょっと中ちゆう座ざしていいですか？　と話をする。

　快かい諾だくを得たようで、小走りで戻ってくる。

　彼女は、うれしそうに手を広げて背後の機関車を示して言う。

「では早速、講習を始めたいと思いますが……どうですか、このＥＦ63は？　強そうでしょう？　かっこいいでしょう？　男の子に生まれたら、一度はＥＦ63の機関士になりたいって思いませんか？」

「どうかなぁ……でもかっこいいよね、なつきちみたいになのは」

「ですよね！　そして、このＥＦ63がなによりも素す敵てきなのは」

　むふーっと、鼻息を荒くして丸池さんは拳を震わせて、語る。

「なんといってもその音です！　ＥＦ63の機き器き強きよう制せい冷れい却きやく用ようの力強いブロワー音は一度聞いたら忘れられません！　今の鉄道文化むらで走ってる車両は変電所の都合で７５０Ｖの半はん定てい格かく電でん圧あつ運うん用ようをしてる関係で、往おう年ねんのロクサンサウンドの逞たくましさの半分も再現されてないんですー！　この音を！　この音をマルチチャンネルで録音するために！　私はお嬢様にお願いし、しぇるぱ部に加えていただいて……！」

「ごめん、丸池さん。なにを言ってるかが、すでによくわからなくなってる」

「あう!?」

「もっとなんというのか、基本的なところからお願いできるかな？」

「ごめんなさい、つい興奮してしまいました。それほどにＥＦ63のサウンドは素敵だってことを心に留めていただければ……えーっと……」

　ヘルメットを外すと、髪の毛をもしゃもしゃと搔かく。

　彼女から汗と鉄のイオンと、香水の混じった不思議な香りがした。

「まず、基本的なスペックからお話しましょうか。ＥＦ63は、全長一八メートル、全幅二・八メートル、全高四メートルで重量一〇八トン、出力２５５０kW、というのが基本の諸しよ元げんです」

　彼女はそういう数字を全部覚えてるのか、とちょっと感心する。

　数字だけだとわかりづらいけど、実物の機関車の存在感は、ちょっとした家が一いつ軒けん、動いてるようなものだった。

「で、重要なのはサイズや出力より重量ですね。ＥのＦ、つまり六ろく軸じくの電気機関車の中では最重量なんです。重いと言っても八はち軸じくの化け物みたいな、マンモスＥＨには及びませんけど」

「？」

「あ、話が逸れました。ＥＦ63の重さには理由があって……では、問題です」

　得意そうな顔で、丸池さんは人差し指を一本立てる。

「ＥＦ63は、なんのために作られた機関車なのでしょうか！」

「えーっと……碓氷うすい峠とうげを通る電車や貨物列車は自力じゃ急坂を登れないから、補助するための機関車……で、いいんだよね？」

　丸池さんが正解！　と頷うなずく。

　続いて丸池さんが中指も立てて、二本になる。

「では第二問、碓氷峠の登りと下り、どっちが機関車にとって難しいと思いますか？」

「当然、登りなんじゃないのかな？」

「残念。正解は下りなんですね」

　意外な解答に、え？　と僕は首を傾げる。

　重力に逆らって、電車を押し上げる方が大変だと思うけど、違うのか？

「もちろん登りだって大変なんですけどね。約一二〇年前に、中なか山せん道どうに沿う形で開通した信しん越えつ本ほん線せんは、碓氷峠を越えなければいけない作りになっていました。軽かる井い沢ざわが高く、横よこ川かわが低い片持ち形状の碓氷峠はどーしても登り下りの急きゆう勾こう配ばいができてしまうんです」

「同じ標高なら、間の山にトンネルを掘ればいい……んだよね」

「そうなんですけど、当時の──明治時代の技術だと青せい函かんトンネルや鍋なべ立たち山やまのような、人類地球の決けつ闘とうみたいな鉄道トンネルは掘れなかったと思います。でも碓氷峠ではそれすらも無理で」

「鉄道は峠をよじ登らなきゃいけない。えーっとなんだっけ、パー……？」

「パーミルです。勾配の単位で、千分率……つまり一キロで一メートルの傾きです。それで換かん算さんするとなんと、六六・七パーミルという大変な急坂になってしまうんです」

　丸池さんが、鉄道文化むらの背後の山を指さす。

　左右にそびえる碓氷の山並みは西の峠の奥へと連なって、頭だけがちょこんと見える長なが野の県の浅あさ間ま山やまを隠す、壁みたいに立ちふさがっている。

　あの高い山を登らないと、列車は長野に行けないのだ。

「鉄道の斜しや度ど限界は、一般に三五パーミルとされています。その理由、というと……」

　丸池さんが手招きして一緒にバラスト敷じきの線路に、ＥＦ63の足まわりへと屈み込む。

　二人で並んで見ているのは、赤茶けた鋼鉄の台車と、磨かれたような金属光沢を持つ車輪の接触面だった。

「これのせい、なんですね」

「車輪とレール……が、どうかしたの？」

「鉄道の利点は摩ま擦さつが少ないレールと車輪を使うことで、比較的弱い動力で大きな重量を運べることです。スケート靴ぐつを履いて磨かれた氷の上を滑る、という例えがしっくりくると思います」

　なるほど、その例はわかりやすい。

　確かにスケートだと、軽く押しただけですーっと氷の上を走っていく。鉄道はそんな滑りの良さのお世話になってる、ということか。

「だけども、その利点はそのまま欠点になります。鉄道は傾けい斜しやにひどく敏びん感かんなので……」

　車両の下から出てきた丸池さんが、腕を傾けて傾きを作る。

　その上に指を二本、足みたいに立てて僕に聞いてくる。

「たとえば、志賀さんがこんな傾きの、かっちかちに凍った坂をスケート靴で登れ、と言われれば、どうしますか？」

「そうだなぁ……こうやって、坂を横切って少しずつ折り返して登っていけば……ぎりぎりなんとかなるんじゃないのかな？」

　僕はＺの字を空中に書いてみせた。

　丸池さんはこくこくと頷く。

「それはスイッチバックという手法で、実際に登山鉄道や山さん間かんの路線で使われています。でもこの碓氷峠ではそれができず、まっすぐにしか凍った坂を登れないとすれば？」

「うーん、無理だ、というしかないと思うよ？」

　真後ろに滑り落ちるか、その場で転倒するのが関の山だ。

「実は、信越線を作った当時の、明治の鉄道の人たちも志賀さんと同じ結論でした。碓氷峠しか鉄道が通せる場所はないのに、当時の鉄道車両にとっては勾配が厳しすぎる、そこで……」

　こちらについて来てください、と丸池さんが手招きし、歩き出す。

　僕が丸池さんを追って歩き出す。ＥＦ63のいる基地線の敷地を出て鉄道文化むらの園内に戻り、工場のような車両展示館の中に入る。

　元もと検けん修しゆう庫この、天井の高い静かな屋内。

　丸池さんが僕を連れてきたのは、その奥に大事に安あん置ちされている葡え萄び茶ちや色いろの機関車だった。

　ずいぶんな年代物で、外板が微妙に波打ってたりして……形状もＥＦ63よりも角張っていて、雰囲気がなんとも古風で物もの々ものしい。

　平たい車体の前面には、磨かれた『ＥイーＤデイ４２１』という銘めい板ばんが張られていた。

「この電気機関車、ＥＤ42に代表される、アプト式の路線と機関車が碓氷峠では採用されたんです」

「……アプト式？」

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんになんとやら、なので、ここに入ってその現物を見ましょう！」

　僕は丸池さんに続いて、ＥＤ42という機関車の足まわりの見学をする。

　この車両の展示には人が入れる溝が掘られているので、屈まないでも車両のお腹が見られるようになっていた。

　この機関車の足まわりは、外でまだ動いているＥＦ63と違って綺麗に塗と装そうされていた。

　ＥＦ63と同じような台車と車輪の間に、まるで鮫さめの歯をローラーにしたような歯車があるのが見える。

　車両のお腹にある歯車を指さし、丸池さんが言う。

「このピニオン、つまり歯車がアプト式の鍵かぎです。レールの間に、その歯車と嚙かみ合う凹おう凸とつのラックレールを敷いて、そこに引っかけて急坂の路線を登ることにしたんです」

「スケート靴だと登れないから、スパイクシューズに履はき替えた……ってこと？」

「はい、いい例えです！　だんだん志賀さんもわかってきたみたいですね！」

　にこり、と丸池さんが笑う。

　なるほど、この仕組みは理屈に合っている。

　だけど僕は、首を傾げてしまう。

　ＥＦ63にはこんな歯車はなかったよな……と考えていると、僕の疑問を察したように丸池さんが説明を始める。

「ですが、アプト式は万能というわけではなく、問題があって廃止されてしまったんです」

「問題って、どんなの？」

「トルクを掛けるためにゆっくりしか回せない歯車に頼るアプト式は、速度が出せません。アプト式の補助機関車を用もちいると碓氷峠の通過に約一時間も時間が掛かるせいで、鉄道の運行がこの碓氷峠で滞とどこおるようになってしまったんです」

　丸池さんが、残念そうに首を振る。

「その上にアプト式はそんなに牽けん引いん力りよくが強くないので、一度に通過できる車両の数も限られるダブルパンチ、さらには単線なので便数が増やせない三重苦……これをなんとかしろ、って諸方面から当時の国鉄へクレームがあったんですね」

　その辺が一九五六年の碓氷白書にありましてー、と言いかけ、丸池さんは僕の理解度を探るような顔をする。

「難しいね。あちらが立つとこちらが立たず、だなぁ……」

「なのでアプト式を止め、速度が速く牽引力の高い粘ねん着ちやく運うん転てん──つまり、普通の鉄道と同じ仕組みで運行することにしたんです。それと同時に碓氷旧線……今はトロッコ列車が走ってる単線の旧線が廃止されて、新しく複ふく線せんの碓氷新線が開通しました」

「……でも、碓氷峠の勾配は、普通の電車だと通れないはずじゃないの？」

「それを解決するために生まれたハイパワーの補助機関車がＥＦ63です。そこで大事なのは、前にも言ったように……重量なんですね」

　話がようやくＥＦ63のことに戻ってきたけど、僕の疑問はまだ晴れない。

　僕と丸池さんは、展示館から出て基地線へと戻りながらも、話をしていた。

　もう一度基地線に戻ってきて、青く大きな機関車を示して丸池さんが言う。

「ＥＦ63の取った碓氷峠での解決法は、スケート靴の例えで言うと──目一杯体重をかけて氷を刃で踏みしめていけば、摩ま擦さつの力で滑らずに登れるという考えです」

「乱暴というか、力任せというか……」

「そのために同時代の機関車より一割は重い、一〇八トンという車両重量になりました。これは六軸機関車の運用上の限界で、これ以上はむやみに重くしても線路を壊したり、パワーダウンになったりで、いいことはありません」

「そうだよねぇ、重すぎると今度は登れなくなるんだし」

「さらに運行時にはＥＦ63をもう一両くっつけて、重じゆう連れんにすることでパワーと重さを倍にして乗り切ろう、と。それに、別の仕掛けがあったんです」

　丸池さんは、ＥＦ63の前面に回って、左側前方の部分を示す。

　そこにはごちゃっとした、蓋ふたをされたソケットの固まりがフジツボみたいに密集していた。

「その仕掛けは、補助機関車のパワーだけではなく、電車のパワーも一緒に使って碓氷峠を乗り越えよう、というアイデアの産物です。しかも補助機関車側から一いつ括かつして動力を制御することで、より効率的に登とう坂はん力りよくを発揮することができるようにしたんです」

　ぽんぽん、とソケットの固まりを叩いて丸池さんが話す。

「これが協きよう調ちよう運転の機能です。ＥＦ63に乗る一人の機関士がすべての動力を一括制御して運転できるように、ここから電気系接続のためのジャンパー線と空気ブレーキ用のホースを、もう一台のＥＦ63、そして碓氷峠を越える電車へと繫げていたのです」

「じゃぁ、ＥＦ63が生まれる前では……どうしてたの？」

「警けい笛てきの合図だけで、前後の機関車に乗った機関士同士が手しゆ動どうで協調させていました。佐原教官曰いわく、かなり難しかったそうですよー」

　ははぁ、それは……大変そうだ、と僕は唸うなる。

「もしかして昔国鉄にあった電車は全部その……協調運転ができたの？」

「いえ、碓氷峠対応の●Ｇマーク付きの１６９系、１８９系、４８９系の電車だけです。あとは貨物・客きやく車しや牽引用で兄弟機種となる機関車・ＥＦ62も協調運転ができて……こうして碓氷峠を大きな牽引力と粘着に必要な荷重を束ねて登ることが可能になったんですね」

　なるほど……ぼんやりとだが、わかった気がする。

　丸池さんの語る、一両の機関車で全部の列車を操るという仕組みは面白いと思った。

「するとＥＦ63は他の機関車にない特殊な機能をつけて、無事に碓氷峠を登ることができました、めでたしめでたし……」

「めでたくなんかないですよ？　ですから、問題は碓氷峠の下りなんです」

　むむむ、と難しい顔をした丸池さんが言う。

「スケート靴の話に戻りますけど、目一杯荷物を詰めたリュックサックを背負わされて、氷の坂を直ちよつ滑かつ降こうで滑り降りろって言われたら、志賀さんはどう思いますか？」

「──死ぬな、って思う」

　止まらずに壁に激突するか、あるいはオーバースピードで転倒しての大だい惨さん事じか。

　青い顔をする僕の前で、胸を張って丸池さんが言う。

「ＥＦ63の凄すごさは、協調と重連運転で碓氷峠を登ることよりも、むしろ下りの能力にこそあるんです。普通の機関車は暴走しかねない急勾配を安全に下る……その途中で『留とどまる』ことすら可能な、超が付くほどの重じゆう武ぶ装そうのブレーキ機構が装備されているのです！」

「超……重武装？」

「重武装も重武装、電でん気き子し短たん絡らくスイッチという自じ爆ばく装置みたいなブレーキだってありますよ？」

「自爆!?　え、一体なにをするの……」

「……と、ちょっと詰め込み過ぎですね。抑速関係のスペシャルな機能に関してはまた次に、じっくりみっちりお話しましょう！　はぁぁ────」

　ずっと解説しっぱなしの丸池さんが、とんと背中を機関車に預けて伸びをする。

　お疲れさまです、と僕がお辞じ儀ぎしようと思った。

　すると彼女は楽しそうな笑顔を、僕に向けてくる。

「志賀さんが鉄道に興味を持ってくれたみたいで、私は嬉しいです！　前に講義をしてた時は、手応えがなくてちょっと困ってたんですよ」

「あの頃は、恥ずかしながらモチベーションが低くてね。でも、僕もこのしぇるぱ部でやっていこうと決意したから」

「でも……どうして志賀さんにやる気が出たんですか？　ちょっと前まではずいぶん落ち込んでいたみたいなんですけど？」

　それは夏なつ綺きが軽井沢で、僕に夢を語ってくれた。

　僕は、夏綺の力になりたかった。そうすることで彼女が輝けば、その光が僕をどこかにある夢へと導いてくれる、と信じていた。

「あーうん……なつきちにちょっと、助けられてね」

「…………」

　夏綺は自分の夢のことを、しぇるぱ部の他の部員に言ってないという。

　そのことをべらべら喋るのはマナー違い反はんだと思って、ぼやかして言った。

「夏綺ちゃんのことを、浅あさ間まさん……って呼ばなくなったんですね」

「え？　あ、うん……当人の希望もあったし、浅間さんっていうのも他た人にん行ぎよう儀ぎかなぁ、って思ってんだよね」

「…………」

　丸池さんが僕を見つめていて……その表情はすごく真剣だった。

　不意に緊張した雰囲気になって、奇妙なくらい息が詰まる。

　二人きりでいると、いまさらながらわかることがあった。

　彼女は内気さとマニアックな突とつ飛ぴさが邪じや魔まをしているけど、本当は男子が放っておかない綺き麗れいな顔つきの娘こなんだ、と気がついた。

「私のことも、その……な、夏綺ちゃんほどじゃなくても、もっと優しい感じの呼び方を、してもらえると……う、嬉しいです！」

「丸池さん……？」

「同じ学校で友達の夏綺ちゃんと志賀さんと違って、高校も同じじゃないし、そんなに親しくもない私がそんなお願いをするのは図ずう々ずうしいかもしれません、でも……でも志賀さんに、私……！」

「いいんじゃないの？　真まことちゃんもみすずちゃん、って呼べば？」

「「！」」

　横から掛かってきた気楽な声に飛び上がりそうになった。

　そこにはペットボトルを二本両手に持った、乗務員制服の夏綺が立っていたのだ。

「はいはーい、屋外での講義、ごくろーさま！　差し入れ持ってきたよん」

「あ、ありがとうございます……わ、わたたた！」

　スポーツドリンクのペットボトルをひょこっと、丸池さんに渡す。

　手渡されたのがまるで自販機から出てきた熱々のコーヒーだったみたいに、丸池さんが両手でお手玉していた。

「あ、の、夏綺ちゃ、その、今のは、あああああううう！」

「ん？　いやなにキョドッてるのかなぁ、みすずちゃんったら？」

　そういって夏綺はペットボトルのキャップをネジ切る。

　ごく自然な仕草で一飲みしてから、びっくりした顔で突然、咳せき込んだ。

「あ、いっけない！　これ真ちゃんへの差し入れだったのに！　えーっと」

　夏綺は口をつけたペットボトルを、僕に差し出してきたのだ。

　彼女は申し訳なさそうな顔で、僕に頭を下げる。

「ごめん！　一口飲んじゃったけど、これ飲む？」

「え……？」

　それって間接キス……だって夏綺はわかってるの、だろうか？

「だめです！　それは私がいただきますっ！」

「えっ!?」

　すぱーっと走り込んできた丸池さんが、夏綺のペットボトルを奪った。

　口に開封済みのボトルをくわえ、僕に未み開かい封ふうのボトルを押しつけて叫ぶ。

「こ、こっちを志賀さんが飲んでください！　こっちは私が飲みますからっ！」

「わ、わかったよ、えーっと……みすずちゃん、で、いいかな？」

「そ、その、さっきの話も忘れてくださいっ！　丸池さんでけっこーです！　わたしはおじょーさまのめーれーで、志賀さんを濃い鉄に育て上げる使命に燃える鬼なんです、優しさなんか今の私にはいりませーん！」

「いやなんかさっきからおかしいよ、みすずちゃん？　これって熱ねつ中ちゆう症しようの前兆？」

「なんでもないんです、なんでもー！　もぉぉぉ──恥ずかしいぃぃ───！」





　　　　　※






「……むむむ」

　朝、目覚ましが鳴る前に目が覚めた。

　カーテンの隙すき間まから差し込む、五月後半の明るい光。

　そのまま二度寝に戻りそうになるのを堪こらえ、布団をのけて起きあがる。

「……ふぁ……今日は火曜か。だと朝の支し度たくをしないとな。よし……っと」

　枕元のスマホの液えき晶しようを見て、充じゆう電でんケーブルを外して取り上げる。

　制服に着替え、身支度を調ととのえて僕は自分の部屋から、洗面所に向かう。

　顔を洗って髪を整え、台所に向かう途中で、ちらっと玄げん関かんを覗のぞいて靴を確認した。

「お祖じ父いちゃんは朝の散歩中、か。ならお魚だけ用意しておけばいいかな……」

　しん、と静まりかえった台所の中で、炊すい飯はん器きはタイマー炊飯を終えて、スチームの排出口から白い湯気をほわりと立てていた。

　かぱっと炊飯器の蓋を開けた。炊きあがったお米の湯気を吸い込み、頷く。

「よしよしっと……それじゃやりますか！」

　僕は椅い子すに掛かっていたエプロンを着ると、台所に立つ。

　現在、志賀家に居るのは僕と葵あおい姉さん、それに武たけしお祖父ちゃんの三人だ。

　忠ただし父さんが仕事の都合で地方に転任し、僕の高校受験が落ち着いた頃に母さんが父さんの元に面倒を見に行ってから、この三人だけが志賀家の屋や敷しきに住んでいた。

　お祖父ちゃんの知り合いが紹介してくれた、通いの家か政せい婦ふの吾あが野のさんが掃除や洗濯、それに夕ご飯などを手伝ってくれている。でも、朝食とお弁当に関しては、僕ら姉弟の仕事だった。

　まずご飯を二つのランチボックスに詰めて粗あら熱ねつを取り、冷蔵庫に取っておいた昨日の夕飯の残りや冷凍食品をチョイスしていく。

　同時に鍋にお湯を沸わかし、お味み噌そ汁しるの用意をしつつチルド庫から鯵あじの干物を三つ、取り出してグリルに火を入れる。

　中学の頃から母さんに家事は仕込まれていたので、手際はかなり慣れてきた。

　治はる男おにこのことを言うと『真たんはええ奥さんになれるな！』とか興奮されるんだけど、別段珍しいことをしているという気はしない。

　家事と学業をおろそかにしない、ということが葵姉さんと僕との、バイトを許可する前ぜん提ていになっていた。

　バイトで疲れた、学校がだるい、といって家事に手を抜けば、姉さんは『バイトを辞めてその時間を充あてなさい』と言ってくるに違いない。

　なにしろ、葵姉さんがこの志賀家の支配者なのだから──とか思っていると、だ。

　静かな足音と、廊下から台所に迫ってくる気配を僕は感じる。

　廊下と食堂の間の、玉のれんがじゃらりと鳴った。

「……おはよう、真」

「おはようございます、葵姉さん」

　黒い髪を結い上げた、一いち分ぶの隙もない松まつ高こう女子制服の三年女子。

　現れるだけでその場の空気が清く引き締まりそうな美女が──葵姉さんだった。












　眉び宇うも涼やかで鼻筋と口元に品性があり、まるで女優のようだ、と人に賞しよう賛さんされることも多かったし、僕も異論は挟めない。

　松高の制服は快活な夏綺が着るとかわいく、小こ粋いきな萩はぎ野の先輩だとカジュアルに見える。

　だけど姉さんはそれを、まるで高級軍人の礼装みたいにびしっと厳いかつく着こなしていた。

　葵姉さんは、弟の贔ひい屓き目めはあるけど、文句のつけようのない美人だった。

　豪ごう奢しやで欧おう州しゆうの磁じ器き人にん形ぎようみたいな白しら鳥とり部長と正反対の、黒髪も艶つややかな京人形のような美女。

　綺麗なだけなら自じ慢まんの姉さんなのだが……問題は神様が姉さんをただのオリエンタルな美形で済まさず、めちゃくちゃな初期ステータスをガン振りしたということだ。

　それも知力と、武力とか戦せん闘とう力りよくとかに。

　子供の頃から剣道の道場に通ってめきめき腕を上げたかと思えば、勉学でも常に学年トップを占め続け、その流りゆう麗れいでクールな佇たたずまいは女子からは慕したわれ、男子からはあこがれと崇すう拝はいを抱かれる完璧超人に育ったのだ。

「葵姉さん、もうすぐ朝ご飯ができるから待ってて。お弁当ももちろん用意してるよ？」

　姉さんは無言で頷いただけだった。

　手早く豆とう腐ふと乾かん燥そうわかめで味噌汁を仕立て、グリルをのぞき込んで干物の焼き加減を確認し、朝ご飯とお弁当二つがほぼ同じタイミングで出来上がる。

　炊飯器の蓋を閉めて、まずは食卓にお盆で僕と姉さんの分の食事を運ぶ。

　お祖父ちゃんの分の焼き魚は、ラップを掛けて台所に取っておいた。

　姉さんは、静かな動きで自分の分の茶ちや碗わんを取り、皿を並べる。僕は姉さんと角を挟んで隣り合う席に座り、自分の箸はしを手に取った。

「いただきます」

「いただきます」

　食堂にはＴＶはついてないし、姉さんと雑談を交わす時事の話題もあまりない。

　かちゃかちゃと箸と茶碗の鳴る音だけがする、静かな朝食の風景だった。

　中学生になった辺りから、僕は葵姉さんと話すのが得意ではなくなった。

　真面目で物もの腰ごしが硬く、ふざけたら行ぎよう儀ぎが悪いと怒り、僕の未熟な部分を指し摘てきし説教する葵姉さんが煙たくて、最近きちんと話をしたことがない。

　僕は姉さんに遠えん慮りよしていたし、そもそも姉さんが僕と親しく話をする気があるのかどうかすらも、わからない。

　今日も僕は、何事もないまま朝食の時間が終わることを望んでいた。

　葵姉さんが箸を止めて、僕へ聞く。

「……真。あなたのアルバイトは、どうなのですか？」

「えーっと……家事や勉強には障さわりのないように、頑張ってるよ？」

　しぇるぱ部に協力することになって……とまでは、言わなかった。

　バイト先で女の子の学外活動に協力していることを、生き真ま面じ目めな姉さんは『遊んでいる』と思いそうだから、自然と隠しておきたくなる。

　しぇるぱ部への意欲が出ている今、姉さんに邪魔をされたくはなかった。

「そうですか。ですが真、あなたの中間試験の結果ですが、成績がよろしくありませんね」

「うっ、なんで姉さんが僕の点数を知ってるの!?」

「姉であり生徒会長である私が、真の成績を知らないわけがありません」

　背を伸ばして言う姉さんに、僕は怯おびえてしまう。

「幸い平均点は超えていましたが……志賀家を継ぐ嫡ちやく男なんとしては、いささか物足りない成績ですね」

「いや、あの……学業も頑張ります。だからその……」

「期末試験の点数に、期待しています。赤点など以もつての外ほか、平均点を割ることがあれば……そうですね、この夏は去年と同じように、私が真を鍛え直すしかありません」

「ええっと姉さん、早く食べないと遅刻するよ！」

　僕はちゃっちゃとご飯を搔かき込み味噌汁を飲み、時間がない振りをする。

　ここで話を切り上げないと、どんな難なん儀ぎな約束をさせられるかわかったものじゃない。

「私が遅刻などをするわけがないでしょう？　まったく真は落ち着きがない……そう、一つ聞きたいことがあります」

「な、なに？　宿題ちゃんとやってるとか、担任の先生を怒らせたりしてないか、とか？」

「高校に入って、友人はできましたか？」

　葵姉さんの瞳の鋭さが、少し和やわらいだ気がした。

　うん、できた。それは自信がある。

　僕は夏綺の爽やかな顔を思い浮かべて、言う。

「ちゃんとできたよ。もちろん、姉さんが小さい時からぶっとばしてた治男じゃなくて、ね？」

「そうですか……姉としての忠告です」

　姉さんが、真面目な顔で僕に言う。

「その人を大事にしなさい。高校一年でできる最初の友人は──きっとあなたの人生を、もっとも豊かに彩いろどる存在となるでしょうから」





　　　　　※






　葵姉さんに夏綺のことをいつかは紹介しなきゃな、とは薄々考えていた。

　だけど女の子の友達を姉さんは認めてくれるだろうか？

　僕にとって友人でもあり、夢を叶える仲間でもある夏綺。

　今、彼女は中庭の木陰で、僕の手元を見つめて驚いていた。

「へ─────、おっどろいたぁ！」

「なんとっ、真くんはお手製の弁当派だったんですか、がーん！」

　松高の昼休み前に、僕は萩野先輩に『昼食を一緒に取らないか？　なつきちも一緒だから』というお誘いがあったのだ。

　そこで、『はぎのや』の弁当三人前を用意して待っていた萩野先輩と夏綺は、僕の手製の弁当を見て驚いていたのだ。

「購買や学食に使うお金を節約する意味もあるからね。で、なつきちは学食派なの？」

「あーうん、家の厨ちゆう房ぼうは朝から板いたさんたちが忙しそうにしてるから。私の分のお弁当もよろしく！　だなんて公こう私し混こん同どうのお願いできないもんねぇ」

「え？　板さん？」

「あ、知りませんでした？　なつきちの家は坂さか本もとの温泉旅館『碧へき山ざん館かん』ですよ？」

　萩野先輩がそう教えてくれて、おお、と膝ひざを打つ。

「しかしまぁ、真くんはちょっと外見に女の子っぽいところがあると思ったら、こんな家庭的なスキルまで実装済みとは……本当は女の子だったりしませんか？　こっそり性別詐さ称しようしてるとかー」

「なんで共学の松高に、僕が性別を偽って入学しなきゃいけないんですかね？」

「それはー！　この学校に一ひと目め惚ぼれしたイケメン男子が通ってるからー！　その人に男友達としてお近づきになろうと思ってー！」

「あ、そーいう漫まん画がもありますねー、向こうもこっちが男と思って不意に接近してドキドキ、みたいな話とかあって、好きですよー私も」

「ありません。僕は普通に女の子が好きな、ノーマルの少年です」

　夏綺と萩野先輩は、鶏とりおこわ弁当を膝の上で開いて芝生しばふの上に座っている。

　僕が自前の弁当を持ってきてしまったせいで、一個余った弁当を持ち上げて、萩野先輩が困った顔をしていた。

「さて、予想外の真くん自前弁当派だったので、浮いてしまったこれはどうしましょーかね？」

「よければそれ、僕が貰っていいですか？　治男の奴ならぺろっと食べると思いますし」

「なら持ってってくださいね！　いやいや、家から弁当を持ち出しておいて、食べなかったから廃はい棄きー、だなんてもったいないことはできませんからねぇ」

　僕は萩野先輩からお弁当を受け取り、自分の弁当を膝に広げる。

　女子二人の視線が半分の海の苔りと、冷凍物のフライと焼き物の切り身とプチトマトの入った弁当箱を見つめている。

「なにか、おかしなところありますか、僕のお弁当は？」

「……あ、わりとお弁当はふつーだね、シンプルで男の子っぽいかも」

「ふう、これで私たち女子顔負けの、プリティなデコ弁とかが出てきたら震えるところでしたよ。さて、一安心したところで、いただきますしましょーかねぇ」

　萩野先輩のお辞儀を合図に、僕らの昼食が始まった。

「しかし、どうして……今日は僕をお昼に誘って、それに弁当の差し入れまでしてくれたんですか？」

「んむんむ……ひょれはれひゅね」

「口の中に物を入れて喋らないでください先輩、行儀が悪いです」

「んぐっ、んむ！　いやぁ、真くんは最近、しぇるぱ部の活動に熱心ですよね。そのことを私は感心しまして」

「うんうん、なつきっちゃんも嬉しいよー」

「なので先輩として努力を労ねぎらう意味と、そういえば松高組がこれだけいるのに、学校で一いち堂どうに会したこともないなー、と思い立ったからですねー」

　確かにこうしてしぇるぱ部員が松高で集まるのって、初めての気がした。

　夏綺も同感したように頷いていた。

　萩野先輩は、うんうん、と感かん慨がい深ぶかげに言う。

「いやぁ、お姉さんは嬉しいですよ。一時は真くんが凹へこんでいて、女子オンリーなウチの活動に男子の参加は無理かな、って思ってたんですが」

「ああ、あの頃はいろいろ迷惑をかけま……」

「上手くいかなかったら、その時は有無を言わさずかまめっしーの中に詰め込んじゃえばいいや、って考えてたから、私は全く心配してなかったんですけどね！」

　前ぜん言げん撤てつ回かい、この人に申し訳なさを感じる謂いわれはない。

「今からでも遅くありませんよ、兼業でかまめっしー係もどうですか!?　生意気な子供たちにボコボコにされたり、転んだら立ち上がれなかったりとかする素敵な仕事が待ってますよ！」

「お断りします、それはどこも素敵に聞こえません」

「かまめっしーだって日々改良が進んでるんですよ？　もし子供にボコられても目に仕込んだＬＥＤライトを点灯させて、威い嚇かくができるようになったんです！」

「あははは……でも時々ならかまめっしーのお手伝いするくらいいいんじゃないのかな？　せっかく作った着ぐるみを、使わないのはもったいないですよねー」

　夏綺が箸をくわえたまま、僕に微笑みを向ける。

　彼女の視線に、僕は苦笑して視線を返す。

「おまけになつきちと真くんはいい感じになってきてー、朱と鷺き音ねお姉さんは嫉しつ妬としちゃいますよ？　こう見えても私は彼氏募集中のフリーで、火ほ照てった熟うれ熟うれの肉体を持て余しているんですからねー！」

「なにを言ってるんですか、先輩!?」

「えへへ、かわいいねぇ真ちゃあん、私の自じ慢まんのラブリーできゃわゆい後輩とどこまでいったのか、お姉さんにだけ教えてくれよぉ～、いいことしたんだろぉいいこと～」

　僕の肩に手を回してきて、萩野先輩がぐねぐねと絡んできた。

　女の人に触られるのは嫌な気分はしないけど、萩野先輩のこれは嬉しくない。

　僕が箸を持った手で彼女を押し退けようとしていたが、目の前の夏綺がきょとんとした顔で言う。

「真ちゃんとどこまでって……軽井沢ですけど、それがどうしたんですか？」

「お姉さんはそんな、即物的なことは聞いてませーんっ！」

　つっこまずにはいられない、先天的エンターティナー気質の萩野先輩。

「ちぇ、なつきちは明るく健全で、不健全で性的なおねーさんの戯たわむれは通用しませんかぁ」

　がっくりとうなだれた萩野先輩を、ようやくのことで引ひき剝はがした。

　ひょこっと顔を上げて、先輩は僕の耳元に囁ささやく。

「軽井沢まで行ったって言ってましたけど、大丈夫だったんですかね、なつきちは？」

「なんのことを言ってるんですか？　僕となつきちは、風紀的によろしくないことはなにもしてませんよ？」

「いや、酔って吐かなかったのか、てことですよー？」

　……ああ、うん、それか。

　僕は困った顔で頷く。

　実は夏綺は──恐ろしく三さん半はん規き管かんが弱く、車酔いをしやすい。

　横川と軽井沢を結ぶ碓氷バイパスのカーブで揺られると、でろでろのアウトになるのだ。

　この前の軽井沢の時も、行きは気合いで耐えていたらしいけど、僕へ夢を語り終えて脱力した後の帰りは……横川駅前に到着するなり、公衆トイレへダッシュして消えたのを覚えている。

「よくあの体質で、機関車の運転ができますよね？」

「不思議なんですよねー、自分が運転している時は酔わないらしいって」

「やーだー先輩と真ちゃん、そこでなに内緒話してるんですかー？　いやらしーですよー先輩、まるで真ちゃんをゆーわくしてるみたいに見えますよ？」

　萩野先輩とひそひそ話をしていると、夏綺がぷーっと頰ほおを膨ふくらませていた。

　夏綺の体質のことに関しては話をしない方がいいな、と思っていると……萩野先輩がまた僕に抱きついてくる。

「いやいや、誘惑アーンド籠ろう絡らくしたい気分はやまやまなんですけどもね！　まずは男と女の真しん摯しな関係に至る前に、年の差カポーというシチュエーションを生かすべく、まずは私を『おねえちゃん』と呼んでいちゃついてくれるって真くんが……」

「ちょっと待って、誰がそんな約束を──！」




「……志賀真の姉は、この私ですが」




　ひやっと、空気の温度が下がった気がした。

　中庭の通路に、黒髪の三年生の女子──腕に『生徒会長』の腕わん章しようを巻いた、葵姉さんが不愉快そうな目つきで、こちらを見つめていたのだ。

　女子二人と一緒のこの光景は、真面目な姉さんを『軟なん弱じやく！』と怒らせる気がしていた。

　僕が息を呑のみ、夏綺はびっくりしていたが……萩野先輩だけは僕から身を離し、けろっとした顔で葵姉さんに向かい合う。

「あらま、生徒会長さまじゃないですか。私はーべつにー、生徒会長と弟さんが不品行な関係に耽ふけっている、だなんて言うつもりはありませんよー？　むしろお二人の仲なか睦むつまじさをこの私も見習いたいと思っているくらいですからー」

「なにが言いたいのですか？　萩野さん」

「今、会長がその手にされてるお弁当は、志賀真くんが作ったものですよね？」

　葵姉さんが片手に提さげていたのは、お弁当だった。

　それも僕のものと同じ大きさと包み布の、だ。

「いやぁ、弟さんの作ったお弁当をおいしくいただくお姉さまだなんて、心温まる良い話じゃありませんか。兄を持つ私も見習いたい、姉弟愛の発はつ露ろですねー！」

「…………」

　萩野先輩はすぐにそのことを見抜き、おべんちゃらではぐらかそうとしていたのだ。

　萩野先輩の誉ほめ殺しに、葵姉さんはやりづらそうな顔をし──それ以上なにも言わずに、すたすたと校舎へと向かっていった。

「……はぁぁぁ」

　僕と夏綺が、安堵の吐息を漏らす。

　強気の笑顔を崩して、萩野先輩は疲れた顔で溜め息を吐く。

「ふう。やれやれ、『鬼の葵姫様』はやりにくいですねぇ」

「生徒会長さんと、初めてお話し……できなかったけど、雰囲気がすごかったなぁ」

「僕、葵姉さんと互角でやり合う人を初めて見た気がする……」

「いやいや、いつもしぇるぱ部の関係で頭の固くて強ごう情じような大人や、言い出したらガンとして聞かない明あ日す香かとやり合ってますからねー、慣れっこですよこーいうのは」

　首をコキコキ鳴らした後に、にやぁっと萩野先輩は笑う。

「で、私のことを改めてお姉ちゃんと呼んでくれ……」

「呼びません！」





　　　　　※






　それは梅ばい雨う前ぜん線せん到とう来らいの差し迫った、六月頭のこと。

　僕もしぇるぱ部の一員として、四人の部員と馴な染じみ始めて──だけど男の僕がここにいて本当にいいのか？　という疑問をまだ解消しきれない頃のこと、だ。




　碓氷峠鉄道文化むらのしぇるぱ部部室に、部員一同が会していた。

　今日は小雨なので外の清掃はなく、鉄道模型展示室の掃除をしていたところで、丸池さんに呼ばれたのだ。

　ガラス戸と棚だなに囲まれた部室には、軽かる女じよ制服の白鳥部長が奥に座り、丸池さんがその横にちょこんと座っている。

　松高組の萩野先輩は猫背でノートパソコンを触っていて、今日は乗務員の制服ではなく高校の夏服姿の夏綺が、木のスプーンをくわえながら「や」と会え釈しやくする。

　みんなの手元には萩野先輩の差し入れの釜めしアイス。

　小振りな陶とう器き釜がまにご飯に見立てたアイスを入れ、具に見立てたフルーツを盛った、ほのぼのとした味わいのあるスイーツだ。僕の分も、ちゃんと用意してあった。

　ありがたい、蒸し始める季節になるとアイスの冷たさが身に染みる。

「プロモーションビデオを、撮影したいと思いますの」

　一同を見回した後に、白鳥部長が宣言した。

　釜めしアイスを縛る包装の紐ひもを解きながら、話を聞いていた。

　プロモーションビデオＰＶかぁ……僕には関係なさそうな話だな、と思っていた。

　夏綺がひょい、と手を挙げて聞く。

「明日香部長、そのココロはっ？」

「私たちしぇるぱ部……いえ、女子学生鉄道計画の第一弾として、ＥＦ63試験運転イベントを、夏に開かい催さいする予定でおります」

「その時にお客さんは乗っけ……ないんですか？」

「うーん、ぶっつけ本番の旅りよ客かく運うん用ようは、よほどのことがない限り避けた方がいいと思いますねー。あとこういうのはもったいぶって小出しにした方が、有り難みが増すもんです」

　萩野先輩がにやっと笑って言う。

　丸池さんが続けて話す。

「一五年以上現役から遠ざかっていた線路と車両ですから、お客さんを乗せて大丈夫と太たい鼓こ判ばんを押せるようになるまで、しなきゃいけない試験はたくさんあると……保線と整備は、こちらも頑張ります！」

「これはいずれは横川－軽井沢の運行復活へと繫げる、私たちの華か麗れいなサクセスロードの第一歩、ですわね」

　白鳥部長は自信満々に言う。

「それが女子学生鉄道プロジェクトの、世間へのデビューとなる予定ですわ。今までは新聞の地方面の隅すみっこに載るくらいの存在感しかない私たちが、ようやくこの地で存在感を発はつ揮きすることができますの」

「……あの、むしろ今までどうしてこのしぇるぱ部はこうも世間的に無名だったのか、って疑問が……後発組の僕にはあるんですが」

「まーまー、誕生から今まで、表や裏でいろいろあったってことですよー」

　萩野先輩が、軽く肩をすくめてみせる。

「議員さんとお役所のあれやこれやとか、予算や人事や認可がどうのこうのとか。それに私たちのやってることを本気に取らない人や、意い固こ地じに反対のための運動をする人とかがいましてねー」

「こちらの話を、続けさせてもらってもよろしくて？」

　白鳥部長が僕をじろっと見る──話の腰を何度も折られたことにご不満らしい。

「こほん。そして熊くまノの平たいらには今月後半にも温泉の新営業が開始し、コンソーシアムによる碓氷峠の観光開発は着々と進んでおります」

「はいっ、そのために今、碓氷峠の保線工事が全力で行われていますっ！　それに今、ＥＦ63の24と25号機を大おお宮みやに回送して、整備と改修をしてもらってます」

　丸池さんが背を伸ばし、報告する。

　今この鉄道文化むらにある動くＥＦ63は、11と12号機の二両、らしい。

　僕が見たことはなかったけどあと二両、動くＥＦ63があるという。

　一番後に作られた24と25号機の二両は比較的保管状態がよく、これを本番に使うために今も整備し直してる、ということ、らしい。

「八月には直流１５００Ｖの送電に切り替えられて……ああ、あのＥＦ63のマッシヴなブロワーサウンドが蘇よみがえるのかと思うと、私……は、ハイレゾのポータブルレコーダーを買い直さなくてはいけません！　64ＧＢのＳＤいっぱいに１９２ｋＨｚ32ｂｉｔ無圧縮でブロワー音と走行音を録音したいです……！」

「みすずちゃん、鼻血でてますよー？」

　くすっと笑って萩野先輩が言うと、丸池さんが焦あせって鼻の下を指で擦こする。

「大丈夫だよみすずちゃん、朱鷺音先輩のじょーだんだって」

「それまでの時間は決して長くありません。しぇるぱ部の皆さんの刻こつ苦く精せい励れいを期待します」

　白鳥部長がそう告げると、部室の雰囲気が引き締まった。

　いけない、のんびりアイス食べている場合じゃなかったのか、と慌てる。

「ですが、イベントを開催すればいいというものではありません。広こう報ほう周しゆう知ちを図り、横川と熊ノ平に人を集めること──それによる観光促そく進しんこそが、我々に求められている役目なのです」

「テレビとか新聞とか、そういうマスコミへの働きかけはどーなんですかね？」

「もちろんそれも話はつけてありますよー、そこら辺は私のお仕事の範はん疇ちゆうですからー」

「ですが、マスコミは影響力がある代わりに、彼らの先入観によって、私たちに好ましからぬイメージが形成される恐れもあります」

　たとえば『大丈夫!?　碓氷峠で女子高生が鉄道を運転？　国土交通省もＪＲも困惑』だなんて偏へん見けん含みの記事を作って流されたら、僕らの前途は最初から大変になる。

　僕は木スプーンをアイスに突き刺して食べるのを止め、白鳥部長に言う。

「だから、その前に自分たちの手で、しぇるぱ部の良いイメージを作っておきたい、ということですかね？　ＰＶもその広報活動の一いつ環かん、ということで」

「そういうことですねー。それに最近は動画サイトが多いですからねー。そこを上手く使っていこうと思いまして。ビュー数を稼ぐのは手間もコツもいるんですけど、そこをなんとかするのが私のお仕事でーす！」

　萩野先輩がノートパソコンのタッチパッドに触れながら言う。

　大手情報サイトとかポータルとかＳＮＳとか、そういうインフルエンサーを駆く使ししてしぇるぱ部をあらかじめ世に売り込んで味方を得ておけば、マスコミの偏見イメージが生まれても対抗することができる、保険になる、ということか。

　萩野先輩はときおり大暴れするけど、そういう営業的な仕事では非常に有能そうな、情熱と洒落しやれっ気け（とある種のマッドネス）の持ち主であると思う。

「こっちはあれこれ算さん段だんは立ててますが、ネットから手始めに宣伝をしようにも、まず私たちは素材不足なんですよねー。ちょこちょこ作っちゃぁいるんですけど」

　くるっと萩野先輩がノートパソコンをひっくり返し、液晶をみんなに見せた。

　しばらくみんなでムービーに見入っていたが……ＢＧＭと再生が終わると、皆がちらちらとお互いを見て反応を探る。

「悪くはありませんが、印象的でもありませんわね」

「お、お嬢様のおっしゃる通りかと……失礼なことを言ってすいません！」

「えーでもかっこよかったのにー。私は嫌いじゃないですよ、こーゆーのも！」

「ですのでここで！　かまめっしー主演の五分動画一二本を撮影し一日ごとにアップするというお朱鷺さんの素敵なプロジェクトがスタートするのです！　一いつ遍ぺん見たら墓場まで永遠に忘れられない、シュールでビターでハードなかまめっしーアクションを全国の老ろう若にやく男なん女によに焼き付けてやりましょう！」

　拳を握って力説する萩野先輩。

　その背後に大爆発する採さい石せき場じようっぽい背景と、そこでハリウッド映画ばりにジャンプするかまめっしーの姿を幻げん視ししてしまいそうになる。

「かまめっしーを出してもかまいませんが、主役にするのは勘かん弁べん願えなくて？　あくまで主役は私たち、しぇるぱ部の部員であるべきですわ」

「出していいんですか、やったー！」

　萩野先輩ははしゃいでいるが、一年生三人は困ったなぁ、という顔を見合わせる。

　もしかまめっしーがＰＶに出演することになれば、僕らの誰かが中の人──つまり被害者になるからだ。

　絶対にかまめっしーの中に入ることはなさそうな、白鳥先輩が言う。

「そこで、ＰＶは碓氷峠にある観光名所の紹介や鉄道の歴史、私たちが行おうとしているプロジェクトを私たち自らが紹介し、その姿を撮影したものにしたいと思いますが──」

「ふんふん」




「ＰＶの第一弾の主演は志賀真、あなたに決まりました」




「待って！　ちょっと待ってください！」

　今、決定済みの過去形で告げたよね、この人!?

「なんで僕なんですか？　僕は男ですよ？　僕がＰＶの主演なんかやったら、しぇるぱ部の、女子学生鉄道プロジェクトって理念と矛む盾じゆんするんじゃないですか！」

「女装すれば、よろしいのではなくて？」

「え？　え!?　なにを言ってるんですか、部長!?」

　とんでもないことをこの人は、しれっと僕に命じてきていた。

　白鳥部長は口元を扇おうぎで隠して、つんとした顔で言う。

「そもそも、あなたは予備の機関士として訓練していますが、もし出番が来た時はどうするおつもり？　周りは女性の機関士登場を期待しているのに、男のままでピンチヒッターを務つとめるつもりだったのかしら？」

「それは……」

　返答に窮きゆうする。

　そう、それが未解決の疑問の一つでもあった。

「ならば女子学生鉄道プロジェクトらしく、女装して乗り込むしかありませんわ？　それに……あなた、男にしておくのがもったいないくらいかわいらしくてよ？」

　扇を畳たたみ、うっとりした笑いを浮かべる白鳥部長。

　あっちは褒めているつもりなんだろう。

　だけどこれほど嬉しくない賞賛は、世の中になかなかに、ない。

「もともと私は、殿との方がたが嫌いでしてね。あなたを敢あえて私たちの活動に加えたのは……あなたが男臭くなく、女装させても違和感がない上玉だったから、というのもありますの」

「僕は、強く逞たくましく厳いかつくなりたかったんですけどね……」

「私は楽しみにしておりますのよ、あなたが女の子の姿形になるのを──男の姿を捨てる日を、ね。ああ、その好こう機きがこんなに早くやってくることになるとは……」

　白鳥部長が指を絡めて手を握り、頰に当ててキラキラと嬉しそうな顔をしていた。

「遅かれ早かれあなたが女装する定めであれば、今それを行うことのどこに、問題がありまして？」

「問題だらけです！　しぇるぱ部のＰＶなんでしょう、ならリーダーである白鳥部長自らが主演を務めるべきじゃないですか!?」

　僕は立ち上がり、手を振って抗こう議ぎする。

「私はネット社会の晒さらし者ものにされるのは、好みではなくってよ」

「僕なら晒し者にされてもいいって言うんですかー!?」

「ええ、あなたなら問題はないと思っていますわ？」

　あ、笑顔で言い切った、このお嬢様。

「それに私が人前に出てくると、いい顔をしない向きが東京にはありましてね。奴らにへいこらする気はありませんが、進んでトラブルの種をこちらに持ち込むことはありませんわ」

　渋い顔の白鳥部長。

　いい顔をしない、というのは、武ぶ鉄てつグループのオーナー・白鳥家のことだろう。

　その長女である白鳥部長が本ほん拠きよ地ちである東京から離れて、山の上の軽井沢に住んでるのには事情があってのことらしい。

　部長がそこで表に出てきて、関東の大企業・武鉄を不機嫌にさせてしまうと、その後のマスコミ対策が取りにくい、ということなのか。

「じゃぁ、萩野先輩が主演で……」

「うーん、主演脚本撮影編集アップロード宣伝まで一人だけって、そういう放送局ひとり状態は勘弁ですねぇー」

「だと……なつきちはどうですか！　というか、どう考えてもなつきちが適てき役やくじゃないですか！」

「はぇ？」

　アイスをぱくついていた夏綺が、驚いた顔をこっちに向ける。

　彼女はＥＦ63の機関士という、しぇるぱ部のエースだ。

　それに夏綺は容姿も整ってるし、カメラ映りに充分に堪えると思う。

　なによりも愛あい嬌きようのある夏綺こそ、主演女優として充分な素質を持っているはずだった。

「夏綺には、かまめっしーの中に入っていただきます」

　白鳥部長、無情の宣告。

　って、かまめっしー役まで決まってたのか!?

「え？　私があの着ぐるみに入るんですか？　あはは、それって面白そうー！」

「ちょっと待って、どうしてそうなるんです!?」

「もちろん、理由がありましてよ？　まず、なぜ夏綺が主演ではなくマスコットの中に入るのか、というと──」

　手にした扇でぽん、と手の平を叩いて部長が言う。

「確かに夏綺には主演を務められる資質はあるでしょう。しかし夏綺にはとある問題があって、主演は難しいと判断しましたの」

「問題？」

「ええ、彼女の……乗り物にものすごく酔いやすいところ、です」

　あーはーはーはー、と困った夏綺の笑い声が聞こえた。

　あれは最初知った時は驚いた体質だけど、機関車を運転する上では問題ないはずなのだが……それがＰＶにどう影響するのか？

「撮影には碓氷峠の各所に車で登ることになるのですが──確実に、彼女はそこで酔います。それもバイパスではなく一八号の旧道、左右に揺られるつづら折りであれば絶対、といってもいいですわ」

「あ……」

「真っ青で吐きそうな顔の夏綺を撮影して、果たして私たちのイメージ向上に繫がるものでして？　それならば、マスコットの中で仕事をしてもらった方がよろしいでしょう？」

　夏綺は両手を合わせてごめんねー、と謝るポーズをしていた。

　我慢しようのない体質を責めるのは、酷こくだ。

「でも、それだけが僕を主演にする理由ってわけでもないでしょう？　まだほら、丸池さんがいます……彼女もかわいいし、きっと鉄道マニアなファンがつきますよ」

「鉄研のアイドルっぽい魅み力りよくはありますからねー、みすずちゃんは。オタサーの姫的な？」

「うわ。朱鷺音先輩ったら、さらっとひどいこと言ってる」

　夏綺が眉根を寄せる。

　自分にお鉢はちが回ってきた丸池さんが、慌てて直立不動になる。

「ひっ!?　わ、私にそんな目立つ役目を……お、お嬢様が、いえ部長がやれとおっしゃるのなら、わ、私、頑張ります！」

　しかし白鳥部長は首を横に振り、僕をじっと見つめた。

「ですから志賀真、あなたが適役なのです。なにしろ、あなたには実績がありますから」

　実績？　と僕は首を傾げる。

　女装させられて人前に出されたことは何回かあったが、情けない記憶ばかりで実績だなんて、心当たりがない。

　中学の時、謝しや恩おん会かいの演劇で女装させられたこととか？　そんなことを、向こうの県に住んでる白鳥先輩が知ってるとは思えない。

「それも全国レベルの、インターネットでの実績がすでにあることを……あら、あなたもしかして、ご存じなくて？」

　白鳥部長の艶やかな笑顔を目の当たりにして、つう、と背筋を冷や汗が伝う。

『全国レベル』という言葉の持つ、嫌な予感で胃が冷たくなる。

　それは、もしかして僕の黒歴史のあれ──なんでそんなことを、この人が知ってるんだ!?

「朱鷺音！　志賀真に見せてあげなさいな、彼の実績の証拠を！」

「ほいきた部長！　ブクマしてありますから一発ですぜーふへへへ！」

　タタタ、スターン！　と無駄な感じにキーボードを鳴らして萩野先輩はタイピングした。

　聞き覚えのある音楽がスピーカーから流れる、少し物もの憂うげなテクノポップ・アレンジのガールズポップス……あ、あ、あ！

　ばぁんっ！　と机を叩いて僕は立ち上がる。

「すいません急な用事を思い出しました、お先に失礼しま──！」

「みすず！　真を逃がしたら、お仕置きですわよっ！」

「えっ!?　す、すいません志賀さん！　やぁぁぁ───！」

「!?」

　逃げ出そうとする僕の腰に丸池さんが全力でタックルし、ぶら下がっていた。

　脱出失敗、これは不ま味ずい！

　部屋の戸口で僕と丸池さんがもみ合い、真ん中のテーブルでは女子三人がノートパソコンを囲んでいた。

「あ、これ……ユニオン・セレスティアの昔のナンバーですね！　第一期メンバーの頃の『ラヴ・ピアッシング・アビス』とかのー」

「ふん、軟なん弱じやくで迎げい合ごう的てきなサウンドですわ。これだから私はポップスは嫌いでしてね」

「えー、明日香部長もそんなこと言わないで聞いてみてくださいよ、ちょっとハイセンスでキュートな曲もありますよー？」

　夏綺が、渋い顔の白鳥部長に言う。

「で、この動画ってなんなのかな……ヌコ動の『踊ってみた』のアマチュア動画投稿っぽいんですけど…………あれ？　こっちの方……第二期の新メンバー・ＹＵＫＩじゃないかな？」

　見なくてもわかる。

　その動画は二人の女の子が、ミュージックにあわせてダンスをする光景が正面から撮影されている。

　萩野先輩が眼鏡めがねをクイッと持ち上げて、愉ゆ快かいそうに笑う。

「オリコン一〇位圏内の常連のセレスティアは、事務所のせいで最近メンバーが替わりまして。その新メンバーの娘が、デビュー前にセルフアピールとして撮ったダンスの動画が、動画サイトのランキング上位のヒット数を稼いでいるんですねー」

「そういえば、その話はクラスで聞いたよー。一緒に映ってる娘もすごい美人さんで、『なんでこっちの方がデビューしなかったんだろう』とか言われてたとか」

「離して……これ以上はもうやめてぇ……くださいぃぃ……僕を逃がして……」

「すいませんごめんなさい、お嬢様の命令は絶対なので、諦めてください！」

　僕はずるずる元の椅子へと、丸池さんによって引きずり戻される。

　夏綺が僕を、どうしたの？　という顔で見ていた。

「にしても真ちゃん、いきなりどうしちゃったのかなぁ……ってあれ、これって、え？　ええええ!?」

　液晶にもう一度目を向けた夏綺が、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「そうですよー、ＳＤ解像度の時はもしかして？　だったんですがＨＤの動画を見て確信に変わりまして。ええ、ネットで大反響を呼んだ、新メンバーＹＵＫＩのアマチュア時代のダンスパートナーは！」

「志賀真。あなた……ですわよね？」

「…………うぁぁぁ」

　水に戻した高野豆腐みたいに、机の上にぐんにゃりと倒れ込む。

　それは間違いなく、僕だ。

　中学の頃、仲の良かった従い姉と妹こ・由ゆ季きちゃん。彼女が芸能プロダクションに志望し、セルフアピールのためのダンス動画を撮りたい、と僕に言ってきたのだ。

　そのダンスの振り付けが女の子二人のコンビでやるもので……彼女のどうしても、というお願いで女装して、ダンスを覚え、一緒に撮影した。

　昔から僕は、強い夢や志望を持った人に弱い。絶対芸能人になる！　という由季ちゃんの熱意に押し切られたのだ。

　それが功こうを奏そうしたのか、由季ちゃんはオーディションに合格し、その後にとんとん拍子で人気アイドルの座をつかみ取った。

　で、そのセルフアピールの動画は……どうしたものか、いつの間にかネットにアップロードされていた。

　事務所の意い向こうがあったのだろうか。新生アイドルがデビューする前の微笑ましい頑張り、としてネットの世界に放流され、この動画は全国で人気を博はくしていた……そこに一緒に映ってるのがまさか男の僕だと、世間に知られないままに。

　いや、できるものならこの先一生、この事実は闇に葬ほうむられて欲しかった。

　もしこれが僕だって知られたら、恥ずかしくて外を歩けない身体からだになってしまう。

　おまけに厳格な葵姉さんがこのことを知ったら、文字通り僕を殺しに来かねない。

　そんな不ふ発はつ弾だんじみた黒歴史の記憶が、まさかここで発掘され、炸さく裂れつするだなんて──！

「私から見ても、見事なものですわ。あなたは女装すると、これほどに美しく画面に映えるのならば──それを私たちが生かさないのは、もったいないというものですわ」

「碓氷峠にネットで噂うわさの幻のアイドル候補生が登場？　謎の美少女の紹介する『女子学生鉄道プロジェクト』とは、『しぇるぱ部』とは果たしてなんなのか──おおお、これは万単位でビューを稼げそうなテーマですねぇ」

「これが、私があなたを主演にする実績というものです。おわかりになって？」

　手ぐすねを引く萩野先輩と、得意満面の白鳥部長。

　僕は死にそうな顔で見つめ返し、呻うめく。

「あの、それが僕だってことがばれたら、ありとあらゆる意味でまずいことになりそうな気がします。しぇるぱ部に男子が居るのはおかしい、とか、通ってる学校から苦情とか……」

「認めなければいいだけことですわ」

　さらっと、無茶苦茶な強きよう弁べんを口にした。

　僕は呆ぼう然ぜんとするが、彼女は静かに話し続ける。

「ＰＶに主演をした予備機関士を務める彼女と、松まつ井い田だ高校の男子生徒であり部の協力者である志賀真は無関係。そもそも解かい剖ぼう学がく的てき、遺い伝でん学がく的てきに男である志賀真がなぜＰＶ主演の女子と同一人物というのですか？　それは言い掛かりというものでなくて？」

「それは見ればわかるというか、僕が女装してる可能性をみんな──」

「認めなければいいのです。この私、白鳥明日香が認めないものがこの世に存在を許されてしかるべき理由が、どこにありまして？　分子レベルであり得ませんわ、この世には」

　びしゃっと断言された。

　なんだろう、文句を言わせないこの迫力は。

「でもこんなのは無理な注文すぎるよね、ねぇ……なつきち、丸池さん？」

　部員で同い年の二人なら、助け船を出してくれるかもしれない。

　──と思ったのに、だ。

　二人は期待のこもった眼差しで僕を見ている。

「ちょっと、二人とも……正気になって！　僕はほら、この通り男だよ!?」

　僕の女装姿を直じかに見てみたい、と二人の顔には書いてあった。

　目を横に向けると、この陰いん謀ぼうの絵え図ずを書いた（白鳥部長がネットからあの動画を探してくるはずがないんだし）萩野先輩が、眼鏡を反射光で光らせながら「むふふふふ」と肩を揺らして腹黒笑いしている。

「萩野先輩……僕が逆らったら世間にばらす、とか言って脅おどすつもりですか？」

「やっだなぁ、そんなイケてない怨念男のリベンジポルノみたいな、簡単な脅しをするわけないじゃないですかー？」

「簡単じゃないことならするってことですかね!?　治男にだけこっそり教えるとか！」

「一番されたら不味いことをとっさにゲロるあたり、真くんも未み熟じゆくですねー」

「そ、そんな脅しに僕が屈すると……屈したら、僕のなけなしのプライドが……！」

　女装させられ、さらにネット世界の晒し者にされるだなんてごめん被こうむる！

　我が身を守るには、しぇるぱ部を辞める──それしか方法がないのか？

　僕は立ち上がり、拳を握ってみんなを見据えて、震える唇で唸る。

「女装させられ、撮影を無理強いされるくらいなら、僕は……！」




「真ちゃんっ！」




　立ち上がって震えていた僕の手を、夏綺が包んで握った。

　もう少しでキスしそうなほど、僕らの顔は接近する。

「なつきち……」

「しぇるぱ部を辞めるとか、そんなことは言わないで、お願いだから。真ちゃんが女の子の格好だなんてしたくないっていうの、私にもわからなくもないよ。でも……」

「…………」

「私もかまめっしーの中に入って頑張るから、真ちゃんも私やしぇるぱ部のために……一緒にＰＶ撮影に、出てくれないかな？」

　夏綺の、すがりつくような必死な表情。

「………………」

　ここで彼女から離れてしまうと、僕は元の迷子に戻ってしまう。

　もう一度、自分の夢や大志をどこに見いだすのか、悩み迷うことは嫌だった。

　そう思うと僕は軽々しく『辞める』という言葉を、口に出せなくなってしまったのだ。

　……僕は立ち上がったまま、黙り込んでしまった。

　つかつかと歩み寄った萩野先輩が、指で眼鏡のブリッジを押し上げながらぽんと僕の肩を叩く。

「はいはい、そこで黙ってしまったら負けですよー。真くん？」

「惚れた弱み、というものかしら。殿方特有の、私にはよくわからない心理ですけど」

「決まった……んですよね？　わ、私は出なくていいんですよね!?」

「いや、その、僕は……」

「だーいじょうぶですよー！　このＰＶよりも綺麗に！　元が男の子だと絶対わからないくらいに綺麗な女の子にしてあげますね！　腕が鳴りますねー、あはははは！」

「決まりですわね、それでは撮影は次の土曜に──」

「あ、あ、あああ……！」










「いやぁ、楽しいですねぇ……素材が良いとメイクってここまで面白いものなのですねー、お絵描きしている気分ですよー」

「男の子の肌ってもっと荒れてると思ったのですけど……こんなに肌き理めが細かくて、普段からどんなお手入れをすれば、ここまでコンディション良くなるんでしょうか？」

「ナチュラルっぽいですよね。あーもーうらやましいったらありゃしませんよー、睫毛まつげだってマスカラなしでいけますし、これほんとに男の子の顔なんですかね？」

「男です、僕は男です、こんな顔だけど……男なんです……信じてください……」

　学校が休みの土曜日、しぇるぱ部のＰＶ撮影当日のこと。

　女子更衣室で、僕は椅い子すに座って放心していた。

　ここに連れ込まれる前に最後の抵抗をしたのだが、ノリノリの女性陣はついに僕を押し切り、女装を開始したのだった。

　萩はぎ野の先輩と丸まる池いけさんが、僕を化粧している。

　その間、僕は鏡は見ないようにしていた。

　メイクされている最中の自分の顔を逐ちく一いち見ていると、情けなくて死んでしまいそうになる。

　二人の後ろで、ウィッグの手入れをしている夏なつ綺きが僕を見て、苦笑していた。

「泣かないでー真まことちゃん、美人になってるんだから、ね？」

「男に生まれて、逞たくましくなりたかったのに……女の子に取り囲まれて、その上に化粧をさせられるだなんて……」

「真ちゃんは綺麗になるからいいじゃんかー。私はこんなに暑くてむしむししてるのに、これからかまめっしーの中に入らなきゃいけないんだから」

「うん、確かになつきちの方がしんどいと思う。でも……」

「あははは！　おぬしが女顔の美少年に生まれてしまったことを存分に後悔するがいいわー！　にしても……」

「うう……いや、ミスはなにもしてないと思います。でもでも……これって……」

　目の前で、いろんなメイクの道具が行ったり来たりしていた。

　顔になにかを塗ぬられたり描かれたりする、くすぐったく変な感じ。

　だが化粧をしている二人の顔色が、だんだん複雑な……まるで数学の難問を解いているみたいに変わってきて、僕の不安を搔かき立てる。

「う────ん……自分のセットよりも、良くできてる気がするのですが」

「はい、なにも間違ってないと思いますよ？　萩野先輩のメイクは……」

「なんでしょうね、この仕上がりの、無意味なまでの見事さは？」

「お嬢じよう様さまのお化粧をお手伝いする時も、こんな気分になったことってないです……」

「感想はいいですから、早く解放してください……」

「いいかな、これで？　よっしゃウィッグを、どっきんぐー！」

　僕の後ろに回った夏綺が、かぽっとロングヘアのウィッグを被せた。

　夏綺の指が地毛を隠し、ブラシで整えてから鏡を差し出してくる。

「じゃじゃじゃーん、どうかなー……って、え？」

「…………」

　鏡から目を背けられず、なにも言えない僕。

　メイクを終えた後の自分の顔、というのは……正直なところ、目鼻立ちの基本要素は美人と評判の高い葵あおい姉さんに似てると思う。

　姉さんは美人だが怜れい悧りで愛あい想そうがないので、綺麗だけど近寄り難い雰囲気になる。

　それに比べると、今の僕はずいぶん柔らかい顔つきの……なんというんだか、その、男の子なら惚ほれ込んでしまいそうなかわいいアイドル顔になってる、と思う。

　僕と一緒に鏡をのぞき込む夏綺の口元が、ひくひくっと震える。

「…………これ、真ちゃん……だよ、ね……？」












「うん、志し賀が真。間違いなく僕、なんだけど」

「ちょっとなにこの美少女っぷりはー、反則じゃないの!?」

　飛び退いた夏綺の、素すっ頓とん狂きような叫び。

　僕の前に座っている萩野先輩が、気まずそうな顔で腕組みして呻うめく。

「メイク中は生徒会長のお姉さんに似てるかなーって思ったんですけどね」

「志賀さんにお姉さん、いるんですか？　美人なんでしょうねぇ……志賀さんに似て」

「あっちが観賞用というならこっちは愛あい玩がん用というか、芸術的な食品サンプルに対してのデリシャスなスイーツの現げん物ぶつって感じというか、うーわー！」

「もしかして一つ間違ったら、あの動画のＹＵＫＩじゃなくて志賀さんの方がデビューしてたかもしれない、って思っちゃうほどかわいくて……」

「そんな間違いはごめんです」

「カメラ映りは現物の二割っていいますからね。あの動画の美少女ぶりの五倍はきれーな現物を生で拝おがまされて、これが男の子だっていうんだから、もう震えるしかない……」

「嬉うれしくない、こんな風に褒ほめられても男としてぜんぜん嬉しくない！」

　しゃがみ込んで嗚お咽えつしたいが、涙を流したらメイクが台無しだ。

　僕の周りをぐるぐる回って、夏綺はいろんな角度から観察する。

　そしてがちゃり、とロッカーを開いて、ブルーの乗務員制服一式を引っ張り出す。

「じゃ、続いて……服も女物にしてみようかなっ！」

「ちょ、この更衣室で着替えるの!?」

「他のどこで着替えるっていうの？　どこでも着替える体育前の男子じゃないんだからー」

「待って、それは……恥ずかしいから！」

「だってほら、ブラとパッドとかもあるから、手伝ってあげなきゃいけないでしょ？　もしかして……それも一人でできるとか!?」

　確かに今の僕と一緒に、女子が連れ立って男子更衣室に入る方が、問題なのかもしれない。

　だけどここで化粧をされて、さらに服を剝むかれて裸にされたら……辱はずかしめ、という言葉が頭の中にぐるぐる回っていた。

「あの、志賀さんがお恥ずかしいようでしたら、私はこちらは失礼して……お嬢様、いえ部長に報告してきます」

「私も撮影の準備と、かまめっしーの用意もしないといけませんからね、それではお先にー」

「それじゃ……あっちで、着替えてよっか？　手伝って欲しい時は言ってね？」

　萩野先輩たちが出て行き、ハンガーに掛かった服を夏綺が僕に渡して、背中を向ける。

　……女子更衣室で、夏綺と二人っきりになっていた。

　これは嬉しいシチュエーションのはずなのに、女装真っ最中なので心が全く弾まない。

　なにしろ脱いでるのは夏綺じゃなくて、僕なのだ。

「…………はぁぁ」

　僕は男物の服を脱いでバッグに詰め、ボクサーパンツだけになる。

　ちなみにインナーウェアもなぜか、僕のサイズに合う──いつの間に採さい寸すんされたんだろう？──のが用意されていたけど、さすがにショーツまでは穿はかない。

　腿もも丈たけのストッキングを履き、内側にパッドの入れられたブラジャーをいやいや胸に巻き付け……背中に手を回してみると、ウィッグが邪魔になってホックが留められない。

「ええっと……なつきち、手伝って欲しいんだけど……」

「はいはいーっと」

　僕は夏綺に背中を向け、ブラのホックのことを任せた。

　胸をきゅっと締め付けられる、慣れない感覚に息が苦しくなる。

「すごいねこれ、ボクサーパンツじゃなかったらまるっきり女の子みたいだよ、真ちゃんの後ろ姿……ほっそいねぇ、なんか首筋がエロいし」

「……下まで女物にして欲しいって言うの？」

「ま、まぁそれは……抵抗あるよね、男の子としては、さ。よしっと……む、女の子じゃないから胸の形は整えなくてもいいかな」

　胸の形を整えるって、なにをするんだ？

　女子の秘密の世界に足を踏み入れてはいけない気がして、僕は俯うつむいて黙ったままだった。

「それじゃ、ブラウスとスカートはこれで、ネクタイは結べるよね？」

「ありがとう……ぅぅぅ……」

　夏綺に服を手渡され、僕は背中を向けたままで着替えていく。

　ブルーの上着のボタンを留め、袖元のカフスを整え、襟えり元もとに巻き込んだ髪を出して整える。

　そして制せい帽ぼうを乗せ、深呼吸して──意を決して振り返った。

「──これでいい、かな？　なつきち、おかしなところはない？」

「………………」

　夏綺がまるで、幽ゆう霊れいでも見たような顔をしていた。

　ちらっと横を見ると、開きっぱなしのロッカーの戸にある鏡に、美人の女性鉄道乗務員にしか見えない僕の姿が映ってた。

　夏綺はゆっくりと両手の平を持ち上げると、僕にすーっと近づけてくる。

「────！」

　もにょり、と。

　夏綺の両手が、僕の偽バストを鷲わし摑づかみにしたのだ。

「なつきち!?　ななな、なにをしてるのか、わかってる!?」

「あ、よかった。ニセおっぱいの感かん触しよくだ、これ！」

「当然だって！」

「あ、でもこれ、癖になりそう……えへへへ、真ちゃーん？　指とか嚙かんで恥ずかしそうな顔とか、色っぽい真似をしてみない？」

「なにを言ってるか、よくわかりません！　とにかく離して……こっちだって変な気分になってきそうだから、偽物でも両手で揉もまれると！」

　──しかし、その時だ。

　女子更衣室のドアがガチャリと開いた。

　白しら鳥とり部長が怪け訝げんそうな顔で、中へ首を差し込んできたのだ。

「なにをそこで騒いでいますの？　そろそろ支し度たくは終わりまし──」

「あ」

「え」

　僕はのけぞり、胸を揉んだままの夏綺が同時に白鳥部長の方を向き、絶句。

　奇っ怪なスキンシップに興じている僕たちは、動作を止める。セクハラ──と言うんだろうか、とにかく恥ずかしいところを見られてしまった。

　白鳥部長の目が点になり、二度三度瞬まばたきをする。

「………………ふっ」

　更衣室に入ってきた彼女は、小麦色の髪を搔き上げて微笑んだ。

　男の僕へ今まで一度も見せたことのない悦よろこびいっぱいの表情に、不安が湧わき上がる。

「やはり私の見込み通り、あなたは男の姿は捨てるべきでしたわね？」

「ひ、ひどい言われようだ……」

「それにしても良いですわねぇ、女の子同士の戯たわむれは。軽かる井い沢ざわ女子でよく見る乙女おとめの園そのの光景ですわ。私もお仲間に混ぜていただきたいほどの……ふふふふ」

「やめてくださいっ、部長までセクハラに加わろうとしないでっ、それに僕は男子ですからぁぁ！」





　　　　　※






「ここが碓氷うすい第三橋きよう梁りよう、通称『めがね橋』──国の重要文化財であり、二〇〇七年に世界文化遺産の暫ざん定ていリスト入りをした、碓氷峠のもっとも有名な鉄道建造物になります」

　僕は顔だけは笑顔を作り、心では泣きながら、三さん脚きやくに据え付けられた業務用ビデオカメラのレンズを見つめる。

　カメラの向こうの面々は扇の代わりに撮影用のカチンコを持った白鳥部長、レフ板を持って前髪の影を消している丸池さん、そして液晶ファインダーをのぞき込む萩野先輩。

　なぜか皆一様に、複雑な表情をしていた。

「完成は一八九二年、横よこ川かわと軽井沢の間を繫ぐ信しん越えつ本ほん線せんの、三番目の橋として建造されました。かつて、あの上にアプト式の鉄道路線が走っていましたが──」

　背後を振り返り、緑の峡きよう谷こくの中にそびえ立つアーチ橋を示す。

　緑の谷間の天を割るかのように走る、白みがかった煉れん瓦がのアーチ橋は、色彩と形状のコントラストが実に美しい。

　碓氷峠の一番の景けい観かんであり、休日にはお客さんが集まる見事な景観だった。

　今日ここにいる観光客の人たちは「え？　芸能人の取材の撮影中？」みたいな顔をしてこちらを見て、いつの間にか周りに野や次じ馬うまの垣かき根ねができていた。

　同時に、僕の横で弾はずんでいる巨大な釜かまめしマスコット『かまめっしー』に向けられる、疑わしい視線。

「一九六三年の碓氷新線の開通に伴ともない、アプト式の旧線は廃止。めがね橋の上を走る線路は一時、遊歩道となっておりました。現在はあの上を、碓氷峠鉄道文化むらから熊くまノの平たいらまで繫がるトロッコ列車が走っています」

　頭の中に入った台本の台詞せりふを吐き出しながら、早く終わってくれ、と祈り続ける。

「全長九一メートル、全高三一メートル、約二〇〇万個の煉瓦で組み上げられた、現存する煉瓦橋では国内最大規模であるこのめがね橋。この雄ゆう大だいな光景は、下から見上げても上から見下ろしても素晴らしいものです、ぜひ、一度見に来てくださいね」

　最後に微笑みを浮かべる。きっと、僕の笑顔はひきつってるに違いない。

　しばらく沈黙が流れ、そして──。

「……カット」

　白鳥部長の声と共に、録画を止めたピッ、という電子音がする。

　真っ先に緊張を解いたのは、僕ではなく横にいるかまめっしーだった。

「ふぁぁぁ……あづいぃぃぃ！」

　釜の蓋ふたがすぽんと取れて、そこには汗まみれになった夏綺の顔がのぞく。

　消しよう耗もうし、傍はた目めから見ても気分の悪そうな青い顔をしていた。

「大丈夫……なつきち？」

「あー、まだ大丈夫だよ？　さっきの碓氷湖での撮影の時からちょっとまずいかなぁ、って思い始めてたけどねぇ……やっぱ旧道は効くわぁ」

　今のかまめっしーは、夏綺を中に入れて煮ている釜、みたいに見えてしまう。

　中の通気性が悪いせいか、蓋を外すともわっと湯気が立ったりするから余計にそう見える。

　……あの中は本当にキツそうだ、と思う。

　彼女には暑さと別の苦難があった。僕らとかまめっしーを乗せた大型のバンは、ぐいんぐいんとカーブしながら狭くつづら折りの碓氷峠を登って来たのだ。

　カーブの度に、夏綺の顔色があからさまに悪くなっていく。

　めがね橋まででカーブは三三個。今の時点ですでに夏綺は、デンプシーロールで左右に打たれ続けたボクサーみたいになってたのだ。

「なつきち、悪い。本来はそれは僕がやるべき仕事だったはずなのに……」

「ま、私の弱い三さん半はん規き管かんが悪いってことで。ほーんとにねぇ、子供の頃から遠足の時はバスの最前列だし、エチケット袋には二枚三枚お世話になったし、やんなるね」

　夏綺が僕を見て、力なく微笑む。

「それに今の真ちゃんはちゃんとしぇるぱ部のお仕事を果たしてるんだから、胸を張っても良いと思うよ？　それにすごく、きれーなんだからさ？」

「……褒められてるんだろうけど、嬉しくない」

　自分の姿を見、周囲を眺め──野や次じ馬うまの興味深げな視線に身をよじる。

　いっそどこかに隠れたい、と感じていると……撮影陣の三人が、ひそひそと交わしている会話が聞こえてくる。

「すごいですねー、三インチの液晶でも真ちゃんのすごさがびりびり伝わってきますよ？　四二インチ大画面とかで見たらきっと、圧倒されますよ」

「あうう……ほ、本当に私、女の子に生まれてきてしまって、良かったんでしょうかぁ……志賀さんは男の方なんですよね？　なのにこんなに綺麗で……」

「やはり私の目に誤あやまりはなくてね……志賀真の女装は、麗れい人じんの名に値しますわ。でも眺めているとなぜか……落ち着かない、足下が浸しん食しよくされるような気分になりますの」

　あちらでは僕のこの姿に対して、褒めているんだか馬鹿にしてるんだか、わからない評価をしている。

　早くこんなのは終わりにしましょう！　と叫びたかった。

「もう私、明日から志賀さんを……普通の目で見られなくなりそうです。ううう、どうしましょう……私は女の子失格だって、志賀さんに笑われるんじゃないのかって！」

「狼狽うろたえるものではありませんわ。みすず、ここで怯ひるんでしまってはリアル女の名折れでしてよ」

「広報役としては真くんの仕上がりは、大勝利間違いなしのハイレベル素材なので嬉しいのですけどねー。個人的には、こうも美少女っぷりを見せつけられると女の我が身が情けなくなるような、悔しい気がしますねー。なんとかして、一いつ矢し報むくいないと……」

　三人の声が、一段と低くなる。

　あそこでなにかの秘密の相談をしているみたいで……不穏で怖い。

「一矢報いるってなにを……そもそも被害者であるはずの僕が、まるで悪事をしでかしたみたいな話になってるんだか……」

　肩を落として、げっそりした顔をする。

　今日の撮影はこれで終わりのはずだ。

　もう撮影用の車（白鳥部長が運転手付きで用意してくれた）の後部座席に潜り込み、屈くつ辱じよくの涙にまみれていたかった。

「……そ、そんなことまでするつもりですか!?　お嬢様！」

「ええ、私たちの最後の手は朱と鷺き音ねのそれしか……なくってよ。覚悟を決めなさいな、みずず……私たちが女性美の世界で、このまま敗者の座を甘かん受じゆすることは許されません！」

「やるっきゃないのですよー！　それに元からそのつもりで連絡はしてありますからっ！　いーやー、奥の手は常に用意しておくものです」

　怪しく奇妙な会話が漏れ聞こえる。

　その後に、三人はこっちに向かって近づいてきた。

　白鳥部長はかちかちとカチンコを鳴らし、笑顔で僕を見下ろして言う。

「実に結構ですわ。あなたを主演に選んだ、この私の目に曇りはなかったということを、身を以もつて証明してくれて嬉しく思いますわ」

「僕は嬉しくないです……なつきちには偽おっぱい揉まれるし、みんなにはじろじろ見られたり写メ撮られたり、さらにあちこち揉まれたり触られたり、その上に観光客の皆さんも僕をガン見したりして……」

「ここまで好調に撮影が進むと思っておりませんでした。時間に余裕があるので、もう一カ所撮影をしたいと思いますわ」

「…………はぁ」

　この恥ち辱じよくの責め苦がまだ続くのか、と僕は呻く。

　白鳥部長は、いじめっ子の微笑みを浮かべて言う。

「このまま峠に登って、熊ノ平温泉の撮影を追加します。ここまで来たのですから、碓氷峠の撮影は区切り良く、一通り済ませてしまいましょう」

「あれは……まだ開業前じゃないんですか？」

「もう施設は出来上がってますよー」

「朱鷺音がこんなこともあろうかと、アポイントメントは取ってあったそうです。ですのでこれから参りましょう──台本もすでにあるので、それは車内で朱鷺音のノートパソコンから読んで、覚えなさい」

「終わりなんですね、それで終わりなんですね!?　熊ノ平温泉で撮影すれば、僕は元の姿に戻れるんですね!?」

　僕は泣き出しそうな声になっていた。

　だがその時、へぁ!?　みたいな素っ頓狂な声が後ろから響く。

「え？　このまま旧道を登って熊ノ平まで行くんですか？」

　後ろから声を上げたのは、座ったままのかまめっしー……いや、夏綺だ。

　夏綺は噓うそですよね？　と言いたそうな顔をしている。

「ええ、もちろんあなたも一緒にですわ。かまめっしーも出番がありますから」

「あのそれ、私が死んじゃわないかなーって……車に乗って行くと、熊ノ平までカーブって何個くらいあるんでしたっけ？」

「えーっと……熊ノ平のＣ番号の82ですから、五九個ありますねー」

　サイドバッグから碓氷峠のパンフレットを取り出して確認し、萩野先輩が答える。

　すーっと夏綺の顔が青くなる。そしてぶんぶんと手を振った。

「だめだめ！　いや、吐いちゃいますよそれ！　旧道のカーブはきつくて登り勾こう配ばいついててすっごく攻撃的だから、その半分くらいでひ弱なマイ三半規管はノックダウンしちゃってー！」

「みすず、朱鷺音？　二人であそこの泣き言を言うかまめっしーを車の中に詰め込みなさい。ここで油を売ってる暇はありませんわ」

「白鳥部長、ひっどーい！　かまめっしーの中でゲロったらどーすんですか、大だい惨さん事じですよ、朱鷺音先輩が泣いちゃいますよ!?」

「その時はもう一体かまめっしーを作る口実になりますよ、今度は宮く内ない庁ちよう御ご用よう達たしかまめっしーが爆ばく誕たんですよ！」

　なんだろう、このひどいやりとりは。

　ごめんなさいと謝りっぱなしの丸池さんと、三脚を肩に担いで張り切り気味の萩野先輩が、両脇からかまめっしーを引きずり連行する、キテレツな光景が目の前で繰り広げられる。

「真ちゃん！　ちょ、止めてぇぇぇ─────死ぬ、死ぬ、死んじゃうからぁ──！」

「…………ごめん。次で撮影終わりだから、頑張ろうな？」

　女装させられた時の、仕返しってわけじゃない。

　ここで撮影ボイコットをすれば、いつまで経っても僕は元に戻れないかもしれないのだ。

　そんな弱い気持ちが、僕にこんな言葉を呟つぶやかせていた。

「ふにゃぁぁぁぁ！　止めないしっ！　真ちゃんも薄はく情じようだよぉぉ！　し───ぬ───！」

　目と口が三つの○になった夏綺の悲鳴が、碓氷の峡谷に木こ霊だまする。

　──さらば、夏綺。

　ハッチの開いたワゴンに詰め込まれるかまめっしーを、僕は悲しい瞳で見守っていた。

「さぁ、私たちも車の方に参りましょうか？」

　今度は僕の腕を引っ張り上げ、白鳥部長が駐車場へと歩き出す。

　この人は男性を嫌悪していたはずなのに、女装した僕にはわりと平気でコンタクトを取るのは不思議だった。

　白鳥部長が、本気で残念そうな顔をして僕に言う。

「……本当に、惜おしいですわね。あなたが本物の女性でしたら私とも親しくお付き合いできたものを。どうして、男なんかに生まれてしまったのかしら？」

　白鳥部長の嘆なげきに、僕は呟きを返す。

「私は……いや僕は男に生まれて良かったと思いますし、できることならもっとゴツくデカくなりたかったんです……」





　　　　　※






　熊ノ平は碓氷峠の中腹にあるテーブル状の地形、だった。

　急きゆう峻しゆんな山肌を、鑿のみで水平に削って作ったような平地がぽん、とある。

　ここに温泉が掘られたのは、ここが旧線を利用したトロッコ列車の終着駅であり、碓氷峠の真ん中に何かしらの観光やトレッキングの拠点を作ろう、という構想があったからだという。

　そして碓氷新線を用いたしぇるぱ部の女子学生鉄道の運行は、当面はここを終着駅にするらしい──軽井沢側へは、あの踏切で線路が途切れてるからだ。

　ただ一つ、僕にとって今の熊ノ平がありがたいことは……ここが開業前で、この情けない女装姿の撮影を野や次じ馬うまするお客さんがほとんどいない、ということだった。

「カット！」

　カチン、と白鳥部長がカチンコを鳴らす。

　ふう、と息を吐き、撮影用の笑顔を僕は消した。

　萩野先輩が液晶ファインダーから顔を退しりぞけたのを見てから、背後をそっと振り返る。

「………………うわぁ」

　かまめっしーがぐったりと壁にもたれ掛かり、ぴくりとも動いていない。

　六〇回も急カーブを揺られた中の人の夏綺が、車酔いでダウンしたのだ。

　撮影開始とともにふらつき、痙けい攣れんしながら倒れていくかまめっしーの気まずい動き。

　しかし萩野先輩は『なんか絵面がシュールで面白いので、このまま撮影続行です！』と楽しそうに叫び、それから後は……お察しください、というものだった。

「……なつきち、生きてる？」

　かまめっしーの目に仕込まれた、ＬＥＤライトが長短の点滅をする。

　・・・－－－・・・

　モールス信号で、Ｓ・Ｏ・Ｓ。っていうことは！

「なつきちっ!?」

「夏綺ちゃん、大丈夫ですかぁぁぁ！」

　僕と丸池さんが駆け寄り、かまめっしーの上蓋を外す。

　むあぁぁっ！　と中から沸ふつ騰とうした鍋みたいに、中から湯気が立ち上がってくるような気がした。

「ぉぉぉぉ……死ぬ、死ぬかと思ったぁ……」

　そこには汗の蒸気でムレムレになった、Ｔシャツ一枚の夏綺の姿が見えた。

　横向きにひっくり返った釜めしの中から、びっしょり汗に濡れた夏綺が這はいずり出てくる姿は、大釜に茹ゆでられた人間が転がり出てくるようで……奇っ怪だった。

「なつきち、お疲れさまでした……それにしても、ここは」

　切り立った山肌と、その上にちょこっとだけ頭を覗かせる鉄道の架か線せんを見上げ、僕は思わず呟いていた。

「静か……だなぁ。温泉が開業したら、お客さんはちゃんと来るのかなぁ？」

「今はトロッコ列車の駅がありますし、その前は信越本線の正式な駅だったんですよ。蒸気機関車やアプト式の機関車が立てる、蒸気の響きやロッドの打音、ラックとピニオンの嚙かみ合う鈍い金属音とかが満ちていて……ああ、その頃に戻って今ではもう聞けない音を、録音がしたかった！」

　丸池さんが僕の後ろから、話しかけてくる。

　この静せい寂じやくの緑の谷間からは、そんな往おう年ねんの賑にぎやかさを僕は想像できなかった。

「それに昔は、ここに鉄道関係の宿しゆく舎しやがあったりもして……それに、痛ましい事故もありました」

「えーっと……ここで列車が衝突して、大変な事故になったんだっけ？」

　丸池さんの碓氷峠講座を、思い出して言う。

　かつて下降中の列車のブレーキが利かなくなって熊ノ平の駅構内でぶつかり、死傷者の出る大衝突事故を起こしたという話を、丸池さんに教えてもらったことがある。

「よく覚えていました！　それに、ここでは列車事故だけではなく、大雨の土砂崩れによる事故もあったんですよ」

「え……そんな事故もあったの？」

「はい、大雨が降って駅構内に面した崖がけが崩れ出して、線路と保線員の宿舎を巻き込んで……トロッコ列車のホームの所に慰い霊れい碑ひがあります、あとでお参りに行かれてはどうですか？」

　横川に戻る前に、そこのお参りもできるかどうかを、僕は考える。

　その時、まるで茂みの中の熊の唸うなりのような、低いうめき声が聞こえた。

「お風呂……はいりたぁぁぁい……せっかく温泉まで来たのにぃ……おふぇ……」

　駐車場のアスファルトの上にひっくり返った、夏綺の声だった。

　かまめっしーの中でじっくり蒸らされた夏綺の肌には、ぴったりとコットンのＴシャツが張り付き──着ている下着まで透けて見えてしまっている。

　目の遣やり場ばに困って、まだ開業前の、切きり妻づま屋や根ねの温泉施設を見上げて呟いた。

「僕もここで、風呂に入って化粧を落としたい……着替えて男の姿に早く戻りたい……」

「ええ、こちらの中に──温泉にも入れますわよ？」

「え？　まだここって営業開始前じゃないんですか？」

「内装は一部工事中ですが、露天風呂の方は完成しているという話です。そこを使わせていただく話は、朱鷺音がつけてあります」

「やったぁ、さすが明あ日す香か部長ぅー、一生ついていきます！　おなしゃす！　おなしゃす！」

　アスファルトの上をローリングし、夏綺が白鳥部長の足下にすがりつく。

　カチンコを片手にむふん、と胸を張る彼女は、夏綺のじゃれつきを気にした様子もなく、僕に向かって攻撃的な笑顔を向けていた。

「もちろん、撮影もいたしますが」

「それじゃ僕は先に一風呂浴びてきます。白鳥部長、丁てい寧ねいな気遣い頂いてありがとうございま……」

「なにを言ってるの？　私は温泉に入るあなたを撮影する、と言っているのですわ」

　頭を下げたまま、僕は凍り付く。

　……え？　撮影って聞こえたけど。

　今この人、なんて言った？

「撮影って……え？　男湯に入る僕を撮影してなにが嬉しいんですか!?」

「馬鹿もほどほどになさい、女の私たちが男湯に大たい挙きよして入り込むだなどという、はしたない真似をしろというの？　開業前とはいえ、そんなデリカシーのない真似はごめんですわ」

「いやそう言っても、僕が女湯に入るわけにはいかないじゃないですか!?　いや、この温泉は混浴だったりするとかそんな──」

「そんな公こう序じよ良りよう俗ぞくに背く浴場を、新しく作れると思いますの？　それに今のあなたのその姿形を見て、男だなんて誰が思いまして？　それに私たちは今、しぇるぱ部のＰＶの撮影中であり、男のあなたを撮ることにびた一文の価値もないと理解する脳のう味み噌そもございませんの？」

　胸を張って傲ごう然ぜんと言い放つ白鳥部長に、その後ろで忍び笑いをしている萩野先輩。

　丸池さんは白鳥部長の後ろに回って小さくなり、夏綺はまだ気分が優れないのかきょとんとしている。

「なによりも！」

　碓氷の天を指さし、白鳥部長が叫ぶ。

「このＰＶを見た視聴者がこの次のシーンで期待するのは、温泉に入るあなたの艶あで姿すがたですわ！　ここでその期待を裏切ってしまえば、碓氷峠の女子学生鉄道計画の名は地に墜おちることは確実ですの！」

「まぁ、女の子の私でも、真くんの湯上がり姿は見てみたい気がしますねぇ」

　萩野先輩がにんまりと笑う。

　……さっき、めがね橋の辺りでひそひそ話をしていた時に、これを決めたのか？

「女子レポーターが温泉に入るのは、天の定め地の掟おきて人の契ちぎり。逆らえばあなたは天地人に背く悪あく逆ぎやく非ひ道どうの輩やからとなり、この私が滅ぼさなくても正しき天と地があなたをきっと滅ぼしますわ！」

「わけわからない世界の真理を説かないでください。でも、温泉で撮影ってことは服を脱ぐんですよね、それがまず問題で……」

「ああ、あなたが一人で私たちの目に裸を晒さらすことが恥ずかしいから嫌だ、とおっしゃるの？　ならば簡単な話──撮影する私たちも脱ぎます。それならイーブンというものでしょう？」

「…………」

　僕は口をあんぐり開けて、返す言葉がない。

　この人は無茶苦茶なことを口にしていると、わかってるのか!?

「お、お嬢様!?　そ、そんな話を先ほどはしてな──」

「みすず？　私が脱ぐのに、あなたは脱がないというの？」

「わ、わかりましたぁ！　ですからお仕置きはお許しください、脱ぎますぅー！」

「丸まる山やま変へん電でん所しよ跡あとからこっち、見てくれの勝負だと私たちは真くんに負けっぱなしですからねー？　でも女は度ど胸きよう！　裸はだか一いつ貫かんで挑めば本物の女性がおいそれと負けるものでもないですよー」

　やっぱり、この人が企んだのか。

　肘ひじに手を当て、拳を突き上げたやる気満々のポーズの萩野先輩と、カチンコを鳴らしてガラガラヘビのしっぽみたいに威い嚇かくする白鳥部長が、じりじりと左右から迫ってくる。

　丸池さんは萎い縮しゆくしているし、僕を助けてくれる可能性があるのは……一人だけだ。

「なつきち、僕が女湯に入るだなんてそんな真似は……駄だ目めだよね？」

　アスファルトの上で寝そべったままの夏綺。

　彼女はまだぼんやりした顔で僕を見つめ、するっと言い切ったのだ。

「えーっと、私はお風呂に入れるのなら、どっちでもいーかなぁ？」

「……え？」

　もしかして、さっきの仕返しをされている!?

「決まり、ですわね。さぁ志賀真！　女湯での入浴撮影をやりますわよ！」

「待ってください、僕を抱えて、どこに連れて行くんですか!?　僕は男ですよ？　男の僕が女湯に入るだなんて、それはいわゆる一つの痴ち漢かん行こう為いじゃないですか？」

「大丈夫です。撮影という大たい義ぎ名めい分ぶんがありますし、今の真くんはどこからどう見ても女の子ですからー、誰も気にしませんよー」

「脱いだら男だとわかりますって、あるものはあるんですよ？　一応、僕にも！」

「さすがに全裸のあなたを撮っても使える素材になりませんわ。タオルで隠す部分は隠していてよろしくってよ？　私たちは一八禁の動画を撮るわけではないのですから」

「そういう話じゃなくって、ちょっと、どうしてこんなことが、あ……あ───」





　　　　　※






　熊ノ平の露天風呂は絶ぜつ景けいだった。

　緑鮮やかな碓氷の谷から遠くに霞かすむ、横川の麓までを一望にできる。

　夕陽に傾き掛けてきた陽光が、山並みに陰影の模様を描き出す。緑と岩場の複雑に組み合わさった山肌は、変化に富んでいて見ていて飽きない。

　手を広げると、急峻で豊かな自然の峡谷を抱きしめられるような気分だった。

　……男湯からこの景色を見つめていたら、気持ち良さに歌でも歌い出したくなっていたことだろう。なるほど、この絶景の露天風呂で一風呂浴びた人ならばもう一度、ここにやってきたいと思うようになるかもしれない。

　だが僕は露天風呂の平らな岩舟に腰掛け、悲ひ愴そうな顔をして俯き気味で、裁きの時を待っていた。

　胸元までバスタオルできっちり巻いて身体を隠し、ウィッグは被ったままで、化粧はまだ落としていない。

　そう、ここは熊ノ平温泉の──露天の女湯だ。

「どうして、こんなことに……なってしまったんだ？」

　これは喜ぶべきシチュエーションなのだ、本当は。

　男子であれば一度は見る夢が今、ここに叶っている。

　女湯の中に入るという、パラダイスへの降こう臨りん。

　さらに、綺麗どころの揃そろったしぇるぱ部のみんなが、これからここに入ってくる。

　女風呂を覗くというリスクを冒おかすことなく、女子の入浴の光景を鑑賞できる。男として最高に恵まれた、治はる男おですら羨うらやみそうなシチュエーションだというのに、だ。

「なんだろう、この猛もう烈れつに嬉しくない気分は……はぁぁぁ」

　足でお湯をばしゃばしゃとかき混ぜながら、僕は意気消沈していた。

「にしても……撮影班が入ってくるのが遅いけど、どうしたんだ？」

　さすがに脱衣場で一緒に着替えとはいかず、僕が露天風呂へ先に入って待っている形になったのだが……白鳥部長たちの支度が、長引いているのか？　と考えていたら、だ。

　──がらり、と脱衣所の戸が鳴った。

「おおっ、ひろーいひろーい！　さっすがぁ噂通り、絶景の露天風呂だね！」

　心臓が縮こまる。

　脈が速くなり、首のあたりの血管が緊張できゅーっと痛くなる。

　予想よりも早く、夏綺が先に浴場に入ってきた。

　汗まみれだったので、早く身体を流したかったのだろうか。

　洗い場に向かうぺたぺたという素足の足音を聞いても、そちらを見られない。

「あーれー？　真ちゃんいないのー？　もしかして柵さくを越えて谷底に逃げたとか？」

「いや、ここに……いるよ」

　岩風呂の陰に隠れて、僕は小声で返事をした。

　この露天風呂で、まずＰＶ撮影が始まるはず、だ。それが終わった後に女性陣がようやくお風呂に入ろうか、という時を見計らって、逃げ出そうと思ってた。

　だがそれより先に、夏綺が身体を洗って入浴態勢になっている。

　予想外の動きに、僕は困惑しきっていた。

「あーよかった。真ちゃんがここからアグレッシブな逃げを打たれると追っかける方もきついし、素っ裸の真ちゃんが谷間で遭そう難なんしたら大変なことになるもんね」

「なつきち、気分は……いいの？　さっきまでひどく酔ってたみたいだけど」

「んー、まぁまだフラってるけど、一風呂浴びればしゃきっとするって！　あ、でも帰りの車でまたオエりそうになるから、これって無駄な努力なのかもね」

　しばらくすると、ひたひたと湯船に濡れた素足が近づいてきた。

　そしてじゃばっ、と手桶で掛け湯をした音が聞こえた後、夏綺がざぶざぶと湯船に入ってくる。僕はまだそちらを、直視できない。

「よぉいしょっとぉ、はぁぁ……うーうーうーうー、はぁぁ～。我が家のお風呂もいいけど、余よ所そ様さまの温泉を浴びるのも、乙なもんですのう～」

「そういえば、なつきちの家って確か……温泉旅館なんだっけ？」

「そ。家に帰ると掃除手伝えー！　ってお母さんに言われて、靴くつ下した脱いでスカートの裾をまくり上げて大急ぎでブラシを摑んでごしごしーって……そんな苦労もなしに浸ひたれる温泉の、なーんと無む邪じや気きで幸せなことかぁ、はっふーん」

　じゃぽんじゃぽんとお湯をかき混ぜる音が聞こえる。

　同じお湯の中に、裸の女の子……それも異性として少なからず意識しているところもある夏綺が入っていると思うと、緊張とお湯の熱さでのぼせそうになる。

　しばらく浴場の中に聞こえる音は、樋といから注そそがれるお湯の響きと、夕暮れに騒ぐ鳥の鳴き声だけだった。

　じゃぶじゃぶっ、とお湯をかき混ぜる音と一緒に、夏綺の声が聞こえる。

「真ちゃーん、さっきからなんでそんな岩の隅っこに、冬眠中のテントウムシみたいに隠れてるの？」

「だって、そっちに出たらなつきちが……僕から見えちゃうでしょ？」

「そんなこと言ってもそこに隠れていたら、撮影ができないよー？　ほら、こっちに出てきて！」

「いやでも、まだ心の準備ができてなくて……」

「なにもー心まで乙女になっちゃったよーなこと言ってるんだか、真ちゃんったらー」

　ざぶざぶと、お湯をかき分けてこっちにやってくる足音。

「なつきち！　その、裸でこっちに来るのは、まずいって！」

「私だってすっぽんぽんじゃないやい、隠すところは隠してるからヘーキだし？　それよりも、私にも真ちゃんの色っぽい湯浴み姿を拝おがませて欲しいなぁ？　えいっ！」

　いたずらっ子みたいに楽しそうな夏綺の声。

　ぐいっと僕の腕が引かれて、引っ張り出されそうになる。

　だけど、ごつごつした岩風呂の底のせいで足が滑って、体勢が不安定になって──！

「あっ！」

「きゃっ！」

　二人とも湯船の中に、転んで倒れ込みそうになる。

　慌てて僕が夏綺の身体を支えようとし──夏綺の片手が、岩を摑んでなんとか転ばずに踏み止まる。

　湯船に座り込んだ僕の上に、夏綺は被さるような格好になってしまう。

「あ──」

　僕の目の前で、身体を隠していた彼女のタオルが、はらりと落ちて──。















　夏綺のハダカが目の前にあった。

　湯気越しに見える肌が、剝むいた果実のように瑞みず々みずしい。

　水気をはじく、肌理の細かくしっとりとした肌に、つい見入ってしまう。

　目の前に……メロンほど大きくはない、小振りだけど引き締まって甘あま酸ずっぱそうな、夏綺の胸。

　引き締まったウェストのくびれが綺麗な、健康的な身体だった。

　夏綺は服を着ている時は手足がすらっとして、どこか少年っぽい中性的な綺麗さを感じさせることがある。

　しかし服を脱いだ裸身の夏綺は、どうしようもなく少女そのものの身体つきをしている。

　女性らしく膨ふくらむところはちゃんと膨らみ、女性の曲線を描いているし、お腹とかは無駄な弛たるみがなくて瑞々しく絞られている。でも肋ろつ骨こつのあたりの肉付きが薄すぎて不安になるわけでもなく、筋肉質っていうほどに二の腕とか腹筋とかが筋張ってるわけでもない。

　ものすごくきわどいバランスの上に、夏綺の肢し体たいのラインは成り立っていた。

　エロいとか綺麗だとかなんとかいうよりも……見事、なボディだと思う。

　もし女の子に僕が生まれたのなら、夏綺のようなスポーティーでスタイリッシュな身体が欲しいな、と思うほどに、だ。

「……あの、えっと」

　見ていたのは、一秒にも満たない瞬間のことだった。

　だけど、脳には夏綺の裸の記憶が焼き付き、僕は硬こう直ちよくしていた。

「……あうっ！」

　ずずず、と夏綺の身体がお湯に沈んでいく。

　お互い湯船に肩まで浸かって、真っ赤な顔で向かい合っていた。

　恥ずかしそうな視線が僕の顔を、ちらちらする。

「……み、見えちゃった？」

「ごめんなさい、見えました」

「いやその、怒ってない……からね。今のはこっちが真ちゃんを引っ張り出そうとして、転びそうになってドジっただけで……不ふ可か抗こう力りよく、ってもんだろうし」

「そう言ってもらえるとありがたいけど……」

　どうしよう、明日から夏綺と普段通りの会話ができる、自信がない……！

「なんかさ、今の姿の真ちゃんと一緒に入ってると、女の子同士のお風呂だーって……思えなくもないけど。よく考え……なくても真ちゃんは、男の子なんだよね？」

　こくこく、と僕は頷く。

「ああぅ……すっごく恥ずかしいことを、私がしちゃったって思えてきて！　ごめん、これから撮影があるのに心を乱すようなことを言っちゃって、バカバカ私のバカー！」

「いや、なつきちの言いたいことはよくわかるから、落ち着いて！」

「落ち着けないってばぁ……もしかして、真ちゃんが入ってるのにずかずかお風呂を浴びに来た私のことを無神経で迷惑だと思って、嫌いになっちゃうかも、って」

「そんなことはない！　なつきちのことは僕も──」

　好きだから、と言おうとしたけど、言えなかった。

　夏綺は僕の夢の導き手であり、彼女の夢のために力を尽くしたい、と思っている人だ。

　その人を好きだと言うのならこんなどさくさ紛まぎれじゃなくて、しかるべき時としかるべき場所で、きちんと伝えるべきだ。

　少なくともそれは、僕が女装して、女風呂で不本意な混浴してる今じゃない──！

「なつきち、とにかく……うわっ！」

　スパカーン！　と浴場の戸が外れて吹っ飛びそうな音を立てて、入ってくる人がいた。

「さぁ、始めますわよ？」

「あはははは真くん、覚悟はいいですか！　この朱鷺音お姉さんが全国五〇〇万の真ちゃんファンに、艶姿を撮影して送り届けて差し上げますよー」

「し、失礼します……ううう、恥ずかしいです……見ないでくださいぃ」

　バスタオルを胸まで巻いた女性陣が、とうとう浴場に入場してきた。

　堂々としたバストとメリハリのあるボディが、ネコ科の猛もう獣じゆうを思わせる白鳥部長。

　身体つきは楚そ々そとしているのに、手をつけたら大おお火傷やけどしそうな危なさのある萩野先輩。

　恥ずかしがって部長の後ろに隠れる、小柄だけど実はむっちりした身体つきの丸池さん。

　僕がパニックになり掛けているところに、追い討ちするしぇるぱ部女性陣の湯浴み姿──だめだ、頭の中が真っ白になる……！

「それじゃ真くん、スタンバイおねがいしまーす！」

「どうしたのですか、その正体の抜けた顔は？　ふふふ、この女性として完成された私の見事な肉体の総合美に、言葉もないほど見入っているのかしら？」

「いやぁ、こーして一緒に入るのはちょっと照れるのですけど……うふふふ、真くんの湯浴み姿も色っぽいですね、実にセクシャル……朱鷺音お姉さんと後で洗いっことかしましょうねぇー」

「どうしてお嬢様と萩野先輩はへーきなんですか……うううぅ」

「なにを言ってるの、みすず？　今の私たちは水着よりも露出度が低いのですから、恥じらうことはなにもなくってよ？」

「恥ずかしがってると余計にやーらしく見えちゃいますよー」

「そんなこと言ってもは、恥ずかしいです！　志賀さん、こちらを見ないください～！」

「あ……あははー、じゃ、私はあっちのほーから見てるから、がんばっ！」

　夏綺がじゃばじゃばと湯船を奥へと泳いでいく。

　タオルとかで隠してない、夏綺の背が……お尻が見える!?　と思った瞬間、僕は目を逸らした。

　そうすると目の前には半裸の撮影班がいて……目の遣り場が、どこにもない。

「あらら、なつきちのびゅーてぃほーなお尻を拝まないんですか？　同性の私からしても眼がん福ぷくな、桃のよーななめらかヒップなのにー」

「なに言ってるんですか、萩野先輩！　早いところ、撮影を終わらせてください──こんなの、なにからなにまで間違ってます……」




　露天風呂の撮影は、さんざんだった。

　しどろもどろで撮られた後、部長が「それでは私たちも入りましょうか」と言ってタオルを外して入ってこようとしたので、僕は全力で湯船から逃げ出した。

　一目散に逃げる僕の情けない姿を見て、白鳥部長や萩野先輩は大いに女としての面目を取り戻したように笑っていて──それでいい。僕がこの勝負に勝っても、どうしようもないんだから。

　こんな素材は使い物になるのか、なんて思いながらワゴン車に揺られて横川に戻って、今日の撮影はお開きになったのだ、が。




　これが、またさらにひどいことの導どう火か線せんになるとは、思ってもみなかった……。










　萩はぎ野の先輩が各所にアップロードしたしぇるぱ部ＰＶ・碓氷うすい峠とうげ紹介編は幸運にも──いや不幸にも、なのか──すぐに世間の話題になった。

　女子学生が、日本鉄道史の伝説の地とも言うべき碓氷峠で鉄道再開を試みる奇き想そう天てん外がいなプロジェクト。

　その試こころみに対する興味と好奇心、それ以上に人気アイドルのユニオン・セレスティアの新メンバーの、デビュー前のパートナーがここに出ている、という情報の生む反響が大きかったのだ。

　公開から数日も経たたずにｗｅｂのニュースに取り上げられ、そこからＳＮＳやなんやらに転載転載また転載の連れん鎖さ反応が広がっていった。

　一週間もしないうちに、動画配信サイト──これもあちこちに、無む節せつ操そうなほどにどんどん転載がされていった──のビュー数は十数万に達した。これは広こう報ほう宣せん伝でんとしては大成功、の部類に入る成果なのではないのか、と思う。

　萩野先輩の手際がよほど優れていたのか、世間の流行とかの話が回ってくるのが微妙に遅い松まつ高こうの、それも一年Ｂ組の教室にまで、しぇるぱ部ＰＶの話題が広まってきていたのだ。

「ねぇねぇ、横よこ川かわでこんなことやってたんだぁ……知らなかったなぁ」

「しぇるぱ部、ってウチの学校にあったっけ？　この辺の高校って言うとウチしかないはずだから、ウチの部活じゃないのかなーこれ？」

「新しん歓かんの時もそんな部活の勧誘、いたっけ？　あれ……でも似たような話を誰かから聞いたことある気がするなー？」

「いやでもウチの部活じゃないんじゃない？　もしウチのガッコの部活なら、こんなにイケてる娘こがタメか先輩に居るはずなのに、噂うわさにもなってないしー」

「えー、でもこの娘ってこっち側の住人じゃない気がするなー。軽かる井い沢ざわ側じゃない？　やっぱりさ、軽かる女じよの生徒みたいなー？」

「あー山の上のお嬢じよう様さまたちに、アイドルの卵が交じってるのはありだわ。人種というか種族が違うもんねーあれー、芸能人とか通ってそうー」

「むこーはこっちなんて認識してないっしょ、まず同じ女子として。どーやれば目にもの見せてやれるのかなー？」

「こっちは共学じゃん？　男連れてけばイチコロじゃない？」

　女子がスマートフォンを手に、机を囲んで集まってわいのわいのと雑談している。

　しぇるぱ部の存在が世に広まるのは、夏なつ綺きの夢を実現へ繫つなげるためにも大いに結構。

　こうして認知度が上がれば、興味を持って参加したいという女子も増えていく、望ましい展開に繫がるだろう。

　なのに僕はと言えば、火が回った枯れ草の草原に取り残されたような、周りからじりじり炙あぶり焼きにされるような手遅れの気分を味わっていた。

　女装している『真まことちゃん』に未だに惚ほれている、治はる男おがあれを見たらどんな大変なことになるのか……と暗あん然ぜんとした気分になっていた時のことだ。

「……ん？」

　ズボンのポケットの中の、スマホが振動する。

　メールが着信している、と思って取り出して確認して……心臓が止まるかと、思った。

　ｆｒｏｍは姉さんのメールアドレス、Ｓｕｂｊｅｃｔは空くう欄らん。で、文面は……。

『話があります。家に戻ったら、道場に来るように』

　さーっと血の気が引いていく、悪お寒かん。

　スマホを握ったまま、貧血を起こしそうになっていた。

　震える指で今日はバイトがあってその後でなら、というしどろもどろの返信をしたら、数秒で返信が打ち返されてきた。

『今日は休みなさい』

　これは怒ってる。ものすごく葵あおい姉さんが怒ってる……なぜ？

　もしかして、いやもしかしなくても、しぇるぱ部のＰＶのことなのか。

　予鈴が鳴って現国の先生が入ってきたのも気がつかないほど、その場に立ち尽くして僕は戦せん慄りつに震えていたのだった。




　……葵姉さんには、武ぶ勇ゆう伝でんがある。

　それは高校に僕が入学する前のことだ。

　この辺には、荒っぽい男子は学校を問わずいる。当時松高に在学中であった男子生徒が余よ所そとあれこれいざこざを起こし、それがこじれてヤンキーな他校男子が白昼堂々、松高へ殴り込みに来るという騒動になったという。

　そこに迎え撃ったのは、なにを考えたのか竹刀しない一本を下げた、僕の姉。

　結果は、姉さんにかすり傷を負わすこともできず、野郎共は全員が叩たたきのめされて撤てつ退たい。

　これで『鬼の葵姫様』なる異名が姉さんにつき、松高の守護神と恐れ崇あがめられ、あれよあれよという間に生徒会長まで祭り上げられたらしい。

　それほどに怒ると怖い──不良の二、三人を平気で病院送りにする戦闘力の持ち主である葵姉さんが、僕にメールで話があると呼び出してきたのだ。

　鉄てつ道どう文ぶん化かむらとしぇるぱ部の方には『家の事情で今日はお休みします』と告げて、家に直行した。

　帰り道の間、自分の馬鹿さ加減に泣き出したい気分だった。

　女装をしたＰＶを姉さんが見てしまう、という事態をぜんぜん予想してなかった。こんな所行を知った葵姉さんが、激怒しないわけがない。

　でも、しぇるぱ部の部室で『姉さんが怖いから』と言って夏綺の必死の願いを無視できたか、といえば……無理、だったと思う。

「ただいま──」

「あら、お帰りなさい。葵さんが道場で待ってますよ」

　僕に台所から声を掛けるのは、通いの家か政せい婦ふの吾あが野のさんだ。

　お手伝いに来てくれる吾野さんはおっとりしていい小お母ばさんなんだけど、葵姉さんを苦手に思っているのか、なかなかお互いに顔を合わせない。

　……というか、そもそも姉さんを得意としてる人の方が少数派だ。

　僕の部屋に戻って制服を脱いで着替えようかと思ったけど、待たせすぎるといけない。鞄かばんだけを置いて廊下を歩き、別棟の道場に向かう。

「遅いですよ、真」

　道場の正面から、静かな声がする。

　和服に着替えた姉さんがそこに端たん座ざしていた。姉さんは和服派で、洋服を着るのは高校の制服くらいしかない。

　最後に私服かつ洋服の葵姉さんを見たのは、小学生とかそれくらいだった気がする。

　和服で道場の板の間に正座し、背筋を正している姉さん。その周囲に放電現象が起きそうなほど、イラッとした怒りの気配を漂わせている。

　その上、右手の傍かたわらに、黒くろ塗ぬりの鞘さやに入った刀が置いてあるのが、不穏だった。

　井いの上うえ真しん改かいという銘めいの刀で、姉さんが居合いの演えん武ぶに使っている真剣……だと思う。

「姉さん。話ってなに……かな？」

「まずは座りなさい」

　そう言われ、姉さんの前に僕も正座。

　自然と頭が下がって猫背になってしまう。

　葵姉さんの放つ威い圧あつ感かんに、息を呑のんでいると──姉さんが袖そでの袂たもとに手を入れる。

　出てきたのは、アルミの筐きよう体たいのスマートフォン、だ。

「これの説明を、私にあなたの口から、してくれますか？」

　姉さんの指が液晶をなぞり、操作してから僕の方にすーっと差し出される。

　そこに映し出されたのは動画と、聞き覚えのある音楽。

　萩野先輩が編集して入れた、ＰＶのテーマミュージックだった。

「…………」

　五インチの液晶画面の中で、僕が鉄道乗務員の女性制服を着て、作り笑いを浮かべて喋しやべっている。後ろに見えるのは、碓氷峠鉄道文化むらの鋳ちゆう鉄てつの門もん扉ぴ──。

　ごくり、と僕はつばを飲み込み、とっさに思い付いた言い訳を口にする。

「葵姉さんもこれを見ていただなんて、い、意外だな？」

「真ですね？」

「なにを言ってるのかよくわからないよ。だって僕は男で、ほらこの娘はどこからどう見ても女の子で……」

「どこからどう見ても真、あなたです。血を分けた姉の目を誤ご魔ま化かせるとでも思ったのですか？　我が弟ながら、その愚かさには呆あきれ果てます」

　姉さんが鋭い瞳で僕を睨にらむ。

　道場の空気の温度が、すーっと下がっていくような心地がする。

「もう一度聞きます。これはあなたですね、真？」

「────はい、そうです」

　黙もく秘ひ権けんを行使すればいいのかもしれないけど、無駄そうなので諦あきらめた。

　沈黙に耐えられそうになかった上に、黙っている間にどんどん葵姉さんの機き嫌げんが悪くなり、事態が悪化していくことを恐れたのだ。

「ではなぜ、ここであなたは女装しているのですか、真？」

「それは……その」

「この女子学生鉄道プロジェクトという、校外の有志活動を行う集団が何らかの弱みを握ってあなたを脅おどして女装を無理強じいし、志し賀が家の長男をこのように辱はずかしめたのですか」

　──あ、だめだ。

　すっごくダメな方向に姉さんが物事を解かい釈しやくしてる。

　僕が『抵抗したけど、女装と撮影を強要された』って言えば、姉さんの怒りの矛ほこ先さきはしぇるぱ部へ向かう。

　激怒した葵姉さんという最悪の存在が、夏綺たちへ襲いかかるような悲劇を、決して起こしてはならない。

　僕は夏綺のために、しぇるぱ部のため──萩野先輩や白しら鳥とり部長までなんで？　と思わなくもないけど──に、ここは身を挺ていしてトラブルを、火種のうちに消し止めるしかない！

「それは、しぇるぱ部は女の子だけの活動で、僕もそこでなにか役に立てることがないかって思って、それでＰＶ撮影の時に女装して出ることになって、それでこうして──」

「つまり、あなたが自発的に女装し、撮影に臨んだということですか」

「そ、そういうことになるかな、と」

　事情をだいぶ曲解されているけど、この場はそういうことにしておこう。

　女装して撮影されることで、それを見た真ま面じ目めな姉さんが不愉快になる──その可能性を真っ先に考えなかった、数日前の自分の間抜けさを心の底から後悔するしかない、が。

「真」

「はい、姉さん」

「私は江戸の昔から続く志賀の家を継ぐ、跡あと継つぎとしてあなたをどこに出しても恥ずかしくない一人前の男子として育ててきたつもりでおりました」

　葵姉さんの説教、というより宣告めいた言葉だった。

「お父様とお母様が不在の間にこの家を預かり、高校生となったあなたが道を誤らないように見守る役目も預かっているものと、私は考えております」

「本当にお疲れさまです……」

「それに、来年から私は東京の大学に進学することになり、未熟なあなたを一人でここに残していくという不安があります。それまでにあなたを立派な男に育て上げなくては、志賀家代々のご先祖様に申し訳が立ちません」

　一応は武たけしお祖じ父いちゃんもこの家にいるんだけど、どうも葵姉さん的には僕の指導役としてカウントしてないらしい。

　武お祖父ちゃんは僕に甘いから、姉さん的には不満なのだろう。

　姉さんの声のトーンが、一段下がる。

「なのに志賀家を継ぐ男子である真が、自ら進んで女物の服を身につけて化粧をし、公衆の面前で媚こびを振りまき、あまつさえその情けない姿を全国に晒さらして喜んでいる、と」

「……いや、それはその……喜んではいない、んだけど」

「つまりあなたは志賀家の跡継ぎよりも、『しぇるぱ部』とやらに所属する女の子になりたい、ということですか」

　姉さんの目が据すわって、危険な眼光で僕を見つめている。

『生まれる時代を間違えてしまった逸いつ材ざい』とも呼ばれている姉さんの周りの空気が、殺気で歪ゆがんでいるような気がして……喘あえぎながら、僕は言う。

「いや僕は、女になりたいとかそんなことは一言も……」




「ならば──斬きります」




「──！」

　真後ろに後転、僕がいた空間を白刃が通過した。

　抜く手も見せない正座からの抜刀、剣道の師匠も感かん嘆たんする見事な居合い──だなんて考えている場合じゃない！

　みっともなく後ろにごろごろ転がり、僕は叫ぶ。

「姉さん待って！　なんで錯乱してるの！　僕の邪よこしまな心を斬るとか言うの!?　いやその、まさか恥はじ晒さらしの跡継ぎを手打ちにするとか!?」

「……女になりたいのでしょう、真は？」

　姉さんが刀を正眼につけて、床板に四つん這ばいの僕へと摺すり足で近づいてくる。

　口元がかすかに笑っているように見えた。

　激怒しているはずの人間が、凍った笑顔を浮かべている……これは怖い。

「ならば私が、男の真から男たる器官を切り飛ばしてあげます──ええ、そうすれば晴れて女になり、真の望みが叶うでしょう？」

「ちょ、ちょっと待って姉さん！　それって去きよ勢せいって……！」

　怒り狂った姉さんが、僕に残ざん酷こくな処置を施そうとしている。

　腰から背中に、ぞぉーっとした寒気が走り、震え出す。

　白刃の向こうで、姉さんの口の端がつり上がった。

　激怒と微笑が混じり合った、形容し難がたい凄せい惨さんな表情で僕を見下ろす葵姉さん。

「真……抵抗は無意味です。私の腕前を知らないあなたでもないでしょう？」

「だけども、その、抵抗しないと僕が僕じゃなくなっちゃうっていうか……」

「今のあなたに不要なモノを切り落として、すっきりさせてあげるだけです。目をつぶって手足を広げていれば、痛いと思う暇すらありませんよ……ええ、一世一代の据え物切りの妙技を見せてあげましょう」

「やめて、姉さんやめて、僕が悪かったから許し──うわぁぁぁ───！」

　道場を転がって逃げる僕と、刀を構えたまま追っかけてくる葵姉さん。

　僕の情けない悲鳴が、志賀家の庭に、松まつ井い田だの田園地帯に響くが──しかし降り始めた豪雨の音が僕の叫びを包み、かき消してしまったのだった。





　　　　　※






　薄ぼんやりとしてテンションの上がらない、小雨の朝。

「あれ、真ちゃんどーしたの？　昨日は文化むらに来られなかったみたいだけど？」

　校門のところで傘かさを差した夏綺が、声を掛けてきた。

　昨日の休みのことが気になったのか、ここで僕の登校を待っていてくれたみたいだった。

　夏服の半袖シャツから覗のぞく健康的な二の腕と、にこにことした人好きのする笑顔の夏綺は、いつもと変わらない朗ほがらかさだった。

　今日は雨模様で、気温は上がらないけど肌に湿気がべたつく感じだった。

　もう梅つ雨ゆのシーズンだもんなぁ……と思うけど、それよりも不眠の疲労が堪こたえる。

「ああ、えーっと、うん。家の方でちょっと、あってね」

　夏綺が傘の下から、心配そうに僕の顔を覗き込む。

「あれま。悩み事があったら、なつきっちゃんに相談してみてよ？　だからといって背負いきれない人生相談を持ち込まれても困っちゃうけど」

　たはは、と傘の向こうで夏綺が笑った。

　……言えないよな。日本刀片手の姉さんに追い回され、一晩中蔵の中に籠こもってやり過ごしてた、だなんて。

　スマホも鞄の中に入れっぱなしだったので、助けを呼ぶことも、夏綺にこの一件を伝えることもできなかったんだ。

「いやぁ、大丈夫だ……と思うよ」

「ほんとかねぇ？　ちょっと真ちゃんが落ち込んでるみたいだったからね？」

　夏綺は陽気な振る舞いで、話していると心が安らぐ。

　熊くまノの平たいら温泉の女湯で僕は夏綺の、裸を見てしまったりも、した。

　そのせいでお互いの関係がまたぎくしゃくするかと思った。

　だけど数日後には夏綺はけろっとした普段通りの態度に戻って、僕といつも通りに接するようになっていた。

　これにはずいぶん救われた気分だった。

　しぇるぱ部であれこれと訓練の話をしたり、学校の昼休みに遊んだりする二人の関係が続くことは、この上もなくありがたかった。

　しぇるぱ部絡みで大変な目──女装させられるとか、姉さんに斬られそうになるとか──に遭うことがあっても、辞めたいと思うことはもうなかった。

　夏綺は、僕にとって大事な夢の導き手であり、彼女の秘密の夢を共有する関係だ。

　だけど僕ら二人の間に、男女としての関係の発展が……欲しいような、まだ早いような、微妙な悩ましさはあった。

　夏綺はビニール傘越しに、空を見上げて言う。

「はぁぁ、やなもんだねぇ長雨の季節は。この前の撮影の時に晴れたのが最後か。そっからずっとジメジメしとしとだもんね」

「西の方だとかなりひどい豪雨になってるって話だったよねぇ」

「体育系の部活の娘とかさ、体育館の奪い合いに負けてぶーたれてるよ？　廊ろう下かと階段で筋トレばっかでやーだー！　とかげっそりしててねー」

「治男も言ってたよ、野球強きよう豪ごう校こうは屋内運動場とか完備しているから、この時期の仕上がりが県予選を左右するとかなんとか」

「うちは甲こう子し園えんには縁がなさそーだよね。ま、しぇるぱ部だってあんまり雨には関係ない活動だけどさっ」

「ああ、昨日休んだ分、今日は丸まる池いけさんと佐さ原はら教官に怒られてでも、遅れを取り戻さないとなぁ」

　昨晩の騒動を思い出し、僕が肩を落とす。

　ぽんぽん、と夏綺が肩を叩いてくれた。

「ま、私が風か邪ぜ引いたりして倒れたりしなければ、真ちゃんの出番は来ないんだからさ。焦らず勉強していけばいいって。まだやり始めて一ひと月つきも経ってないんだから」

「逆に言うと、なつきちが夏風邪で突然倒れたりしたら未熟でもなんでも、僕が駆り出されるってことだよね……その時に迷惑を掛けないようにしないとなぁ」

「あーそっかー、女装して本番に臨む真ちゃんを、私は見られないってことか。なんかそれはくやしーなぁ、うーん」

　はぁぁ──、と夏綺が残念そうに息を吐き、傘の軸を肩に預けて言う。

「愛あい莉りちゃんがまだいればよかったんだけどねぇ」

「え……その娘って誰？」

「あ、うん。辞めちゃったしぇるぱ部の元部員だよ？　戸と隠がくし愛莉ちゃん」

「その娘となつきちは、仲良かったの？」

「んー……そうでもなかったかな？　私は友達のつもりだったけど、向こうはそうは思ってなかったかもねー、ロクサンの正機関士の座を争うライバルなのよ！　とか言われてたし」

　たはー、と夏綺が困った笑いを浮かべる。

「今はどこでどーしてるもんだか……ああでも、愛莉ちゃんがいなかったから真ちゃんの晴れ姿を拝められたんだから、これは痛し痒かゆしってやつなのかーねー？」

「僕の晴れ姿が、自動的に女装になってるのがこころなしか辛い……」

「だってあのＰＶ、大人気だよ？　うちのクラスでも話題になって、私に『なつきちが話してたしぇるぱ部って、これのことだよね？』とか聞きに来てくれたりする娘もいてねー」

　にこにこと笑顔を見せる夏綺。

　彼女がこれほど喜んでくれるのなら、僕が出演した甲か斐いはあったと思う。

「いやぁ、あの話題っぷりは、主演である真ちゃんの艶あです姿がたあってこそですよ、ありがたやありがたや。真ちゃん目当てでいいから、参加希望者がもっとぼーん！　と来てくれるといいなー」

「で、かまめっしーの中になつきちが入ってるって、みんなに教えた？」

「言わないよそんなの、はずかしーし！　いやアレ後で見ると我ながら動きがキショくてびっくりしたし、中の人が半分死んでるんじゃないのかって感じでね」

　夏綺は苦笑いする。

　後ろのかまめっしーの動きがキモキショいからこそ、コントラストになって女装した僕の姿が引き立ったわけ、でもあった。

　撮影係である萩野先輩はそれまで計算……してなかったんだろうな、うん。

　僕を横目で見ていた夏綺が、笑顔でウィンクした。

「次のＰＶは、真ちゃんに並んで綺麗に撮られるよーに頑張らないとね？」

「いや、今度は文化むらの機関車の紹介でしょ？　なら夏綺が主演になるはずだよ、メインの機関士なんだから」

「これだけ人気が出たのに、主演交代はあり得ないし！　明あ日す香か部長は真ちゃんの女装をすごく気に入ってるみたいだから、またやるんじゃないのかな？」

「うぁ……好評でもなんかそれは、嬉しくはないなぁ」

　それに、葵姉さんが激怒中、という我が家の問題が収まってない悩みもある。

　今後のＰＶ撮影に関しては、ちょっと考えてもらわないといけないなぁ、と思っていると、だ。

「それに朱と鷺き音ね先輩が主演変更を許さないと思うしー……おっとっと、今日は混こんでるなぁ」

　傘を仕舞い夏綺は言う。上履きを履き替える生徒たちで昇しよう降こう口ぐちは混雑している。

「そんじゃね、またお昼くらいにっ！」

「あ、そうだ、今日お弁当ないから学食を一緒に……」

「あらら、珍しい。なーんか今日、真ちゃんは変だよねー」

　僕と夏綺はクラスが違うので、下げ駄た箱ばこ前で別れた。




　昼休みに放送があり、三人の生徒が生徒会室に呼び出された。

　二年Ｃ組の萩野朱鷺音。一年Ａ組の浅あさ間ま夏綺、同じくＢ組の志賀真。

　構内放送を聞き、呼び出されたメンバーが全員しぇるぱ部員で……嫌な予感がした。




「はいはい、しぇるぱ部松井田高校支部が勢ぞろいしましたよー！　呼び出された三人が偶然女子学生鉄道プロジェクトのメンバーだった、だなんてことはありませんよね？」

　生徒会室で僕らが並び、一番右にいる萩野先輩がのほほんとした声で聞く。

　真ん中に挟まれた夏綺は、どうして私が呼び出されたんだろう？　という顔をしてる。

　心当たりがありすぎる僕は、左隅で奥の生徒会長席を直視できずに下を向いていた。

　生徒会室には、会長以外の役員は不在。

『生徒会長』の腕章を巻き、梅雨の雨模様で暗い窓を背にした姉さん──生徒会長・志賀葵はテーブルに両りよう肘ひじを突いて指を組み、威圧的な態度でこちらを睨んでいる。

「ええ、あなた方個々に話があるのではなく、その所属する集団に伝えたいことがあったので、全員に来てもらいました」

　姉さんが空気中の湿気が水すい滴てきに変わりそうなほどの、冷たい声で言う。

「もしかして私だけを呼び出せば良かったんじゃないですか？　かわいい後輩を、こわいこわい生徒会長さんの前で怖い思いをさせたくはありませんよー」

「あら、奔ほん放ぽう不ふ羈きと噂の萩野さんにしては殊しゆ勝しような、後輩思いの物言いを聞くことになるとは。では、単刀直入に申しましょう」

「それがいいですねぇ、まだ私はお昼ご飯をいただいてませんしー」

　葵姉さんと萩野先輩の剣けん呑のんなやりとりに、口が挟めない。

　姉さんの組んだ指がぎりっ、と軋きしむ音を立てたように聞こえた。

「松井田高校生徒会は、女子学生鉄道プロジェクト──あなた方の言う『しぇるぱ部』という校外での活動への、当校生の参加を認めません」

　姉さんの宣告で、胃がずきっと痛くなる。

「あはははー、おかしなことを言いますねー」

　萩野先輩の、感情に揺れない声。

　夏綺はびっくりして、左右の僕と萩野先輩を交互に見ている。

「女子学生鉄道プロジェクト、その母ぼ体たいの碓氷観光開発コンソーシアムは私たちの住む安あん中なか市や周辺自治体、そしてＪＲやしなの鉄道、そして各種企業の支援からなっている官民合同の観光開発プロジェクトですねー」

「ええ、存じ上げております」

「松高はそんな公こう益えきに与くみする事業の一角である女子学生鉄道プロジェクトの活動を、当然のことながら認めてくれているものだと思っていたのですが──」

「今までは、です。事情が変われば、生徒会も考えを改めずにいられません」

「……なにを以もつて、そうおっしゃるのでしょうか？　理由も無しに突然活動するなー、では納得できませんよー？」

　不機嫌な葵姉さんに、怯ひるむことなく萩野先輩は言う。

　この落ち着きは、白鳥部長という極めつけに押しの強い人を扱い馴れているせいなのか、あるいは釜かまめしの『はぎのや』社長の娘というお嬢様育ち故ゆえの図太さのせいなのだろうか？

　冷や冷やしっぱなしの僕は、なにも言えないまま話を聞いている。

「では、理由をお話します──」

　姉さんが、机の上に置いてあったスマートフォンを取り上げて僕らに見せる。

　昨日道場で僕に見せたのと同じ、しぇるぱ部のＰＶが液晶に映し出されていた。

「これを撮影し、そしてネット上に公開したのはあなた方ですね」

「おや。生徒会長もご存じとはお目が高い」

「どうして、一年Ｂ組の志賀真くんがここに、女装して映っているのですか？」

　……しばしの沈黙。

　萩野先輩が数秒、言葉を探して手を空中で泳がせた後に、言う。

「いやー、これは正しよう真しん正しよ銘うめいの女の子ですよ？　ネットで話題になったアイドルの卵が私たちにひょんなことで協力してくれることになったわけで、それは男子の真くんとは無関係……」

「な、わけがありますか。私の目を甘く見ないでください」

　葵姉さんがびしりと断言した。

　萩野先輩は空そら々ぞらしい笑いのままで黙ってしまう。

　彼女は白鳥部長ほどのヘビーな横車押しをできないから、葵姉さんへごり押しは通らないように見えた。

「当校の男子生徒である彼が、女装して動画撮影を行いネットワークを通じてその姿を全国に公開する。これは当校の生徒としてふさわしくない行為、また当校の品位を傷つける、憂ゆう慮りよすべき行動と言わざるを得ません」

　葵姉さんの声は厳しい。

　俯うつむいている僕の頰ほおに、心配そうな夏綺の視線を感じる。

「このままあなた方が志賀くんを女装させて広報活動を続けるのであれば、彼のみならず彼の通う我が校に悪影響が及ぶことが予想されます。このことを、当校の生徒会だけが懸け念ねんしている分にはいいのですが」

「ですが……なんなのでしょうか？」

「……当校の教職員がそのことを問題視し始めれば、私たちはもはやあなた方を庇かばえません。特に一番顔の売れてしまった志賀真くんの風当たりは、大変なものになるでしょう」

　葵姉さんの言葉に、僕は唇を嚙かむ。

　今は生徒の話題のレベルであって、まだ先生たちは反応してない。

　もしあのＰＶをマスコミが取り上げ、この学校に芸能関係の取材が押し寄せるようになったら、迷惑が掛かるに違いない。

「そうならないためにも、まずはあなた方は活動の姿勢と態度を改めるべきです。未然に当校生に及ぶトラブルを防止するために、改善の確約ができるまでは校外活動の許可を撤てつ回かいせざるを得ません」

「ほうほう、そう来ましたか。御お為ためごかしに聞こえないこともありませんが、生徒の保護のためという理由も、スジが通っているといえば通ってますねー」

　萩野先輩は、人の悪い笑顔で言う。

「で……『姿勢と態度を改めるべき』とおっしゃいましたが、なにをどうすれば生徒会は我々の活動を、認めてくれるというのでしょうか？」

「…………」

「交渉も取引もなしに、一方的な命令はスマートじゃないですよー？　名生徒会長の誉ほまれも高い、志賀先輩ならそれくらい、わかってくれると思うんですけどー」

　萩野先輩に向き合う姉さんは、僕を一いち瞥べつして、こう言ったのだ。




「……あなた方の活動から、一年生の志賀真を脱退させることです」




「葵姉さん！」

　僕は思わず叫んでいた。

「ここでは生徒会長、と呼びなさい。それに大声を上げるものではありません、志賀くん？」

「すいません。でもなんでそんなことを……」

「そもそも、女子学生鉄道プロジェクトに、男性である一年の志賀くんが所属している事実が、まずおかしいのではありませんか？」

　全くの正論であり、ぐうの音ねも出ない。

　それに至る事情をこまごまと説明しても、今の姉さんは聞いてくれそうにない。

「なので、私からの提案は──女子学生鉄道という活動を本来のあるべき姿に戻し、当校の男子を女装させて撮影した動画を公開するような、不品行を慎つつしむことを誓せい約やくして欲しいのです」

「ははー、不品行ときましたか……」

「その上であなた方が正当かつ社会に貢こう献けんする活動を行うのであれば、改めて校外での活動を認める……いや、それを支援することもやぶさかではありません」

「……そのために真くんを辞めさせろ、と？」

　姉さんは冷たい顔で頷うなずき、言う。

「もし改善の意思を見せないまま、これ以上当校生が当とう該がいの校外活動を続行するようであれば、それは処罰の対象になります。謹きん慎しんや停学も覚悟してください」

「はー、むずかしーことを言いますねぇ」

　萩野先輩が、難しい顔で顎あごを撫なでて呻うめく。

「これは私の一存では決めかねますし、なによりも真くんの意思を尊重したいところですが……」

　もし僕が辞めると言わなけば、萩野先輩と夏綺はしぇるぱ部の活動ができなくなる。

　だけど僕は夏綺たちと別れることは、御ご免めんだった。

「この場での即答はしかねますので、いったん話を部の方に持ち帰らせてくださいねー」

「ええ、回答は早めにお願いします。あなた方の懸命な判断を期待しています」

　葵姉さんは話はこれでおしまいだ、とばかりに椅い子すを回転させて僕らに背を向けた。

　戸口に近い萩野先輩から退室する。そこで振り返って、にやっと笑う。

「これってつまり、かわいい真くんを私たちがおもちゃにしているということに、おねーさんとしてぷんすか！　ってことなんですかね？　いやいや、鬼の生徒会長サマもかわいいところがあるんですねぇ～」

「────」

　後足で砂を掛けるような反撃をした萩野先輩が、笑って部屋を出て行く。

　姉さんは無言だった。

　夏綺も困った顔で一礼して退出し、最後に残った僕は……背中を向けた姉さんになにも言えない。

「……失礼します」

　灰色の雨模様のように、僕は沈んだ気持ちでいた。

　そして、僕がドアを潜ろうとした時のことだ。

「それと、真。あそこのアルバイトは、辞めなさい」

　志賀くんではなく、真と呼んだのだ。

　これは生徒会長としての言葉ではなく、姉としての言葉だった。

「姉さん!?」

「あなたが辞めることになれば、あそこに通って活動を続ける彼女たちの姿を見続けるのは辛いことでしょう。アルバイトを続ければ、あなたの心は傷つき疲ひ弊へいすることになるのです」

「でも、僕は……！」

「そもそも、あそこでアルバイトをしていたのはお金のためでしょう？　真が必要とする金額を来月から……風紀上望ましく、しかるべき出費の用よう途とであれば、増額します」

　僕に背を向け、雨に濡れる窓を眺め続けている姉さんが、呟つぶやく。

　違う、そうじゃない、と言いたかったけど──言えなかった。

「もっと早くそうしていればよかったものを……どうしてこんなことに、真が……」

　僕は背を向けた姉さんがなにを呟いたのか、聞こえなかった。




「朱鷺音先輩！　真ちゃんを辞めさせたりしないよね!?」

「辞めさせろと言われておとなしくハイと言うと、しぇるぱ部を舐なめてもらっちゃぁ困りますね。というか、そもそもこういう高圧的なやり方は好きじゃありませんしー」

　生徒会室から少し離れた廊下で、夏綺が萩野先輩の腕をつかんで聞く。

　それに答える萩野先輩にはへこたれた様子がなくて、ほっとする。

「ごめん。先輩やなつきちに、僕のことで姉さんを怒らせて迷惑を掛けてしまって……」

「あーだから責任取って辞めるとかどうしようもないことを言わないでくださいね？　っていうか、『鬼の葵姫様』に愛されてますねぇ、真ちゃんはほんっとーに！」

　にゃははは、と萩野先輩は楽しそうに笑っていた。

「私は兄がいるけど弟はいないものでして。なるほどおとーとっておねーさんにとってはたまらなくかわいい愛あい玩がん動どう物ぶつなんでしょうねー、実際真くんはきゃわゆいですしー」

「いや、姉さんは僕がガッチリ育たなかったから、好きじゃないと思うよ？　昨晩は日本刀を持って追い回されたくらいなんだし」

「なにがあったの、真ちゃん家ちの家庭の事情って!?」

　仕方なく、僕は廊下を歩きながら昨晩の出来事を手短に話す。

　夏綺と萩野先輩は、奇っ怪な秘ひ境きようの冒ぼう険けん譚たんを聞いてしまったかのような顔で、僕を見ていた。

「……そんなことになってよく生きてたね、真ちゃん。えらいえらい」

　夏綺が僕の頭をよしよし、と撫でてくれる。

　ふーむ、と首の後ろに手を組んで、萩野先輩が唸うなる。

「なーるほど。『鬼の葵姫様』の怒りの矛ほこ先さきが、逃げ切った真くんから所属するしぇるぱ部の方に向いたというわけですね……憤ふん怒ぬのままに真くんだけを追い回してくれれば良かったのですけどー」

　それはそれで命がいくつあっても足りないので、勘かん弁べんして欲しい事態だ。

「一晩経ってある程度は冷静になった彼女は、かわいい弟を辱めたしぇるぱ部は許さない、と心に決め、その活動を合法的かつ最大限の妨ぼう害がいをすることを考えた、と」

「しぇるぱ部を活動させないようにすれば、これ以上真ちゃんを女装させて撮影されることもない……っていうこと、ですか」

　夏綺がしょげた顔で言う。

「ここは高姿勢で威圧すれば、私たちが恐縮して謝罪するかもしれないって……と真ちゃんのお姉さんが考えたってことかな？」

「本当にすいません、うちの姉が……あんなことを言い出して」

　これほどに強圧的な態度に出た姉さんの本心は、しぇるぱ部の活動を制限することにはない、と僕は考えていた。

　これは、僕への圧力だ。

　自分のせいで迷惑を掛けたくないと僕に思わせてしぇるぱ部を辞めさせ、志賀家の立派な跡継ぎとして改心させようとするための、だ。

　個人的には女装することは気が進むことじゃない。だけど、それをさせないために圧力を掛けられてしぇるぱ部を辞めさせられるというのは、今の僕には受け入れ難い話だった。

「うーん、これは大変なことになったなぁ……ＰＶはいい試こころみだなって思ったのにー」

「ま、多少のトラブルは覚悟してたのでへっちゃらですよ？　もっとも真くんのお姉さんが騒動の火元になるっていうのは、想定外ではありましたがー」

　萩野先輩が、んー、と伸びをする。

　こんな大おお事ごとになっても、萩野先輩に全く堪こたえた様子がないので、頼りになる。

「まずはこのことを、部長にも相談しますかーねー」

「明日香部長に、ですか？」

「あんなことを言われたからには、一件が落着するまで部活をこっちもお休みしなきゃいけなくなりますからね」

「でも問題なのは、僕の活動だけなんじゃ……」

「とはいえ松高の生徒である私たちが、生徒会長のお達しを無視して鉄道文化むらに通い続けて感情を逆さか撫なですれば、解決するものも解決しなくなりますよー」

「そっか、そーだよねぇ……ああ、ロクサンにしばらく乗れないのかぁ。勘かんが鈍っちゃわないかなぁー」

　ふはぁ、と残念そうな顔をする夏綺。

　だがくるっと表情を変えて、僕の両手をぎゅっと摑つかんで顔を寄せる。

「あ、じゃぁ真ちゃん今日は放課後、暇だよね？　高たか崎さきまで遊びに行かない？　気晴らしは必要でしょ、今の大変そうな真ちゃんにはさ！」

「いいねそれ……あー、でも割わり勘かんになるけどいいかな？」

「おやおや、そんなにかわいこちゃんたちが仲なか睦むつまじそうにしてるとお姉さんが嫉しつ妬としちゃいそうですよ？　私も交ぜてくれませんかねー？」

「なら先輩、奢おごってくれますか!?」

「ふっふーん、任せなさいって！」

　おおう、太っ腹だ。

「だけど私の奢りになったら、先輩命令は絶対ですよ？　二人で同じソーダフロートを飲んでもらって、それをスケッチさせてもらったりしますから？」

「え、なにそれ恥ずかしい。やめてくださいってば先輩ったらもー！」

「自腹はきついけど、萩野先輩に辱められないためにはここは……」

「君たち、心安く奢られなさい！　後輩らしくゴチっす先輩！　っていって私を頼りなさいって、そうしないと先輩らしい裕ゆう福ふくな気分が味わえませんからー！」

　そんなことを話しながら、僕らは遅くなった昼食のために学食に向かう。

　……その時は、僕は雑談混じりの気楽さで油断していた。

　この一件を白鳥部長に相談する、ということがどういう事態を招くのか。

　それを全く、予想していなかったんだ……。




　──次の日の昼。

　雷らい鳴めいとともに、黄金の毛並みを持つ怒いかれる猛もう虎こが現れた。




　曇どん天てんの空、重い雲の中ではゴロゴロと不穏な音が轟とどろいている。

　雲の中にたまった大量の雨が、いつ器をひっくり返すように大地に注そそがれるのかわからない、危うい空模様だ。

　松高の校門前に、真っ白なＢＭＷのセダンがタイヤを鳴らして急停止する。

　教室の窓から何気なく外を見ていた僕は、その車が白鳥部長の車──軽井沢から横川の鉄道文化むらまで、運転手付きの外車で通っている──だと気がついた。

　その瞬間、心臓がきゅーっと痛くなるような嫌な不安に襲われる。

「しぃぃぃ────がぁぁぁ──────！　あおいぃぃ──────────！」

　拡声器も使ってないのに、白鳥部長の大だい音おん声じようはこの教室の中まで響く。

　車のドアを蹴けり開けるようにして、白い軽女制服姿の白鳥部長が現れる。

　憤怒のあまり、小麦色の髪が逆立ってるようにも見えた。

　腰にすがりつき、必死になって主あるじの暴走を止めようとしている丸池さんをくっつけたまま、白鳥部長が叫ぶ。

「この高校の生徒会長、志賀葵はいまして!?　軽井沢女子高校の白鳥明日香が──いえ、しぇるぱ部部長の白鳥明日香が話があって参りましたわ！」

　白鳥って、武ぶ鉄てつの白鳥家のお嬢様？　軽井沢のでっかいホテルとスキー場のオーナーの？　うちの生徒会長になんで喧けん嘩か売りに来たの？　そんな困惑の声が教室に飛び交う。

「なんだありゃ？　って、おい真ちゃん!?」

　治男に事情を説明している暇はない。

　僕が教室から飛び出すと、同じタイミングで夏綺も隣の教室から蹴け躓つまづきながら走り出てくる。

「真ちゃん!?　明日香部長がウチの学校に──お姉さんのことかな、やっぱり！　部長を止めないと！」

「それよりも、姉さんを止めないとえらいことになる！」

「どうして!?」

「姉さんが殴り込みを掛けてきたヤンキーを撃退した伝説があるでしょ!?　理由がなんであれ、姉さんが白鳥部長へ同じことをするに決まってる！」

　あ、あー、と青い顔の夏綺が、走りながら頷く。

　僕らは階段を駆け下り、上履きを履き替えることもなく校庭に飛び出た。

　白鳥部長の怒ど号ごうは、なおも続いていた。

「私から大事な参さん謀ぼうである朱鷺音とＥＦ63の復活運行に欠かせない大事な機関士であり、同志でもある夏綺を奪い、我々の活動を破滅させようと企んでいるのですね！　志賀葵、あなたが！」

　えっなんでそういう風に解釈するんですかー!?　と上の階から悲鳴が上がる。

　白鳥部長に松高の経けい緯いを伝えたであろう、萩野先輩の声だった。

　あ、この殴り込みは萩野先輩の仕込みじゃないのか。

　それはほっと……できない。

　事態は策士である萩野先輩のコントロールの外で暴走している、ということだ。

「そして二人をしぇるぱ部に戻して欲しければ、志賀真を辞めさせろと要求するとは──確かに私は殿との方がたは好みではありませんが、他人に判断を強要されるのは、もっとも嫌悪するものでしてよ！」

「おやめくださいお嬢様ぁ！」

「みすず、下がりなさい！　志賀葵！　あなたははなんの魂こん胆たんがあってしぇるぱ部の活動の妨害を働くのか、問い糺ただしにこの私が参りましたわ！」

「ええっと、明日香部長？　ここは落ち着いてください！　しんこきゅー、まずはしんこきゅーして一〇数えてから、お話の続きをお願いしーまーすー！」

　白鳥部長の前に走り出た夏綺が両手で止めようとする。

　だが、激げつ昂こうした白鳥部長はなおも絶叫する。

「これが落ち着けるものですか!?　志賀葵という卑劣かつ思い上がった小娘が私の大望を邪魔して、薄汚い邪魔をし始めて──ここで私が黙って引き下がると思ったら大間違いでしてよ！」

　カッと空が割れ、稲いな光びかりが世界を真っ白に染める。

　空気が雷鳴でびりびりと震えて、耳が痛い。

　が、雷よりも恐ろしい気配を背後に感じる。

　校庭の真ん中まで走って出た僕らが後ろを振り返ると──そこには、来てしまった。

『生徒会長』の腕わん章しようを巻き、拳をぼきぼき鳴らす黒髪の三年女子が。

「何者ですか？　我が校に乱入して平穏を乱し、その上で私の名を呼ぶ不ふ埒らち者ものは？」

「うわぁぁぁぁ────！」

　遅かった。姉さんが出てきてしまった……それもやる気満々で！

　僕はわたわたと慌てて手を振り回しながら、夏綺に言う。

「なつきちは部長を止めて！　姉さんは僕がなんとかして止めるから──」

「わかった頑張る！　ってお姉さんを止めるの、一緒じゃなくていいの!?」

「なつきち、ああなった姉さんを止める自信はある？」

　僕の指先には怒りのオーラで、周囲の空気をプラズマ放電させるほどに怒っている葵姉さんがいた。

　怒り狂う白鳥先輩が白はつ金きんの虎だとしたら、こっちは嵐あらしを呼ぶ漆しつ黒こくの龍りゆうという風情だった。

「あ、ゴメンそれ無理。こっちの役目で頑張ってみるわ！」

「──姉さん、その、落ち着いてぇ！」

　僕の懸命の叫びもむなしく、強ごう情じよう極まりない女性二人の目が、合ってしまった。

　視線の交錯によって発生したエネルギーに大気が耐えられなくなったように、ばかーん！　と雷鳴が響く。

「出てきましたわね、志賀葵……初めまして、と挨あい拶さつをすべきかしら」

「白鳥明日香、と言いましたか……あなたの話がなんであれ、我が校の秩序と名誉を冒おかすような所しよ行ぎようを、生徒を代表し守護する者としては看かん過かするわけには参りません」

　眼光の鋭い葵姉さんが、怒りに震える口調で言う。

　白鳥部長がまるで短刀みたいに畳んだ扇おうぎを握り、殺人的な眼差しで姉さんを睨む。

　僕は二人の中間地点に立っていたが、二人が突進してきたら、どうしよう？

「真ちゃん、おねーさんを止めてぇ！　こっちもみすずちゃんと頑張ってるけど、このままじゃぁ……だめぇ」

「お嬢様っ！　見られてます、この学校の生徒の皆さんが、お嬢様の取り乱したお恥ずかしい姿を！　だから思いとどまってくださいー！」

　夏綺と丸池さんを引きずり、白鳥部長が進み出る。

　ずい、と一歩踏みだす、不ふ愉ゆ快かいそのものの姉さん──刀を持って僕を追い回した姉さんも恐ろしかったが、今日の姉さんも格別に、怖い。

「スト───ップ！　これ以上はダメだから！　みんなが見ているから、他校生と喧嘩とかしたら駄目だから！　姉さん構えとか取ったりしないで落ち着いて、それに白鳥部長もやる気満々で肩をぐるぐるさせたりしないでぇ！」

　ああ、どうして話を厄介な方にばっかり転がしていく人が、僕の周りにはこんなにいるんだろう……？










　──碓氷うすい峠とうげを挟んで、紛ふん争そうが勃ぼつ発ぱつしそうになった。

　正確に言うと、起きそうなのは軽かる女じよ二年で自治会長、かつしぇるぱ部の部長である白しら鳥とり明あ日す香かと、松まつ高こう三年で生徒会長の志し賀が葵あおいとの二人の喧嘩、だ。

　強ごう情じようでプライドが高く、容よう易いに引くということを知らない二人がしぇるぱ部の……というか僕のことで衝しよう突とつし、公衆の面前であわや乱闘かという騒動を起こしたのだった。

　この二人に本気で喧嘩をされると各所に悪影響があるし、意い固こ地じになった二人の決着は容易につくとは思えない。

　そこで遺い恨こんの残らないように、穏おん便びんに交渉で円満解決をしよう、と周りがなだめすかして、トップ会談に向けて動き出したのだ。

　部長と葵姉さんの会談日程をまとめたのは萩はぎ野の先輩だった。

　これはすさまじい心労だったようで、最後に松高の廊ろう下かで出会った時は「ダイエットにいいですねこれ、三キロくらい痩やせましたよー」とげっそりした顔で笑って──その後、過か労ろうで倒れて学校を休んでしまったほどだ。

　両者の会談の会場は、碓氷峠鉄てつ道どう文ぶん化かむらの会議室ということになった。

　その場に同席する予定はなかったけど、僕と夏なつ綺きは当日の放課後、鉄道文化むらにやってきていた。

　入場ゲートの前で、ぼんやり僕らは待つ。

　夏制服の夏綺は、前髪をいじりながらなんとも暗い、梅つ雨ゆの空を見つめる。

　ふう、と吐と息いきを漏らす彼女に、僕は聞いていた。

「なつきち、心配？」

「うん。真まことちゃんのお姉さんが絶対にしぇるぱ部を辞めさせようとするんじゃないのかなぁって……私は心配してないよ、って言い切る自信がなくてね」

「姉さんは強情だけど、聞き分ける余地はあると思うよ……要は、僕が女装して人前に出るということを止めさせたいって思ってるはずだから」

　葵姉さんは志賀家を継ぐ、一人前の立派な男として僕を育て上げたいと願っている。

　だからこそ、女の格好をして媚こびを売る軟弱な僕の姿に激げき怒どしたのだろう。

　僕はじっとりした空気を手で扇ぎながら、言う。

「多分、ＰＶを削さく除じよすることと、これから僕に女装させることを禁じる条件で、姉さんはしぇるぱ部に僕が加わることを認めてくれるんじゃないのか、って思うけど」

「でも、そうなると……真ちゃんの機き関かん士し代役のことは、どうなるのかな？」

「難しいところだよね、僕のしぇるぱ部内のポジションは」

　夏綺がふんむー、と腕組みして唸うなる。

　女子学生鉄道プロジェクトにとって男の志賀真は、本来受け入れられない異分子だ。

　しかし女装さえしてしまえば容易に男だとは思われないという僕の特性を利用し、趣しゆ旨しと実情の折り合いをつけようとしている。

　しかしそれができなくなると……僕はどうすればいいのだろう？

　悩む僕は、後ろから声を掛けられる。

「あ、夏綺ちゃんに志賀さん、こちらに来てたんですか？」

「みすずちゃん？　あれ、どうしたの？」

　ゲートから出てきた丸まる池いけさんは、ブルーの作業着姿だった。

　あんまり女の子らしくない格好だけど、彼女にはこれが不思議としっくりする。

　丸池さんが指さした先には、梯はし子ごとかをルーフラックに乗せた作業用のワゴン車が停まっている。

「えーっと、これから熊くまノの平たいらのき電線の整備があるので、そちらに加えてもらっていろいろ勉強させていただこうかと……」

「そうなんだ。僕たちはこんな状態で、しぇるぱ部のことはやりたくてもできない有様で……お仕事は大変だと思うけど、頑張ってきてね」

「ちょっと空そら模も様ようが怪しくて雨が降りそうなのが気になるけどね。ついでに温泉に入って汗を流してくるとか？」

　夏綺がいたずらそうな顔で聞く。

　丸池さんが手を横に振って答える。

「まだ温泉は開業前ですよ？　あ、でも今日は確か、安あん中なかの方の支援学校の子供たちを招待しているはずで……開業した後だと、なかなか貸し切りでそういうこともできませんから」

「招待って……しぇるぱ部が、してるの？」

「温泉の運営もしている、碓氷観光開発コンソーシアムが、ですね」

「ああ、しぇるぱ部の大本の方が、なのか」

「こうして福ふく祉し活動に貢こう献けんしたりすることで本格活動開始の前に、地元の皆様への理解と協力をお願いしようと──」

「これからはこの辺の夏のお祭りとかにも参加したりするんだよねー、軽かる井い沢ざわも夏はイベントが多いから、そっちにも出張する機会が増えるかもよ？」

「へえ……そういうこともやってるんだ」

　母体であるコンソーシアムは地道な活動で、この地に根付こうとしている。

　なのに、実地部隊であるしぇるぱ部の方が派手に蹴け躓つまづいている状況は、情けなさを感じずにはいられない。

　僕の顔を見て、丸池さんが話しかけてきた。

　軍手をした両手をぎゅっと握り締めて言う。

「あの……今日のお嬢じよう様さま、いえ部長と志賀さんのお姉さんとのお話が、上手くいくことを願っています。私も、志賀さんにしぇるぱ部を辞めて欲しくありません」

「うん、僕も辞める気はないけど……ね」

「志賀さんには！　志賀さんには是非とも中ちゆう空くう軸じく平へい行こうカルダン方式と直角カルダン方式のギア音の違いや、アルミ車両とステンレス車両の音の響きの差、それに液えき体たい駆く動どう式しきと電気駆動式のディーゼルの立ち上がりの音の差などを聞き分けられる音おと鉄てつの通つうへと育っていただきたいと私は思っていて……それにやっぱり１５００Ｖで駆動するＥイーＦエフ63の本気の強きよう制せい冷れい却きやくブロワー音を録音ではなく、生なま音おとで志賀さんに聞いてもらわないと、碓氷に来てもらっている甲か斐いがなくて無念で死んでも死に切れません！」

「ごめん。なにを言ってるのか、三割くらいしかわからない」

　両手を上げ、マシンガントークの丸池さんを制して言う。

「さらにそんな無念で幽ゆう霊れいになったりするのは止めよう、ご遺い族ぞくが悲しむ」

「教育の効果が出てますね、一ひと月つき前だったら理解率は全ぜん滅めつしていたはずですから！」

「みすずちゃーん？　真ちゃんの教育に夢中になってるとあっちの車、出ちゃうよー」

　妙なギアが入ったように早口でまくし立てていた丸池さんが、あ、いけません、と慌てて作業用ワゴンに走り寄り、車内の人にぺこぺこ頭を下げていた。

　手を振って見送る夏綺が、僕を見て言う。

「誰も、真ちゃんにはしぇるぱ部を辞めて欲しいとは思ってないよ？　まず、真ちゃんを引き込んだ本人である私がそう思ってるんだし……」

「男嫌いの白鳥部長も、僕を辞めさせる気だけはないって言ってくれたし……みんなが僕を必要としてくれるのは、本当にありがたい」

　今のトラブルでは、僕がしぇるぱ部から身を引くというのが一番スマートな解決法だろう。

　だけど、僕にはそうする気はない。

　夏綺から離れ、進むべき夢への道を照らす導きの光を見失うわけにはいかない。

　──僕はポケットからスマートフォンを出して、時間を確認する。

「もうそろそろ、横よこ川かわへの電車が着くんじゃないかな。迎えに行ってくるね」

「戦闘開始、かぁ……頼りの朱と鷺き音ね先輩はお休みだし、私もこれといってできることはなさそうだし。ふー……困ったなぁ」

　夏綺が浮かない顔で言う。

　僕も不安だった。そんな心を映しているかのように、横川の急きゆう峻しゆんな谷間はどろどろと暗く、重く黒い雲で覆い尽くされていた。




　一時間に四本あるかないかの、横川着の電車を僕はホームで待っていた。

　信しん越えつ線の終点・横川駅は広いけど乗降客はそんなに多くない。折り返しの電車を待つ人は三さん々さん五ご々ごと、降り始めた雨を避けて屋根の下に集まっている。

　雨の中、元は機関区もあった広い構内は、湿った静せい寂じやくの中に沈んでいた。

　雨う煙えんの向こうから、ゴトンゴトンと音を立ててゆっくりとやってくる、緑と橙だいだいのツートンカラーで丸い顔の電車の姿が見えた。

　さっき姉さんからメールがあって、そこにあった到着時間からするとこの電車に乗っているはずだ。

　まるで国家的要人の出迎えみたいに、ホームの中で（入場料を払って）待ってる必要はない気もするが、僕は葵姉さんを出迎えずにはいられない気分だった。

　空気ブレーキが電車を止める、ぷしゅっーっという音。

　静かにやってきた電車は、きっちりと定位置で停車する。シミュレーターでいろいろやって、これが難しいと痛感している今日この頃だ。

　そして……ドアは自動的に開かない。

　乗降客の少ない信越線の隅っこの駅は、ドアは手動。それも開閉ボタンで開くのではなく、スライドドアを手で横に開かなくてはいけないのだ。

　僕はちらっと車窓から窺うかがい、姉さんの姿を見つけ、ドアを開いて横川駅に出迎える。

「…………」

　青を基調とした涼しげな柄がらの着物。

　朱しゆ塗ぬりの和傘を片手にした、和わ装しよう束ぞくの姉さんがすらりと立っていた。

　一度家に戻って、着替えてからこの交渉にやってきたみたいだった。

　僕の出迎えに、姉さんは軽く眉をひそめる。

「姉さん……」

　僕は姉さんに、ここでなんて言おうと思ったんだろうか？

　自分としぇるぱ部の関係をきちんと話して──事態を解決に役立てたいと思っていた。だから会談の前に姉さんに会おうとした。

　だけど強い怒りと不機嫌な態度に面すると、どう話を切り出せばいいのかわからない。

　僕はなにも言えず、ホームに立ち尽くす。

「……おかしなものが、ありますね」

　僕の横を通り過ぎ、改札に向かう姉さんがふと駅の構内を眺めて呟つぶやく。

　葵姉さんの視線の先にあるのは、引き込み線に停めっぱなしになっていた緑と橙の塗と装そうの、三両編成の電車だった。

　ここに通い始めてすっかり見慣れたせいか、僕はそれがおかしいとも、珍しいとも思ってなかった。

「おかしいって……なにが？」

「あの列車です。あれは長なが野の県にある、しなの鉄道の電車のはずです。それがどうしてＪＲの構内に停められているのか、と」

「……姉さん、もしかして電車にも詳くわしいの？」

　信越線に走ってる列車にも同じカラーの車両があるので、その事実に僕は気がつかなかった。なのに、なぜ姉さんはそれがわかったのだろうか？

　姉さんは首を軽く横に振る。

「いえ。車体に書いてある他の電車にない●の記号とクモハ１６９……という番号を覚えていただけです。あれに私と真、それにお祖じ父いさまと乗ったことがありましたね……懐かしいものです」

「本当？」

「小学校の頃、小こ諸もろへ旅行に行った時のことですよ。覚えてませんか？」

　……そんな記憶があったような、なかったような。

　ましてや、その時に乗った車両の番号なんか全く記憶がない。それをきちんと覚えている姉さんの、恐ろしい能力に舌を巻く思いだった。

　でも、姉さんはそこで興味を失ったように電車から目を逸らし、改札に向かう。

「あ……姉さん、鉄道文化むらまで僕が案内するから！」

「会談の場は目の前でしょう、気遣いは無用です」

「だけど、その……」

「言いたいことがあったら、はっきり言いなさい。歯切れの悪い物言いは志賀家の跡継ぎにはふさわしくありません」

　僕は息を吸い込み、姉さんの背中に向けて、言った。

「僕は、しぇるぱ部を辞めたくない──ここで、やりたいことがある。だから……！」

「────」

　葵姉さんは、答えなかった。

　財さい布ふを改札機に当てて出ると、雨模様の空を見上げて傘を開く。

　ばしゃり、と和傘が開く音が聞こえた。

「真。あなたと一緒にいた一年女子のことですが」

「なつきち……いや、浅あさ間ま夏綺さんのことかな？」

「あれが、あなたの友達なのですか？」

　姉さんは僕を振り返らず、開いた和傘に背中を隠して聞く。

「うん。なつきちは僕の大事な……友達だ。なつきちのために僕は、しぇるぱ部にいたい」

「そうですか……」

　雨音に紛まぎれて、かすかに姉さんの溜ため息いきが聞こえたような気がした。

「そうでなければ、よかったのですが。真の友情をこの手で引き裂くことになるというのは、つらいものですね……ですが、ならぬことはならぬのです」

　雨の中を、姉さんは歩き出す。

「私の真を、立派な男子に育て上げる。それが私のただ一つの願いなのですから……」




　白鳥部長と葵姉さんの交渉が、始まった。

　鉄道資料館二階の会議室を借りて、話し合いが行われている。

　二人は今、しぇるぱ部の活動と松高生徒会の認可に関しての意見を戦わせているはず、だ。

　その場に、問題の当事者である僕は出ていなかった。

　本当は出席すべきなのかもしれない。

　でも姉さんは出席に及ばないと言い、白鳥部長も自分がしぇるぱ部の代表者として片をつけるので、心配には及ばないと豪ごう語ごしていた。

　会議室の扉の前で、まるで手術結果を待つ患かん者じやの家族みたいにしていてもしかたがない。その間、僕はバイトに入ることにした。

　今は鉄道資料館の一階にある売店で、店員の手伝いをしてる。

　各種鉄道グッズ──峠のシェルパ・ＥＦ63のものがたくさんある──の並んだお店のカウンターにいたが、お客はぜんぜんいない。

　理由は平日であることと、この激しい雨だ。

　姉さんを迎えに行った時に降り始めた雨は、今ではひどい豪ごう雨うに変わっていた。

　さっきちらっとスマホで気象情報を調べたら、長野と群ぐん馬までは大雨洪水警報が出ていた。

　窓越しにもゴォォォォォ、と外の地面を叩く、雨粒の音がうるさい。

　これくらいうるさいと、二階の会議室でもし白鳥部長と葵姉さんが殴り合いの乱闘をしていたとしても、一階のここからではわからないくらい、だ。

「うわぁぁ……ひっどい雨。帰り道どうしよ、これ」

　しぇるぱ部の活動もできないし、園内は豪雨で出歩けない。やることのない夏綺は売店にふらっと入ってきて、姉さんと白鳥部長の結論が出るまで、僕と一緒に待っていた。

　売店の中で夏綺は、リピート再生されている碓氷峠の鉄道ＤＶＤを見つめている。九七年以前に、ＥＦ63が特急『あさま』や信越本線の電車を押し上げた日々の記録の画像だった。

　こんな碓氷峠の鉄道伝説を復活させられるのか？　トラブルの真っ直中にある僕らは、途方もない気分になる。

　液晶テレビを見つめていた僕は、夏綺に聞く。

「前から不思議に思っていたことがあるんだけど、聞いていいかな、なつきち？」

「ほほい、なにかね真っちゃん？」

「なつきちや萩野先輩、それに鉄道の音が大好きの丸池さんがしぇるぱ部に入ってるのはわかるんだけど、どうして白鳥部長がコンソーシアムとかの音おん頭ど取りをしているのか？　ってこと」

　軽井沢に住んでいるとはいえ、武ぶ鉄てつのオーナーのお嬢様としぇるぱ部の関係がよくわからない。

　それに白鳥部長は鉄道に執しゆう心しんするマニアにも見えない……でも、彼女がしぇるぱ部に掛ける意欲は、並大抵のものじゃないと僕にもわかる。

　活動を邪魔する姉さんに怒って、県けんを跨またいで殴り込みを掛けるほど、だ。

「あ、そっかぁ……それを言ってなかったか。ま、私も断片的に聞いた話なんだけどねぇ」

　腰を屈め、夏綺は電車のストラップを手に取りながら話をする。

「昔、碓氷観光開発コンソーシアムの人たちが武鉄本社に訪問することがあったんだって。碓氷峠でＥＦ63の運行を再開させたい、だから軽井沢側にも地じ盤ばんがある武鉄さんに協力をお願いをしにいく、ね」

「ああ、そういうことか」

「軽井沢に住んでた明日香部長とコンソーシアムの人たちに縁えんがあって、実家のツテで武鉄のトップへ橋渡しをして、その場に同席もしていたらしいんだけど」

「そこでＧＯサインが出て、武鉄の代表として白鳥部長がここにやってきた……」

「ちがうちがう」

　ひょいひょいと手の平を横に振って言う。

「明日香部長が聞いてて哀れなくらい、コンソーシアムの人たちはボロックソに罵ののしられて笑われたんだって。絵え空そら事ごとだ、採さい算さん度ど外がい視しの寝言だ、そもそも儲もうからないから廃線にされた路線なのに、もう一度鉄道を通そうだなんて正気を疑う、とかね」

「……それは災難な」

「で、明日香部長は武鉄グループの総そう帥すいとお偉いさん──つまりお父さんやお兄さんとは元々仲が良くないらしくてねー」

　夏綺は、難しそうな顔をする。

「そんなお父さんたちが馬鹿にした事業を成功させて、ぎゃふんと言わせたいと思って、碓氷観光開発コンソーシアムに加わって、友達だった萩野先輩も巻き込んでしぇるぱ部を作った──って、話」

　夏綺の話を聞いて、僕はそんなことがあったのか……と頷く。

　あの人がしぇるぱ部に打ち込む、理由の一端が見えた気がした。

　しぇるぱ部には白鳥部長のプライドが掛かっている。もしここで挫ざ折せつするようなことがあれば、『それ見たことか』と言って笑う、仲の悪い家族に合わせる顔がないんだ。

　だからこそ、部員を奪われる事態に対してあんなに怒っていたんだろう。

　ストラップを棚に戻し、並びを整理しながら夏綺は言う。

「私がその前からここに通ってたって知ってたっけ、真ちゃんは？」

「あの夢を叶えるため、だよね？　軽井沢駅のロクサンの二号機に……っていう」

「そうそ。しぇるぱ部の誕生を知って入って、あの時は愛あい莉りちゃんもいて、やっと夢が叶う道筋ができたんだ、って喜んだんだけど……」

　夏綺が背を伸ばし、売店の入り口からエントランスを、そしてその先の、灰色の雨の幕に包まれた鉄道文化むらの園内を見つめている。

　彼女の横顔が、切なそうに見えた。

「その愛莉ちゃんは辞めちゃうし、松高の生徒会長は突然活動を認めないとか言い出すし──前ぜん途と多た難なんだね、この先どんなトラブルが待ちかまえているのやら」

　首をこきこきと鳴らすように、肩が凝ったような仕草をする夏綺。

「なつきっちゃんの未来は、この空模様のように晴れないもんさ。っていうか今はゴンゴンの豪雨じゃないですかやだー！」

「僕が加わったばかりに……トラブルになって本当に、ごめん」

「あ！　いや違うよ、真ちゃんが悪いだなんて言ってないから！」

　焦った顔をして夏綺がひょい、っと近づいてきてカウンターに身を乗り出した。

　僕に顔を近づけて、夏綺は言う。

　彼女からふわっと、高い湿度のせいか石せつ鹼けんのいい香りがする。

「私はね、真ちゃんをあの踏切まで連れ出した時、夢の話をして馬鹿にされたらどうしようって、不安だったんだよ。でも、真ちゃんも一緒にやりたいって言ってくれて、本当に嬉うれしかったの！」

　そういう夏綺は、嬉しさと気恥ずかしさの混じった顔で言う。

　キスができそうなほどの至近距離で、そんな顔をされると──ちょっと緊張する。

「みんな、上手くいくよ。このトラブルはきっと、部長が解決してくれる。私たちは大船に乗ったつもりでどーんと構えてここで待っていればいいんじゃないのかなーって」

「うん……でもずいぶん操そう船せんの荒い大船だって気がするけど。それに今日は萩野先輩は不在なのが痛いなぁ」

「あれこれと中間管理職的な苦労を掛けちゃったからね、先輩にはさ」

「でもあの人を葵姉さんと白鳥部長の間に置いたら、話をひっかき回すだけひっかき回して姉さんを怒らせるかもしれないから、居ない方がいいのかもしれないけど」

　そうかもねぇ、と夏綺が言う。

　湿気のせいで勢いのない前髪をいじる様子を見て、僕は聞く。

「そういえばあの白鳥部長と萩野先輩も不思議な関係だよね……馬が合いそうにないのに」

「いやね。二人の役割が綺麗に分かれてるから、上手くいってるんだと思うよ」

　夏綺がうんうん、と頷いて言う。

「白鳥部長は将軍役で、方針を指示して実行に移し、その責任を取る。で、萩野先輩は参さん謀ぼうとして全力でそれを叶える陰いん謀ぼう──じゃなかった、手て練れんと手て管くだの限りを尽くす。お互いを信じてるからこそ、上手くいってるんじゃないのかぁ、って」

　なるほど、と夏綺の分析に頷く。

「だけど今日は大事な右腕っていうか、参謀役が不在だから、話が上手く進まないかもしれない……って、心配なんだよね」

「よりにもよって、相手が姉さんだもんね。どこかで話が折り合えばいいんだけど」

「だよねー、早く私もいつも通りの活動に戻りたいなー」

　こんな豪雨の中にここまで来て、本日は収穫なしで引き上げ、というのはどうも気が重い。

　そう思っていると……外から傘を差した職員の人が玄関口に戻ってくる。

　横殴りの雨のせいで、濡れてないのは肩の下くらいまで、という有様だ。

「お帰りなさい、ひどい雨ですね……今日はもう、臨時の閉園だとか？」

　僕は声を掛けた。

　傘の雨粒を払う職員の人が渋い顔をして、こちらを見る。

「それもありだな。碓氷峠の旧道が、さっき通行止めになった」

「え？　本当ですか？　この大雨のせいで規制が入ったとか──」

「それもあるし、途中のカーブで土砂崩れが起きたって話だ。バイパスと高速の方はまだ無事だけどな」

　それは、と僕は顔をしかめる。

　横川と軽井沢を繫ぐルートは、新幹線まで入れれば合計四本もある。

　碓氷峠の旧道が使えなくなったくらいで、県境の交通が断絶する恐れはない。

　群馬側の住人である僕や夏綺には、この通行止めは帰り道に関係しない。だから他ひ人と事ごとかというと、そうでもない。

　夏綺が唇くちびるを嚙んだ顔で、僕を向く。

「……真ちゃん。旧道の方が土砂崩れって、それやばいよね」

「熊ノ平に、丸池さんが行ってる……ね」

　碓氷峠の中腹にある熊ノ平からここまで通じている道路は、旧道しかない。

　そこが土砂崩れで通れなくなると、丸池さんが横川に戻って来られなくなる。

「ああ、君らの友達も一緒に行っているのか。それは災難だな」

　職員の人が、困った顔で言う。

「まだ工事業者の車が戻ってない。豪雨の予報なんだから早めに切り上げて戻ってきてもいいはずだが、思いの外ほかに雨足の方が早かったせいか立たち往おう生じようしているようでね」

「でもこちらに戻れなくても、軽井沢へ登って抜けていれば、大丈夫ですよね？　それで、高速かバイパスの方に迂う回かいすれば戻ってこられるはずだから……」

　夏綺が心配そうに聞く。

　職員の人が頷くが、表情はあまり芳かんばしくはない。

「そうなんだが……あそこは携帯の電波が入りにくくて、どうしているのかの知らせがまだなくてね。大丈夫だ、とは思うけどね。ああ、いろいろ私も仕事があるから、これで失礼」

　職員の人はタイル張りの床に、濡れた靴くつ跡あとを残して二階に上がっていく。

　僕と夏綺だけが残った売店の中で、不安そうな顔を見合わせる。

「……どうしよう。みすずちゃん、大丈夫……かな？」

「一人っきりで孤立しているわけじゃないし、工事の人たちもいるからなんとかなるよ。温泉の施設もあそこにあるんだから、そこに入れば雨風も凌しのげるんだし……」

「ううん……ちょっと待って」

　夏綺は額に指をつけ、なにかを思い出している仕草をする。

　指をぱちっと鳴らして──僕を見る彼女の目は、真剣だった。

「……大変、だ。熊ノ平の温泉に、支援学校の子供たちがいる」

「あ！　そういえば、丸池さんが言ってたよね。それ、大変なことにならない？」

　温泉の中に、開業準備の職員の人や、丸池さんたちだけが取り残されているのなら、雨が止むまで持久すれば良いかもしれない。

　そこに子供たちがたくさん足止めされていて、混乱でパニックになったりしたら──大変なトラブルになりかねない。

「なにもないといいけど……平気だ、ってこんな天気じゃちょっと言えないよね」

　もし熊ノ平で孤立したまま災害が起こって、けが人や死傷者が出れば……碓氷峠の観光開発計画に悪影響が出かねない。

　いや、そんなことよりも取り残されている人たちの安否が、純粋に心配だった。

　僕らは二人で玄げん関かんの外を眺める。

　向かいの鉄道展示館──元は鉄道の検修場──の建物がかすんで見えなくなるほどの雨と風の激しさに、黙り込む。

　碓氷峠の裾すそ野のであるこの横川でも、外に出ることは正直無理だ、と言いたくなる雨だった。

「普通の雨ならともかく、崖崩れで通行止めになるほどの豪雨だと……山の中はきっと、とんでもないことになってるはずだよ」

「丸池さんも取り残されたままだと、大変なことになる。早く、こっちか軽井沢に逃げてくれないと……」

　遭そう難なん、という最悪の事態を僕らは想像していた。

　夏綺が振り返って言う。

「……会議室の明日香部長に、このことを伝えに行った方がいいよね？」

　僕も頷き、言う。

「丸池さんが危ないと知れば、白鳥部長だって危機をわかってくれると思う。それに、熊ノ平の温泉に招待した子供たちにもしものことがあれば、しぇるぱ部の先行きに良くない影響があるはずだ」

「そうだよね。招待したのは碓氷観光開発コンソーシアムだから、トラブルが発生したら絶対に大変な話になる……ね」

　夏綺も、焦りの浮かんだ顔で僕に答えていた。

　白鳥部長と葵姉さんの会談も重要だが、こちらは親しい人間の命──丸池さんの安否──がかかってくる危機だ。優先順位はこちらの方が高いはずだ。

　夏綺が真剣な顔でこくり、と頷く。

　僕に手を差し伸べて促うながし、言った。

「わかった。なら会議室に一緒に話に行こっか、真ちゃん？」

「うん。丸池さんのことは取り越し苦労で、なにもなければいいんだけど……行こう！」





　　　　　※






　碓氷の通行止めで、丸池さんが熊ノ平に取り残されているかもしれない──。

　その話を聞いた白鳥部長は、すぐに姉さんとの交渉を中断した。そして事態を把は握あくするために、鉄道文化むらの二階にある職員の大部屋に、僕らは一緒に詰め始めたのだ。

　丸池さんたちが天候悪化と通行止めを察していち早く長野側へと移動し、軽井沢へ脱出してくれれば良かった。そして熊ノ平温泉にいる支援学校の子供たちも、一緒に難なんを逃れていることを祈った。

　しかし……僕と夏綺の願いはむなしく、事態はどんどん悪い方へと変化していた。

　集中豪雨による国道一八号の土ど砂しや崩くずれが複数箇所で発生しており、軽井沢方面と横川方面の上下の交通が断絶してしまっていたのだ。

　間に挟まれた熊ノ平は、孤立状態になっていた。

　その知らせの後に、碓氷峠鉄道文化むらの大部屋に、ようやく連絡が入った。

　──熊ノ平の温泉施設で、工事関係者と支援学校のバスも豪雨の中で立ち往生していると。

　前の見えないほどの豪雨の中で峠道を運転すればスリップして事故になるかもしれない。それに突発的な土砂崩れに巻き込まれることを警戒し、その場から動かなかったのだ、という話だった。

　それは賢けん明めいな判断だったと僕は思う。

　しかし集中豪雨の中で山中の熊ノ平に留まる、というのは苦く慮りよの選択だった。

「あそこに残ってるのは危険だな……消防に救助してもらうことはできないのか？」

「すでに要よう請せいはしている。でも時間が掛かると……警察も同じ返事だった」

「自衛隊はどうだ？　ヘリコプターで空から熊ノ平の救援を依頼できないか？」

「県からの要請が出てないのに、呼ぶことはできないぞ。それにこの雨と風じゃ、どのみち熊ノ平にたどり着けはしないだろうな」

　大部屋に集まった人たち──こちらに駆けつけてきた市の職員さんや、事情を聞きつけた隣の横川駅の駅員さんもいる──は、厳しい顔で対応策を相談していた。

　夏綺や僕はそんな大人たちのやりとりを、壁際で聞いているしかなかった。

　白鳥部長も僕らと並んで腕を抱えて、黙り込んでいる。今日は軽女の制服ではなく、姉さんとの交渉に臨んで駅長っぽい制服に身を包んでいる。

　ちらりと横を見ると、男性の苦手な白鳥部長は、雨と汗で蒸れた香りのする男の人から、距離を置きたそうな顔をしていた。

　葵姉さんも、この部屋にいた。

　人の命のかかった事態を前に『私とは無関係のこと』と無視して帰るほど薄はく情じようではなかったのか、僕らからも離れて立ったままで状況を見守っていた。

「いや……諦めるのは早い。我々にできることは、やろう」

　鉄道文化むらの、理事長さんが皆を見回して言った。

「道路が寸断されても、まだ……やれることはあるはずだ」




　鉄道文化むら側も、熊ノ平の孤立に対して手をこまねいていたわけではなかった。

　熊ノ平までは、旧道の車道が封ふう鎖さされていても──その横にかつての碓氷旧線を利用したトロッコ列車が走っている。

　これを使って、熊ノ平まで行き孤立した人たちを横川まで下ろそうという作戦が立てられたのだ。

　職員の人に運転された、小さなディーゼル機関車に押されたトロッコの客車が園内のプラットホームから出発する。

「上手く行けば……いいんだけど。どうかな……」

　窓から園内──雨のせいで見えづらい、トロッコ列車のホームを眺めて、夏綺が小声で呟いた。

　みんな無事に戻ってきて欲しい。旧道が使えない今、丸池さんのために僕や夏綺ができることと言えば、このトロッコ列車の救出行が成功するのを祈ることしかなかった。

　……しかし、だ。

　三〇分も経たないうちに、業務用の無線機からの着信、スピーカー経由で大部屋に入る。

『こちら救援列車。碓氷湖の先で立ち往生した……線路への土砂の流入がひどい。ここから先に進めそうもない』

「……はい、はいそうですか」

　ハンドマイクに向かって話す職員の人は、厳しい顔をしている。

　救出成功、の言葉は聞けなかった。

「無理はしないでください。よろしくお願いします。こちらからも救援の者を向かわせます」

『なんとかこの列車を坂さか本もと温泉郷まで戻したいが、それも難しいかもしれない……以上だ』

　そこで、通信の音声がオフになる。

　痛切な通話の内容に、集まったみんなが失意の呻きを漏らす。

　──トロッコ列車での救出作戦は、失敗に終わったのだ。




　大部屋の中には、息苦しさが満ちていた。

　僕の耳に聞こえるのは、集まった大人たちの力のない呟きと、強風に逆巻き建物を叩く雨の音、そしてつけっぱなしで災害の情報を伝える、テレビからの音声だった。

「万事休す、だな……トロッコ列車の路線は旧道並みに崖の横を走ってるからな。旧道がダメなら旧線も当然アウトになっちまう、か」

「あそこに行く手段が無いのなら、このまま動かずに熊ノ平で明日の朝までビバークしてもらった方がいいのかね」

「幸い、昔と違って温泉施設の屋根がありますからね。支援学校の子供たちは、一晩怖い目に遭わせることになりそうですが」

「でもわかりませんよ、あそこは……過去の事故のこともありますから。それにこの雨です、碓氷の上の方が、どこがどう崩れてきても不思議じゃない」

　職員の人たちの話を聞き、丸池さんと交わした会話を思い出し──過去に熊ノ平でなにが起こり、なにを今心配しているのか、僕にもわかる。

　熊ノ平は、歴史の中で死者を生む悲ひ劇げきがたびたび起きた地点であった。

　一つは、下りの列車がブレーキ故障で止まれずに激突した痛ましい列車事故。

　もう一つは豪雨によって熊ノ平構内の崖が崩落し、作業員の宿しゆく舎しやが飲み込まれて多数の死者重傷者を生んだ災害事故だ。

　後者の災厄がこの集中豪雨で、再現される可能性がある。

　この豪雨の中で立ち往生したままだと、熊ノ平で孤立した丸池さんたちが、逃げ込んだ温泉施設ごと土砂崩れに飲み込まれてしまうかもしれない。過去に実例があるだけに、無用の心配だとは言えないのだ。

　窓の外の雨は、雨粒と言うよりは強くバルブを回したシャワーを流しているようだった。

　激しい雨は山の斜面の木々をなぎ倒し、山肌を削り、地形を変える力を放っている。

　そんな嵐の中の谷間の熊ノ平に居座るのは危険だ。

　だが国道一八号の旧道とトロッコ列車の旧線は、土砂崩れで使えない。

　横川と軽井沢を結ぶ利用可能な交通ルートは、高速道路と新幹線と碓氷のバイパス道、の三つがある。

　だがそのどれもが、熊ノ平を救援に行くための役に立たない。

　大部屋の中が、重苦しい沈黙に包まれていたのだが──。




「どうしてあなた方は揃そろいも揃ってそんな、お通つ夜やみたいな顔をしているのかしら？」




　きょとんとした顔で、白鳥部長が言う。

　白鳥部長は深刻さが理解できない、という顔で、大部屋の中を見回す。

　背筋を伸ばした彼女は、全くのこの場の空気を読めない、読むつもりもないという気き丈じようさ──いや、鉄鋼かなにかで神経ができているかのような図太さがあった。

「部長、熊ノ平で丸池さんたちが孤立しているんですよ？　このままだと命が危ないかもしれないし、助けにも行けなくてみんなが困っているんです」

「なぜ？　行けますわよ？」

「話を聞いてました？　さっき出発したトロッコ列車もダメで、これで万ばん策さくが尽きたってことになってるんですよ!?」

　彼女の無神経さ──一緒に暮らしている丸池さんの危機なのに平然としている──に思わず僕は食ってかかってしまう。

「だから、どうしてあなたたちはこんなに簡単なことを見落としているのかが、私には理解に苦しみますわ」

　白鳥部長が、つかつかと壁際にあるホワイトボードに歩み寄った。

　失礼、と一言だけ言って、マグネットでプリントなどが張り付けられたボードを勢いよく一回転させる。

　白鳥部長は真っ白な板面にフェルトペンを取って書き込みを始めた。

「ここが横川、ここが熊ノ平だとして……まずは碓氷峠の国道が土砂崩れで駄目ですわね」

『熊』と『横』と書かれた丸の間に、ぐねぐねした蛇へびみたいな黒線を引いてから、赤ペンで大きくバッテンを書き込んだ。

　そして今度はその上にもう一本、黒ペンで弓なりの曲線を書き、同じ赤バッテンを入れる。

「碓氷旧線も線路への土砂流入で使えない、と先ほどの連絡で判明した、と」

「だから、熊ノ平に行く手段はこれで全滅した……」

　市の職員さんが、呻きにも似た声の上げた。

　だけど白鳥部長は、平然とした表情で言う。

「なにを言ってますの。一番太い経路が残っているではありませんか？」

　白鳥部長は、青ペンで二本、太い弧を『熊』と『横』の間に引く。

「碓氷新線──旧信越本線か！」

　文化むらの職員の人が呟き、拳こぶしを頭に当てる。

　それを聞いて僕もはっとして、白鳥部長の得意そうな顔を見た。

　横川と軽井沢を結んでいた、廃線となった線路がある。

　現在、その新線を使う常じよう設せつの交通手段がないために、ルートとしては存在していたが、救援のための経路としては検討の外にあったのだ。

「確かに、碓氷の新線は規格が高い線路とトンネルだ。旧道や旧線よりは段違いに土砂崩れや豪雨に強い……いけるか？」

「だがどうする？　徒歩で新線を歩いて戻ってきてもらうのか!?　支援学校の生徒たちは車椅子の子もいるから、五キロ近い線路を歩いて下ってもらうのは……そこで遭難事故が起きる可能性があるぞ」

「ならばトロッコ列車を坂本温泉郷のポイントに戻して、新線に入れて熊ノ平まで……」

「駄目だ。今碓氷湖の向こうで立ち往生してる……なにか、手はないのか!?」

「ですから、碓氷峠を登るためにもっとも適した電気機関車が、ここにはありますわ。どうしてあれを使おうとしないのか──それが不思議でなりませんの」

「この嵐の中を、熊ノ平まで行ける機関車っていうと……」

　ざわめく職員の前でホワイトボードを背にして仁王立ちする、白鳥部長の不敵な笑い。

　僕の横にいた夏綺が、彼方かなたを見るような眼差しでぼそりと言う。

「ＥＦ63……峠のシェルパ。ロクサンなら、熊ノ平まで行ける」

「ロクサンを体験運転線から先に出すのか!?　それは無茶だ！」

　職員の人が慌てた声を張り上げる。

　だが白鳥部長は動じない。

「みすずから話を聞いております。ここから熊ノ平までは、架か線せんも線路も概おおむね復旧していると。ならばその上をＥＦ63に走らせることは不可能ではないはずです」

「確かに、この鉄道文化むらから熊ノ平までは線路も架線もある、だが勝手に廃線に機関車を走らせれば、人命救助とはいえ後々の問題に……」

「そこに、問題はありませんわ」

　白鳥部長は自信に満ちた顔で、言い切る。












「旧碓氷新線の敷地は県から鉄道文化むらに管理を委い託たくされている、ゆえに県内──熊ノ平までの路線は鉄道文化むらの占せん有ゆうする『園内』と見なされます。その『園内』に体験運転用の機関車を走らせることが、問題になるはずがありませんわ」

　現に旧信越本線の一部を今も、ＥＦ63の体験運転用の線路として使ってるのだ。

　それを熊ノ平まで延長して解かい釈しやくすればいい。白鳥部長ならではの強きよう弁べんだ。

「確かに、そうかもしれないが……」

「ご存じの通り、女子学生鉄道プロジェクトは当面はそういう解釈の元、夏にＥＦ63を熊ノ平まで走らせる予定でしたわ。その試験運転を二ヶ月ほど早めた、と思えばいいだけのこと」

　白鳥部長が、得意げに笑う。

「ただ、今回は偶然、園内で試運転中の機関車に人が同乗して降りてきた。そういうことにすればいいのです。ええ、『偶然』に『嵐の中で』試運転している最中に、ね」

　白鳥部長お得意の、強烈な横車押しの理屈だ。

　だけど、今はその強引さが頼もしかった。

　そこに横から、別の職員の人が疑問の声を上げる。

「だが今の架線に掛かってる電圧は定格半分の、７５０Ｖしか出てないんだぞ？　往おう年ねんに１５００Ｖで重じゆう連れん編成の運用していた頃ならともかく、今のＥＦ63で碓氷を、この豪雨の中で登れるのか？」

　白鳥部長のアイデアは、実現不可能なのか……とがっくりしそうになる、が。

「……行けると思いますよ。架線電圧が半分だから、出力も半分──いや、もっと減りますが、元からＥＦ63はオーバーパワー気味の補助機関車ですから」

　大部屋の後ろの方にいた、半白頭の年輩の人からの意見が聞こえた。

　丸池さんといっしょに姿を見ることがあった、車両整備の竹たけ野のさんの声だった。

「若干の不安要素はありますが、一番の問題は電圧よりもＥＦ63に乗員のスペースがほとんどないことです。ＥＦ63単機で熊ノ平まで行っても、孤立している支援学校の生徒と工事会社の人を乗せて戻ってこられません」

「留りゆう置ち線せんの横の１８９系『あさま』はどうだ、あれならいけるんじゃないのか」

「あれは一〇年以上整備をしてないし、いきなり碓氷を登らせるのは危険に過ぎる。脱線でもしたら、目も当てられないことになるぞ？」

「基地線のヨ３５００でいいじゃないか？　あれならすぐにロクサンと連結できるぞ」

「ヨ太郎はさすがに小さすぎる。せめてまともな客車が一両、いや二両でも留置線の中にあれば……」

「園内の展示客車のどれかを引っ張り出すのか？　オシ17やオハネ12か？」

「屋外展示スペースは本線に線路が通じてない。重じゆう機きでもないとすぐに移し替えなんかできない！」

　大部屋の中は、がやがやと騒がしい論ろん議ぎの声に満ちていた。

　よくわからない用語が飛び交う中、僕は夏綺に小声で聞く。

「なつきち、今、問題になってるのって……どういうこと？」

「うん、動かせる機関車はあるけど……屋外展示用の車両はすぐに動かせないから、みすずちゃんたちを乗せて帰るのに使えないってこと。トロッコ列車にくっついてる客きやく車しやがあればよかったんだけど、上の方で立ち往生中だから」

　夏綺が前髪をいじって、言う。

　なにかを思い迷っているような、真剣な顔をしていた。

「でも……あれが使えるのなら……」

「あれ？」

　僕が夏綺の答えを聞く前に、白鳥部長の声が大部屋に響く。

「使える車両は、ありますわよ」

　どこか呆れたような口調で、白鳥部長は話す。

「ＥＦ63に連結して使える、現役に準じる客車、いえ電車が。それも碓氷峠を登るための協調運転が可能な編成のものがあることを、皆様ご存じのはずですわよ？」

　アレをか？　……という、押し殺した呟きが漏れる。

　碓氷の新線やＥＦ63のことを話し始めた時より、驚きよう愕がくと畏い怖ふに似た感情を色濃く感じる。

　事情がよくわからない僕は、左右を見回すしかない。

　その時、どん！　とドアが音を立て開かれ、飛び込んでくる人影があった。




「そうです！　こんなこともあろうかと──１６９系の三両一編成を私たちは確保してあるのでーす！」




　そこに居たのは、眼鏡めがねと髪をびっしょりと濡らした萩野先輩だった。

「萩野先輩!?　どうしてここに……体調不良で休んでたんじゃないんですか？」

「そーも気楽なことを言ってられない厄介事が起きたようで、駅までひとっ走りして仕事を先にこなしてきたんですよー」

　ずぶ濡れの萩野先輩に、部屋の中から疑問の視線が向けられていた。

「一仕事っていうと……まさか、そんな真似を今からするのか？　この豪雨の中で？」

「本気か。いや、ここまで来るとそれしかあり得ないが……」

「面白いじゃないか。正気の沙さ汰たじゃぁないが、後々までの語り草にはなるな」

　職員の人たちが、がやがやとした騒ぎに包まれる。

「どういうことなんですか？　そんな電車、この鉄道文化むらに無いじゃないですか」

　僕は、萩野先輩に聞く。

　三両編成の列車をこの園内で見たという記憶は、僕にはない。

「いやだから、隣の横川駅の構内にありますよ」

「……え!?」

「あそこの待機線に、元しなの鉄道の１６９系があそこにずーっと置いてあるじゃないですか、あれですよー」

　制服の裾すそをしぼって水気を払いながら、萩野先輩はさも当然のように言う。

　僕は呆然として、口を半開きにして驚いていた。

　横川駅に停めっぱなしのままの、あの謎なぞの電車のことか！

「あれ、しぇるぱ部のモノなんですか!?」

「正確にはコンソーシアムの所有物、ではありますが」

　白鳥部長が得意そうな顔で言う。

「しなの鉄道で運用終了し、廃車予定となった急行電車１６９系──現存する数少ない碓氷仕様の電車を、譲ゆずっていただきましたの」

「日本海経由の輸送は、一部の熱心な鉄ちゃんに逐ちく次じ追っかけられてブログとかに載せられたりしたんですが……ああ、真くんはそういうの、見そうにないから知らなくても不思議じゃないですけどねー」

「なぜそんな手回しをしてたんですか？　こうなることを察して、とか……？」

　僕は呆然としたまま呟く。

　ふふん、と胸を張った白鳥部長が答える。

「なぜって、いずれは我々が女子学生観光鉄道として碓氷で旅客運用を始める時に、ＥＦ63に見合う車両を接続して運行させなくてはなりませんわ。機関車だけ動かして、見物のお客はバスかトロッコ列車で熊ノ平まで行け、というのは馬鹿馬鹿しいのではなくて？」

「確かに、それは……そうですが」

「ならばその時に備え、適当な車両をあらかじめ確保していても、おかしくありませんわ」

「……やっぱりあれを使うしかない、ってことですね」

　僕と違って電車のことを知っている夏綺が、力強く頷く。

「萩野先輩、ずぶ濡れなのってもしかして……？」

　夏綺がハンカチを差し出す。

　床の上にこぼれ落ちた雨水で水たまりを作る萩野先輩が、受け取ってにやっと笑う。

　萩野先輩は体調不良でダウンしていたはずなのに、どうしてしたたるほどにびしょ濡れになっている？

「まずは横川にひとっ走りしてあそこの駅長と話をつけてきまして、構内の１６９系をこっちに回してもらう段取りをつけてました」

「え？　横川とこの鉄道文化むらって、レールが繫がっていたんですか……？」

「繫がってるよ！　軽井沢側と違って、横川側はレールは外されてない。だから、ここのロクサンも自走で、ＪＲさんの整備場に検けん修しゆうに出すことができるの」

　夏綺が僕に説明してくれる。

　つまり横川駅に停まっている電車を、鉄道文化むらの体験運転線に運び入れ、ＥＦ63に繫げることは物理的に可能だ、ということか。

　まだぼたばた髪から水を垂らす萩野先輩を見つめ、白鳥部長が苦笑していた。

「それにしても、私が頼む前にすべての段取りをつけてくるとは、さすがですわね」

「なーにいってんですかー部長ー。付き合いもいい加減長いんですから、この状況で部長がなにを考えてるかくらい、言わなくてもわかりますよ？　そしてその一枚上の『こんなこともあろうかと！』を用意できなくちゃ、しぇるぱ部の副部長は務つとまりませんから！」

　萩野先輩が右腕を水平に掲げ、二の腕に力こぶを作る仕草をする。

　一時は閉へい塞そく感かんと焦りに包まれていた大部屋は、いけるのではないのか、という希望の空気が満ちてくる。

「というわけでお集まりの皆様方！　今から横川駅からの引き込み作業のほどをよろしくおねがいしますっ！　この豪雨の中、外の作業はきついですが、そのアフターケアは横川の『はぎのや』の方で最大限面倒を見させていただきますよー！」

　ぱんぱん、と手を叩いて皆を励ます萩野先輩。

　僕もこうしちゃいられない、とつられるように動きだそうとした時のことだ。

「あのっ！」

　夏綺が伸び上がるようにして、手を高く上げた。

　まるでホームルームで意見を述べるかのように──。




「熊ノ平に救援に向かうロクサンなんですが──私に運転させてくださいっ！」




　動き掛けた大部屋の空気が再度止まり、全員の注目が夏綺に集中する。

　ごくっと夏綺の喉のどが動いて生なま唾つばを飲むのが、僕にも見えた。

　職員の人たちに、戸惑いが生まれ……心配するような口調で、話しかける。

「君が……ＥＦ63を運転するのか？」

「佐さ原はらの親おや爺じさんのような超ベテランの役目じゃないのか？　それを、夏綺ちゃんがやるのは……上手いとは聞くけどちょっと、な」

「それにこの嵐の中の運転は、体験運転や訓練とはわけが違う。それに人命がかかってることに、学生の君が出てくるのは……」

　疑問含みで、否定的な声が多かった。

　そういう意見はもっともだ、と僕も理性では判断するのだ、が。

「わかります、佐原さんの方が経験豊富だから、運転も上手くいくかもしれないってことは……でも、でもここは私が、私がやらなきゃいけないと……思うんです！」

　ホワイトボードの前に進み出た夏綺が胸に手を当て、言う。

　彼女の顔ははちきれそうな苦しみと、それを覆い隠す強い決意が満ちていた。

「熊ノ平には、私の友達の──丸池みすずちゃんがいます。彼女を助けに行きたいんです。仲間を、そして友達を、自分の手で助けに行きたいんです」

　大部屋の人間は、夏綺の真しん摯しな願いに言い返せない。

　夏綺が顔を上げ、叫ぶように言った。

「『九七年九月三〇日。伝説の夜を知らない子供たちが、碓氷の歴史を作り上げていく』──そのために私たちは、ここにいるんです」

　夏綺が僕に語った、しぇるぱ部──女子学生鉄道プロジェクトの創立のキャッチフレーズ。

　そう。僕らは誰も、日本の鉄道史に残るセレモニーの夜を知らない。

　信越本線・横川－軽井沢間廃線。その夜は、全国から集まった人たちの涙と惜せき別べつの声が、横川の谷間に夜通し溢あふれかえったと聞いている。

　峠のシェルパ伝説が終しゆう焉えんした日には、僕らはまだこの世に生を享うけていなかった。

　しぇるぱ部は、ただのノスタルジーではなく、新しい碓氷峠の歴史を刻もうという使命の下に集まった娘たちなのだ。

　そしてそこには、廃踏切で聞いた夏綺の夢の実現がかかっている。

「だから、これからの碓氷のことは私たちが──やらなきゃいけない、と思っているんです。お願いです……未み熟じゆく者ものなのはわかってます、でも私にロクサンの機関士をやらせてください！」

　夏綺が、悲痛な声色で願う。

　彼女へ誰も、良いとも悪いとも言えない沈黙が広がっていたが──。




「お嬢ちゃんに、やらせてやんな」

　戸口から、嗄かれた低い男性の声が響く。

　そこにはレインコートを羽は織おったままの、佐原教官がいたのだ。

　だけど左肩の辺りが引き裂かれていて、押さえている手の指から血が滲にじんでいるのが見えた。

「佐原教官!?　その腕は……」

「あ？　こいつか──まぁ、上でトロッコ列車を戻そうとあれこれやってる間に、強風で飛んできたモンに当たっちまってな。手当てしねえと、って事で戻ってきたんだが……なに、こっちじゃ面白い話になってやがんなぁ」

　職員の人が駆け寄って、傷口の手当をしようとする。

　だけど小さく首を横に振って……まだいい、と態度で示す。

「ロクサンを出すの出さねえのって話をしてんだろ？　ならそっちの方が優先順位がたけえ──おい、そんな顔をすんな。コレくらいで俺は死にゃぁしねえよ」

「ですが……」

　びくっと、手を伸ばし掛けた職員の人が、手を引っ込める。

　そこで佐原教官は、おどけたような困り顔になる。

「だが頼りの腕がこうで、おまけに俺も大たい概がいにくたびれた爺さんだぜ？　この塩あん梅ばいで満足にロクサンを運転できるかどうか……となると、運転席に座るのは夏綺の嬢ちゃんしかいねえなぁ」

　大部屋の中をぐるっと眺め、佐原教官は不敵に笑った。

「おまけにな、ロクサン乗りの現役なんか今はどこにもいねえよ。だから俺みたいなロートルの爺さんか、夏綺お嬢ちゃんみたいな小娘があいつを動かすしかねえ。文句を言う奴ぁ言うだろうさ」

　静まりかえる大部屋の中。

　佐原さんの声は不思議なくらい、陽気な響きを帯びていた。

「だが、気にすんな。関係ないお気楽な外がい野やには勝手に言わせておけってぇんだ。おまけに今のこれは一刻を争う人助けなんだろうに、グダグダ悩んでる暇はねえぞ？」

「は、はいっ！」

「夏綺のお嬢ちゃんは、おそらく俺の最後の弟子になんだろうな。毎日のようにマスコン握ってるこいつの方が、隠いん居きよの俺よりも機関車を動かすセンスは曇らずに磨かれてる──半定格の電圧で１６９系の三両きりの編成を押すだなんて、俺だってやったことのねえ真似をしに行くんなら、ここは経験の多た寡かよりも、勘かんの鋭い奴の方がいい」

　夏綺は、佐原教官の言葉に小さく、決意を秘めた顔で頷く。

「ならいまさら、爺じじいの俺が出しゃばることはねえな。おまけに今の俺は情けねえことに、コレだ」

　佐原教官は、傷口を押さえている手を顎あごで示す。

　まだ応急手当の終わってない傷口から、じわじわと血が滲み、赤色が濃くなってくる。

　そこで佐原教官が浮かべたのは……苦くも痛快な笑みだった。

「それなら若わけえのが踏ん張るのを後ろから見守るのが、年寄りならではの楽しい仕事ってやつだな。それにお前らにもう一つ言うことがあるとすれば、ＥＦ63を信じろ、ありゃぁ大した機関車だぜ？　爺さんが乗ってもお嬢ちゃんが乗っても、ロクサンはがっちりとやってくれるさ」

　佐原教官の言葉に、大部屋の皆が頷く。夏綺は背筋を伸ばした。

「お嬢ちゃん。ちいとキツいデビュー戦になるが、やるか？」

「はい……やります！　私にやらせてくださいっ！」

　そして佐原さんは、部屋の奥にいるスーツ姿の、理事長さんに声を掛ける。

「理事長さん、そういうわけで──爺いと若えのの、わがままを聞いてくれるかい？」

「なにを言ってるんですか。碓氷の主ぬしみたいなあなたがやると言って、私たちがダメだって言えるわけがありませんよ」

　理事長さんが、苦笑する。

「それで、行きましょう。責任は私が取ります、ですから……」

「いえ、その責任は発案者である私が請うけ負おいますわ。いえ、誰がどう責任を取るというものではなく一いち蓮れん托たく生しよう、毒を食らわば皿までも──というものかもしれませんが」

　白鳥部長が頼もしそうな笑いを浮かべていた。

　ぱんぱんっ！　と大きく、萩野先輩が手を打ち鳴らす音が大部屋に響く。

「それでは鉄道文化むらとご近所の皆々様っ！　熊ノ平救出作戦発動のために、準備とご協力をよろしくおねがいしますー！　気合い入れていっきましょー！」




　大部屋の中から、職員さんやお役所の人たちが口々にやることを話し、慌ただしく出て行く。

　疲れ切ったように座る佐原教官へ、女性職員の人が腕の手当を始めるのが見えた。

　夏綺たちのやりとりの間に、なにも言えなかったが──堪たまらない気分だった。

　僕は夢に向かってひたむきな彼女の、助けになりたかった。

　前へと進み、遠ざかっていく導きの光を、走ってでも追いかけたかった。

　たとえ僕がなんの助けになれないとしても、夏綺をひとりぼっちで、試練の場に向かわせることはできない。

　にわかに活気づいた大部屋の喧けん噪そうの中で、僕は顔を上げて言った。

「なつきち、それに部長──お願いがあります」

「なんですの？」

「僕も行きます。予備の機関士でも、やれることがなにか、あるはずです」

　夏綺は一瞬驚いた顔をする。だけどすぐに意を決した真面目な顔で頷いた。

「うん！　真ちゃんには１６９系の運転席に乗って、前方監視役をやって欲しいの！　一人きりだと熊ノ平まで、後ろ向きでロクサンを運転して上がれないから──」

　だがしかしだ。

「──真、それはなりません」

　後ろから鋭く僕を、叱しつ責せきする声が聞こえた。

　葵姉さんが僕を、眦まなじりをつり上げた厳しい顔で見つめている。

　いつもならこの目を見た瞬間に腰砕けになるけど、今この時だけは覚悟ができていた。

「嫌だ。僕は行く」

「私の言うことが聞けないと……いうのですか？」

「うん。これだけは聞けない──もし、聞けない僕が志賀家を継ぐ資格はない、というのなら、勘かん当どうでもなんでもするといい。僕は出て行くから」

　僕は夏綺の横に進み出て、姉さんと向かい合う。

　夏綺は、姉さんと口論する僕を心配するように袖を摑んでいた。僕はその上に手を添え、安心するようにと仕草で伝える。

　葵姉さんに喧嘩を売る、だなんて命知らずな真似してるのに、不思議と怖くない。

「もし姉さんが実力で止めるというのなら……及ばずながら、僕も腕力を使ってでも、それを押し通る」

「押し通って、女の格好をして、恥を晒さらして生きるというのですか。あなたは」

「恥ずかしいと思うのは、姉さんだけだ。僕はむしろ誇らしいと思う──そうすることでしぇるぱ部の仲間を得られたことを、その仲間を助けに行けることを。ここで叱しかられて引っ込むようじゃ──」

　弱気で俯うつむきそうになる顔を上げ、姉さんを直視して、言った。

「男じゃない。子供の頃から顔や身体からだでごつくなりたかったけど、それが叶かなわないのなら、心だけは逞たくましく強くなりたい」

「………………」

「だから、僕は行く。僕のためにも、夏綺のためにも、仲間のためにも」

　姉さんが、僕を睨み返す。

　周りはどたばたしているが、僕と姉さんの間には張り詰めた緊張があった。

　だが……姉さんの引き結んだ口の端が、なぜか嬉しそうな微笑ほほえみを浮かべたのだ。

「引っ込むようでは男ではない、ですか」

　どうして葵姉さんが笑うのか、僕にはわからなかった。

「──言うようになりましたね。私の真が友のために、私に逆らうだなんて」

　だが姉さんは笑みを消し、厳しい表情で言う。

「いつも泣き出しそうになって弱音を言うあなたから、こんな逞しい言葉が聞けるとは。ですが──」

「ここで一つ、提案がありますの。いかがですか？　志賀葵さん」

　片手を上げ、白鳥部長が僕と姉さんの間に割って入った。

　姉さんが不愉快そうな目つきをして、白鳥部長を睨む。

「……提案とは、何事でしょうか？」

　白鳥部長が軽く親指で外──会議室を指して言う。

「先ほどあちらの部屋でつかなかった談だん判ぱんの決着を、この救出の成否に委ゆだねるというのはいかがかしら？」

　部長の声は低い。僕ら以外は、慌ただしさの中で耳を会話に傾けていない。

　僕と夏綺は、思わぬ話の成り行きを驚きと共に見守る。

「なにを委ねる、というのです？」

「松まつ井い田だ高校生徒会から同校生に対する、いわゆる『しぇるぱ部』への活動許可ですわ」

　白鳥部長の、余裕の声こわ色いろだった。

「以前朱鷺音にあなたは言ったそうですわね？　我々が『正当かつ社会に貢こう献けんする活動を行うのであれば、改めて校外での活動を認める』と」

　白鳥部長の発言を保証するように、まだ大部屋にいる萩野先輩がうんうん、と首を縦に振る。

　葵姉さんは否定できない。苦い顔で返事をする。

「……ええ、確かにそう言いました」

「もし我が部の二人が熊ノ平の遭難者を無事、全員救助できれば、我々の活動は社会的に貢献するものである、と実証されたということにはならなくて？」

「……ほう？」

「もし失敗すれば、非ひ難なん殺さつ到とうで我々の活動は立ち行かなくなって、真を辞めさせるというあなたの願いは計画の瓦が解かいという形で叶います。ですが成功すれば……あなたの頑迷な拒絶の態度は、故ゆえのないものとなりますわ？」

「……人の命をかけて、勝負事をしようというのですか」

　姉さんの冷ややかな指摘。

「あなたが成功に絶対の確信が持てないのであれば、まずはこのような軽率な挑戦を行わないことをお勧めしますが」

「ご忠告は感謝いたします。ですが、この白鳥明日香は成功を『確信』などしてませんの。私の輝かしい人生では、成功はすでに約束されているもの……なのですわ」

　はっと鼻で笑い、白鳥部長は自信満々に言う。

「それに『やれる手段があるのに、やらない』という消極的な態度は、我が白鳥家の信条とは相あい容いれませんわ。ピストル白鳥、とまで呼ばれた武鉄中興の祖そである曾そう祖そ父ふの頃からの、ね」

　僕と夏綺の間に立って、白鳥部長は僕らの肩に手を添えて言う。

　僕の肩に触る前に、一瞬だけ動きが止まったが──とん、と手を乗せる。

「私はこの二人に、私たちの命運を託します」

「白鳥部長──！」

「それにあなたの弟の力を信じているのが、血を分けた姉のあなたよりもこの私である……と証明されるのは面白くないことでしょう？」

　この期ごに及んでも、姉さんを挑発する白鳥部長。

　度胸満点の彼女の言動には、冷や冷やせずにいられない。

　対面している姉さんは不満そうな雰囲気を漂わせていたが、ひどく真面目な顔になって言う。

「……確かに愉ゆ快かいではありませんね。わかりました、その提案を受けましょう」

「葵姉さん！」

「人の命を救う尊い活躍があれば、それを認めて功に報いることを拒むのは、人として正しいあり方とは申せません」

　姉さんが条件を飲んだ。

　白鳥部長が、僕らの肩を叩いて言う。

「決まりましたわね。では支度をなさいな、夏綺、真。そこの和服剣道女の鼻をあかして、私に勝利と栄光をもたらしなさい！」

「いやちょっと部長、その挑発の文句はどうかと……」

　困る僕の両手を、ぎゅっと夏綺は包むように握って、言う。

「うん！　それじゃみすずちゃんたちを一緒に助けに行こう、真ちゃん！」










「うあっ！　たまんないなぁ、これ──！」

　土ど砂しや降ぶりの中、僕は雨あま合がつ羽ぱを羽織って、園内を走る小型機関車『あぷと君』のアーチ橋の下を潜くぐり抜ける。

　フードを叩く雨粒が痛く、ばちばちと水すい滴てきが弾ける音がうるさい。

　雨合羽をしっかり着込んでいるおかげで、外からぱっと見でわかりにくいのが幸いだけど……僕は今、女装していた。

　前のＰＶ撮影の時に一式用意した女装用の衣装を、大急ぎで身につけて──化粧は自分ではできないから、してない──熊くまノの平たいら行きの救援列車に乗るために急いでいる。

　こんな時まで女装する必要はないのでは、とは思った。

　だが明あ日す香か部長が『人前でしぇるぱ部員として活動する以上は、ふさわしい格好をなさい』と主張して、こうなったのだ。

　口論している暇ひまが惜しいので、僕はすぐに更衣室に走って着替えたのだけど……一人でやってたせいで時間が掛かった。

　鉄道資料館を小走りで出て、広場を挟んだ向かいにある、トロッコ列車のホームに向かう。

　トロッコ列車の駅では、アルバイトをしている間には見たこともない、光景が広がっていたのだ。

「……すごい、なぁ」

　緑と橙だいだいのツートンカラーの電車が、豪ごう雨うに洗われながら静かに園内に入ってくる。

　トロッコ列車のホーム横にある門もん扉ぴが開けられて、そこを１６９系──葵あおい姉さんが見分けた、休眠中の列車が進んでくる。

　横よこ川かわ駅と鉄てつ道どう文ぶん化かむらが、レールで繫がっているという夏なつ綺きの話が実感できた。

　警察の人が赤いライトを振って、駅と文化むらの間の道路を通行規制している。

　そこを進む三両編成の電車のパンタグラフは下ろされて、よく見ると電車の足下には職員の人たち──どころか、横川の近所の人たちが総出で、この列車を押していたのだ。

　僕がトロッコ駅の辺りにたどり着く頃に、１６９系の電車はパンタグラフを棒ぼうみたいなもので押し上げられて、低い発動機の唸うなりと共に微速で進み始める。

　激しい雨音の中で周りの人の話し声が、切れ切れに聞こえる。

「あっちとこっちで電圧違いになってなければ、こんな真似せずに済んだのに……」

「モーターカーが出払ってると、こうするしかないじゃないか？」

「この辺は大雨洪水で避ひ難なん勧かん告こくが出てるぞ。まともな鉄道なら抑止がかかる状況なのに、こいつで上まで行くとはなぁ……」

「だからこそ、助け出しにいくんだろう？」

「しかし、ＥイーＦエフ63単機でいけるのか？　重じゆう連れん編成にした方がよかったんじゃないのか？」

「こっち側の変へん電でん所しよの容量だと、送電が落っこちるかもしれない、って話だ」

「もしも、に備えて12号機をこっちに残しておきたいって判断もあるだろうし……」

「すいません、通してください……すいませんっ！」

　電車を押していた人たちに交じって、僕は基き地ち線に入り、雨に濡れたバラストを踏んで線路際を進んでいく。

　自走しはじめた電車は、トロッコ電車のプラットホームを通過し、線路の真ん中で停まる。傍かたわらの線路際に白いレインコートを羽織った女性の姿が目に見えた。

　僕はそこへ、小走りで駆け寄る。

　雨に煙る薄うす闇やみの中、ライトを照らして待機線からこちらへ向かって進んでこようとするＥＦ63。

　彼方を厳しい目で見つめていた彼女が、僕を見て頰ほおを緩ませた。

　手に四角い、古風な懐中電灯みたいなライト──合あい図ず灯とうという、と丸まる池いけさんに教わった──を持った白しら鳥とり部長が、冗談めかして僕に言う。

「あら、ノーメイクのあなたは、以前と趣おもむきの違うかわいさがあるものね？」

「出て行く時に姉さんに見られて、めちゃくちゃに溜め息を吐つかれましたよ。で、白鳥部長、ここでなにをして……るんですか？」

「車両連結の誘導指示、ですわ。これは駅務のメンバーの役割ですから」

「駅務……って部長にそんな仕事、あったんですか？」

　運行が開始した時に、部長がなにをするのかは聞いていなかった。

　ゴトォン、という、線路の横にある白いポイント切きり替かえ機きを動かした音が聞こえる。

　白鳥部長が合図灯を青にして振ると、ピョォ！　と甲かん高だかい警けい笛てきが雨音を圧おして響く。

「もしかしてあなた……女子鉄道計画の開始の暁あかつきには、私が扇おうぎを片手にふかふかのソファーにふんぞり返って『あなたたち、私のために汗水垂らして働きなさぁい！』と高笑いしてると思ってたのではなくて？」

「……ごめんなさい。少しだけそう思ってました」

「唯ただでさえしぇるぱ部は構成員が少なくて困っているのに、そんな贅ぜい沢たくな真似ができるものですか。そもそも、私がこちらの駅長業務をするというのは、当初から決まっていてよ？　それに──」

　白鳥部長は合図灯を動かす。ＥＦ63は雨の幕を抜けてコォォォォ、と唸るような音を立てて進んでくる。

　今からここで１６９系の電車とＥＦ63が連結して……熊ノ平に救出に向かうのだ。

「これは、いい機会ですわ」

「機会？」

「夏綺の腕をこちらの皆さんに御ご覧らんいただき、この救出列車を動かす機関士は、この場は彼女をおいて他にない……と納得していただくね」

　白鳥部長が、周囲を軽く見回す。

　僕らの周りには、１６９系を押してきた人たち、ＥＦ63との連結後の作業を控えた職員の人たちがいた。

　豪雨の中で息を呑のみ、連結の光景を見守っている。

　白鳥部長が合図灯を赤にして掲げると、ＥＦ63は数メートル先に一旦、停車した。

　……僕は、そこで遅ればせながら気がついた。

　白鳥部長は、僕らに面している運転席に向かって合図灯を振っていなかった。

　その奥の方……機関車の反対側へ合図していたのだ。

　手前側の運転室に明かりは灯ともっているが、人は乗ってない。

「え。そんな──！」

　僕は線路脇に飛び出た。少し離れて機関車の全ぜん貌ぼうを見て、絶句した。

　夏綺が首を出して白鳥部長の合図を確認しているのは、反対側の運転席の窓から、だった。

　……全長が18メートルもある機関車を、バックで連結しようとしている、のか。

「ここは登りの微び勾こう配ばいが掛かってるのに、あのお嬢ちゃんよくやるな」

「佐さ原はらさんの最後の愛まな弟で子しの、お手並み拝見……ですかね」

　雨音の中で、そんな会話が聞こえる。

　機関車というものは、重い。

　動き出すと慣かん性せいが働くので、思った通りの位置に停めるのが難しい。僕はシミュレーターで訓練していた時、停車位置が手前過ぎるかオーバーランになるかで、さんざん佐原教官に絞られた。

　前進でも運転は楽ではないのに、ろくに視界が利きかない後進で動かしている。

　それも白鳥部長の合図灯の誘導だけを合図にして、車両の連結をしようとしているのだ。

　連結は、停車以上に繊細な操作が要求されるという。今の僕では前を向いていても、絶対無理──連結ではなく、衝突になる──な運転を、夏綺は試こころみていた。

　息を呑んで見守る中、部長が青の合図灯をゆっくり振る。ＥＦ63は微速で前進、いや機関士の夏綺からすると後退しながら進んでいく。

「…………なつきち」












　はらはらする僕の目の前で、淀よどみなく機関車は減速する。

　まるで車体前面に夏綺の目があるかのように、ぶつかることなく絶妙の位置でスッ、と停止した。

　カチャコン、と家のドアを鳴らすくらいの、雨音にかき消されそうに小さな音で、連結器が嚙かみ合ったのだ。

　連結された１６９系の電車は、微動だにしてない。

「おおおおお…………！」

　見守る人たちから、歓かん声せいと拍手が上がった。

　白鳥部長が連結を誘導していた。だけど運転席にいる二〇メートル近く離れた豪雨の向こうの夏綺から車両の連結部は、ぜんぜん見えてないはずだ。

　なのに後進で機関車を動かし、これほど精せい密みつに停められるのか。僕はただ、感心するしかない。

　これが佐原教官が言っていた『天性のセンス』というもの、なんだろうか。

　周りの人たちも、夏綺の運転技量に感かん嘆たんしてるみたいだった。

「すごいな、彼女は……これほどの腕前だったとはな」

「現役の頃の横川や軽かる井い沢ざわを思い出すな。ここまで綺麗にくっつけられるとな」

「さぁ、作業再開だ！　急げ、だが慌てるなよ？　ジャンパの結けつ線せんからだ！」

「すいませーん、救援物資の積み込みがありまーす！　お手空きの方は是非とも手伝ってくださいねー！」

　連結が上手くいった後に、一気に周りの人たちが動き出す。

　僕は左右を見回して……探していた人の顔がないので、白鳥部長に聞く。

「部長、佐原教官は……乗らないんですか？」

「……佐原のお爺じいさまは、あの怪我です。ご本人はオブザーバーとしてなら平気だと仰っていましたが、怪我人を救きゆう難なんの現場に連れて行くわけには参りません」

　白鳥部長が、辛そうな顔で言う。

「そこで理事長さんに説得していただいて、同乗を断念していただきました。今は応急の手当てをして、傷の容よう態だいによっては病院の方に向かう、ということですわ」

　僕も佐原教官の傷を見ていた。たしかに無理は言えない。

　一番頼りになりそうなベテランの助言がないのは、辛いかもな……と思っていたら、だ。

「そうそう。あなたに伝言がありますわよ？」

　僕を見つめる白鳥部長が、いたずらっぽく笑う。

「『俺の事は心配すんな。お嬢ちゃんの腕とロクサンを信じろ、下手クソな若えのが気に病んだって、どうにもならねえぞ』だ、そうですわ」

「ああ。いかにも佐原教官らしいなぁ、っていうか……と、するとこの救援列車に乗るのは……」

「あなたと、夏綺。私と朱と鷺き音ねは仮設の司令所に詰めて、不ふ慮りよの事態に備えます。朱鷺音は今、体調不良を押して無理をしているので、出発後にダウンしそうですからこちらで待機になりますわ」

　白鳥部長は、苦笑する。

「それに温泉施設からの救援の助力のために数名の職員の方が乗り込みます。もっと乗せたいと理事長は言っていましたが、割ける人員は限られます。今、ここに朱鷺音が声を掛けて集めた方々も、周囲の防災対策のこともあるのでいつまでも引き留めておけません」

　僕は激しい雨の中で、うなずく。

「なので運転に関する要員はしぇるぱ部だけになりますわ。今日出しゆつ勤きんされている機関士の方は、残念ながらまだトロッコ列車で碓氷うすい湖こ周辺に足止めされたままですので」

　覚悟はしていたつもりだったけど、状況は思いの外に厳しいようだった。

　だけどここで迷って尻込みするわけにはいかない。

「……わかりました、やります。僕は夏綺を……信じます」

「それに熊ノ平には、鉄道の事に詳しいみすずがいます。あの娘こと夏綺がそろって運行面でできないことは、このしぇるぱ部にはない……そう、私は信じておりますの」

　そして部長は初めて、僕に弱気な表情を見せた。

　少しだけ、白いレインコートのフードが前に傾く。

「みすずのことを、よろしくお願いします。あの娘の居ない暮らしは、私には考えられませんの。あの娘の無事な姿を、この目で見たいと思っておりますので」

「もちろんです、丸池さんは……僕の大事な鉄道の先生ですから。もうちょっと、マニアックなトークは控えめにしてくれるとありがたいんですけど」

　僕の言葉で、白鳥部長の唇が軽く緩ゆるむ。

「あの娘はそういう娘ですわ。私の薫くん陶とうというわけではないのに、どうしてああなってしまったのかしら、と思いますが……さて、これから路線状況と前方監視のことで、あちらで打ち合わせをしますわよ」

　白鳥部長が、列車最後尾の機関車に向かって歩き出す。

　その後ろに続く僕は、顔を雨粒に叩かれながら、背後を一度振り返った。

　そこには、真っ暗な雲に包まれた碓氷峠がある。

　丸池さんたちは今頃、熊ノ平でどうしてるのか。皆が無事でいてくれることを、祈るばかりだった。





　　　　　※






　──嵐の熊ノ平は、さながら絶望の国の山々を縫ぬって通る峠の趣おもむきがあった。




　山の中で体感する嵐は、平地のそれを遙はるかに凌りよう駕がする激しさがある。

　雨は降ってくる、というより横から叩きつける勢いだ。突風は足下を攫さらって吹き飛ばし、身体からだを谷底に突き落とそうと常に狙ねらって渦巻いている。

　みすずは身体がよろめき、必死でフードを押さえる。

　真っ暗な空、突風と豪雨のうねり、山の木のばきばき裂ける音と、斜面を流れ下る雨水の立てるごうごうたる音が入り交じり、聴覚を圧倒して本能的な恐怖を搔かき立てる。

　まるでミキサーの中にいるみたいだ、とみすずは思った。

　そして雷が、谷を挟んだ向かいの山並みに降り注ぐ。水平の視し野やに見る雷というものは、衝撃で人の判断を痺しびれさせる迫力がある。

「無む謀ぼうだったかも、でも──！」

　雨合羽を着込んだ彼女が居るのは、トロッコの熊ノ平駅……そして碓氷新線の旧熊ノ平信号所の構内であった。

　山の中腹で、電線が密集した線路跡に来るのは、落らく雷らいの巻き添えをくらいに来たようなものだった。だが彼女は心配で、見に来ずにはいられなかったのだ。

　北側が山の急斜面になっている、この熊ノ平のき電線とレールが豪雨で被害を受けてないか、を。

　一緒にいた工事の関係者は今この状況でできることはなにもない、と言って止めた。しかしみすずは熊ノ平の温泉を飛び出し、様子を見に来たのだ。

　そこで彼女が見たのは、突如生まれた泥色の激流が山肌を駆け下りる光景であった。

　倒とう木ぼくが何本も落石防止のフェンスや木の間に引っかかり、膨ぼう大だいな水による重量のストレスを急斜面に掛けている。

　いつ山崩れが起こってもおかしくない状況に、みすずは愕がく然ぜんとする。

「だめ……このままじゃ、レールも架線も飲み込まれて……いや、それどころか」

　みすずは来た道を振り返り、斜面の下にある屋根を見た。

　嵐のヴェールの向こうには、弱々しい明かりが灯っている。

　熊ノ平温泉──一緒に来た工事関係者と、招待された支援学校の子供たちがそこに孤立しているのだった。

「下の温泉まで、土砂崩れに巻き込まれて！」

　みすずの脳のう裏りに過よぎるのは、過去の事故の記録──一九五〇年の大規模崩ほう落らく事故だ。

　熊ノ平にあった作業宿舎が土砂崩れに飲み込まれ、死者五〇人を出した悲劇。

　彼女がいる線路の脇に、今でもその慰い霊れい碑ひが立っている。

　今の豪雨も、その時に匹ひつ敵てきする激しさではないのか、とみすずは思う。

　もしこのまま立ち往生を続けていれば、二度目の悲劇が起きかねない。

「どうしよう……私だけじゃどうしようもない、でも……でも！」

　雨に打たれ続ける厳しさに耐えかね、みすずは碓氷新線のトンネルの中に逃げ込む。

　風がトンネルの開口部を吹き抜け、恐ろしげな笛のようにヒュゴォォォ、と鳴らしていた。

　雨風から遮さえぎられた、真っ暗なトンネルにみすずは入った。

　線路のコンクリート枕木の上に、ぐったりと座り込む。服の中までしみこむ水の冷たさと、強風の中で身体に蓄積した疲労が、みすずの身体を痛めつけていた。

「このことを麓ふもとに伝えないと、でも──」

　手が合羽の下のポケットを探る。そこにあるのは携帯電話だが……今は全く役に立たない。元から電波が通じにくい山の中の熊ノ平だったが、この豪雨のせいか通話ができなくなっていた。

「どうすればいいの……お嬢様、萩はぎ野の先輩……夏綺ちゃん、志し賀がくん。私はどうすれば……！」

　麓と連絡する手段を失い、山中に孤立したという事実が絶望を生む。

　しぇるぱ部の皆がここで動けない自分のことを、どれほど心配しているのか。

　みすずはそれを考えると胸がずきずきと痛く、泣き出しそうになっていた。

　──その時、だった。

「────」

　みすずは驚き、闇の中で顔を上げた。

　鉄道の音に敏びん感かんな、みすずでなければ気がつかないであろう、かすかな予兆があった。

　赤あか錆さびの浮いたレールに伝わる、規則性のある振動。

　みすずは、最初はなにかの間違いだと思った。

　廃線になった碓氷新線に、列車が走るわけがないのだ。だが鋼鉄のレールは確かに列車がやってくる振動を、みすずに伝えている。

「う、そ……」

　みすずはトンネルの闇の中に目を凝らし、耳をそばだてる。

　横川に向けての下り勾配のついたトンネルの奥に、明かりが見えたような気がした。

　なによりも、みすずの鍛えた耳がその正体をいち早く識しき別べつする。

　線路の上を列車が走るコォンコォンという音、それに混じる空冷ファンの低い響き。こんな音を立て、碓氷新線を登る機関車をみすずは他には知らない。

　その時に彼女が覚えたのは安あん堵どと歓かん喜きと、そして困惑だった。

「ＥＦ63!?　どうして新線を登って来てるの？　なぜ──」

　自分が愚かな問いを発していることに、みすずは気がつく余裕はなかった。

　熊ノ平に孤立した自分たちを助けに来ること以外に、ここへ列車がやってくる理由はあろうはずがないのだから──。





　　　　　※






「ここで……いいんだよね？　なつきち、熊ノ平に到着したよ！」

　電話機を持ったまま、僕は運転席のガラスに額がくっつくほど顔を近づける。

　列車はトンネルを抜け、地上にたどり着いた。

　途端に窓ガラスが真っ白になるほどの雨風が叩きつける。ワイパーが忙しく動くが、数秒もクリアな視野が保てない。

　僕が座っているのは１６９系電車の先頭にある、運転席だ。

　ＥＦ63と同じ頃にこの電車が作られたせいか、運転室内の塗と装そうの色や計器のデザインは似通ったものがある。

　前方の運転席には、僕しか居ないが……僕が運転していたわけではない。

　運転をしているのは、最後尾のＥＦ63に乗っている夏綺だった。

　ＥＦ63の協きよう調ちよう運転機能。

　それは、連結された電車を補ほ助じよ機関車側から一いつ括かつして操作する機能だ。それにより夏綺が１６９系とＥＦ63の計四両をまとめて運転している。

　それも進行方向と逆向きの、横川側の運転席に座って、だ。

　横川－軽井沢間は登とう坂はんよりも、下降の方が危険だという。

　なので、帰り道に備えてＥＦ63は最後尾に連結されて、行きは逆向きの姿勢で運転するという習慣がある。

　進行方向に背中を向け、巨大な機関車と電車を進ませる──本能に逆らう、異常な運転姿勢だと思う。

　さらに猛もう烈れつな雨と風の悪条件、おまけに夏綺は碓氷峠での実機の運転は初めてだ、という話だ。

　とんでもない無茶な条件ばかりが重なっていたけど……夏綺はここまで、列車を無事に運んできた。

　佐原教官が『才能がある』と夏綺を褒ほめていた理由を改めて理解する。

　僕はといえば、最先頭の軽井沢側の運転席に座り、夏綺の目の代わりに前方を監視していた。

　やたらに乗り心地が悪くゴトゴトいう──サスペンションの空気バネが抜けているから──この列車が走る線路の半分はトンネルだったけど、その継ぎ目に谷間を渡す高い橋きよう梁りようがあった。

　嵐の空中に放り出されるみたいで、悲鳴を思わず上げそうになる光景だった。横風と豪雨に煽あおられ脱線するんじゃないのかと冷や冷やした。

　だけど夏綺の、悪天候でも動じない運転の腕で乗り切った。

　……その間、正直、僕はなにもしていない。

　ブレーキ弁のレバーもマスコンのキーも、こちらの運転台からは抜いてある。この二つが運転席に無いと、こちらの電車側から加速や減速の操作ができない。

　僕の役目は運転台にある電話機を取り、後ろの夏綺に前方の状況を逐ちく一いち報告することだ。

　僕は目を凝らして──目的地である熊ノ平の構内を見る。

　ライトの明かりの中に、横殴りの豪雨でふらつきながらもやってきた人影を認めたのだった。

「丸池さんがいる！　よかった、無事だったんだ……」

　線路を走ってくる丸池さんを迎え入れるために、僕は電話機を下ろして運転席のドアを開けた。

「ぐあっ!?」

　吹き込んできた強風と雨のしぶきに、悲鳴を上げそうになる。

　思わずドアを閉めたくなったが、我慢する。

　タラップに足を掛けて上ってくる丸池さんを引っ張り上げる。濡ぬれ鼠ねずみの彼女を入れてから、ドアをばたんと閉める。

　丸池さんは最初、誰がここに引き上げてくれたのかわからない、という顔で僕を見ていた。

「志賀さん……ですよ、ね？」

「笑わないでね、こんな時なのに女装なんてしてるのを」

　僕は自分の格好──ウィッグに女性乗務員の制服──を指して言う。

「しぇるぱ部で活動するんだからどうしても、って白鳥部長が言ってさ。メイクも胸のパッドもない急きゆう拵ごしらえで、なんか中途半端な事になってるけど」

「いえ、似合ってますから！　それに……」

　ようやく一息ついた丸池さんが、狭い運転席の中をぐるっと見つめる。

「志賀さん、これって、横川駅に留置してあった１６９系のＳ52編成ですか!?」

「詳しい番号まではわからないけど、正解。白鳥部長と萩野先輩がなんとか駅から引っ張り出して、ＥＦ63と一緒にみんなを助けるために走らせてたんだ。ところで工事の人と、支援学校の人たちは無事なの？」

「全員無事です！　下は電気が切れて真っ暗で、子供たちがすごく怖がっていて、でも線路の状況も心配で──志賀さんと夏綺ちゃんが来てくれると思わなくて……これなら全員を、横川まで乗せて戻れます！」

「早くみんなを電車の中に収容して、鉄てつ道どう文ぶん化かむらに戻ろう。にしても山側がすごいことになってるね、いつ崩れてきてもおかしくないね、これは……やばいなぁ」

　丸池さんは運転席後方の窓から、クロスシートの車内をのぞき込む。

　そこには救援の職員の人と……アレ、が一緒に乗っている。

　丸池さんはすぐにそれを見つけたようで、はぇ!?　みたいな素すっ頓とん狂きような叫びが上がった。

「なんであそこに、かまめっしーがいるんですか!?」

「よくわからないよ、僕にも。萩野先輩が『いざという時は、恐怖に怯おびえる人をこれで和なごませ励ましてあげてください！』とか言って乗せたんだよ──」

　救援列車の中には、横川駅横の『はぎのや』にあった釜めしの在庫を、防災用の毛布とかと一緒に積んであった。孤立してお腹なかが空いている子供たちに届けようという、萩野先輩の配はい慮りよはありがたかった。

　それと一緒にかまめっしーまで積まれた時には、どうしてくれようこのゆるキャラマニア？　と思った。

　だが口論している時間が惜しかったので、乗せたままにしてあったのだ。

　丸池さんがなにかを言おうとしたが、運転台のブザーが鳴る。

　夏綺が後ろから、通話を求めているのだ。

『みすずちゃんが先頭車両に来てるの？　よかった──真まことちゃん、電話をみすずちゃんに渡して！　調べて欲しいことがあるの！』

　電話機から、夏綺の焦った声が聞こえる。

　僕はカールコードを引っ張って丸池さんに電話機を渡す。

　そして助士席に置いてあった雨合羽を着込み、フードを上げる。

「僕が下の温泉まで行ってみんなを迎えに行くから、ここはお願いするね！」

「志賀さん、外は雨風が激しいから、転ばないように気をつけてください──それと、ですね」

　丸池さんの横を通り抜け、外に出ようとした僕は呼び止められた。

　電話機を耳に当てる丸池さんは、通話口を手の平に包んで、僕に言う。

「今の志賀さんは、かっこいい美人さんです！　私も惚れちゃいそうなくらいに！」

「ありがとう。褒め言葉はできればかっこいいだけで、美人ってのはナシでお願いしたかったけど──それじゃ、よろしくお願いします！」

　室内のドアを開け、合羽を着込んだままの職員の人に呼びかける。

　これから、嵐の中を熊ノ平の温泉施設へ救援に向かうのだ。

「うぁぁおぉぉぉぉっ！」

　運転室のドアを開け、気合いの叫びと共に嵐の中に僕は飛び出した。

　いきなり身体が暴風に殴られ、真横に吹っ飛ばされて落っこちそうになる。

　雨は僕の横っ面をびしびしビンタするように叩き、空気と雨粒の混じった粘度の高く激しいうねりはまっすぐ立っていることを、人に許さない。

　熊ノ平は、嵐の精せい霊れいの支配する世界のようだった。

　一瞬世界を真っ白に染め、音を奪い尽くす落雷。

　その中を僕は身体を傾かせながら走り、信号場から熊ノ平温泉に向かう。

　下りの斜面と階段込みで距離は一〇〇メートルくらいだったはず。だが今は山を一個越えるような、遙か彼方にあるように感じる。

　早くここにいる全員を助け出して、この嵐の中から脱出したい。そう、僕は祈っていた。




　熊ノ平温泉から孤立したお客さんを、救出列車に収容する作業は大変だった。

　真っ暗な温泉のエントランスホールで救援の電車が来たということを伝えると、支援学校の子供たちや工事の人たちは心底ほっとしたような顔を見せ、歓声が上がった。

　だけどそこから救助する子供たちを抱え、川みたいになった一八号の車道を渡り、上がる流れ下る泥でい流りゆうの滝と化したトロッコ駅への階段を上らなくてはいけないのだ。

　僕や職員の人は必死で働き、工事の人たちや支援学校の教員の人たちも誘導を手伝ってくれた。

　足の不自由な女の子を背中に背負い、『おねえちゃん大丈夫？』って聞かれた時は、笑顔で『安心してね、きっとおうちに帰れるから』と励まし、泥の滝を鯉こいみたいに遡さかのぼり上がっていったけど……自分でもよくやった、と思う。

　四〇人近い子供たちを全員収容し終わった時には、気を失いそうに疲れていたが──これで終わったとすっかり、安心していた。

　後は１６９系の運転室に潜り込み、帰りは夏綺の運転に任せて死んだように座っていればいいんだ、と考えていた。

　本当にＥＦ63の協調運転機能、さまさまだ。

　人数の点呼が終わって、ようやく車両に乗り込もうと思った時のことだ。

「ん？」

　スマートフォンを入れたのとは反対側のポケットに入っている、トランシーバーがノイズ音とともにコールされた。

　収容した乗客の点呼が完了した報告か、と思って僕は耳を当てる。

『真ちゃん？　ロクサンの運転席に来て──ちょっとまずいことになった、かも』

「なつきち？」

『ううん、ちょっとじゃなくて、だいぶかな……説明はこっちでする、だから早く！』

　コールしてきたのは夏綺だった。

　トランシーバーを仕舞うと、僕は最後尾──いや、今度は先頭車両になったＥＦ63へと駆け寄っていった。

　……まずいって、どういうことなんだ？　と思いながら。




「……駄目です。横川に……鉄道文化むらに、この列車は戻れません」

　ＥＦ63の運転室に上がってドアを閉めた後、僕は自分の耳を疑った。

　運転席では真っ青な顔の夏綺が座り、俯いている。

　貫通扉のくぼみのところに丸池さんもいて、悲痛な顔をして言ったのだ。

　──ここまで来て、横川に帰れないだなんて。

　予想外の事態に心臓が、ぎゅっと痛くなる。

「どういうこと、丸池さん？」

「夏綺ちゃんが気がついたんです。力りき行こう回路が遮しや断だんされない、おかしいって。だから一緒に調べてみたんです、そうしたら……転換制御器のカム軸じくモーターの動きがおかしくて」

「転換制御器？」

「後ろの機関室の中にある、機関車の心臓部だよ。ここから指示した前進・後進と抑速──発電ブレーキの信号を、動力の電気回路へ切り替える機械のこと」

　夏綺がマスコンの下にある、逆転ハンドルを指でコツコツ叩いて、教えてくれた。

「その制御機器が、きちんと動いてない。前進力行に入らないのも問題ですが、発電ブレーキに入らない……これが致命的です」

「それって……どういうこと、なの？」

　さっぱりわからない僕は、質問する。

　丸池さんは、僕を見つめて話し始めた。

「電気機関車の発動機には、二つの使い方があります。パンタグラフから電気を取り込んで推すい進しん力りよくを生むことと、逆に発電機として動かしてブレーキ代わりに使うこと、です」

　鉄道のメカ語りをする丸池さんは、普段なら愉ゆ快かいそうな顔になる。

　だが今の彼女は辛そうだった。

「碓氷峠を通る機関車は発電ブレーキによる充分な減速があるから、安全にこの急坂を下れるのです。それらを切り替える機械の異常で、今この機関車は発電ブレーキが使えないのです」

「と、なると……」

「車に例えるのならブレーキが働かない、という感じです。つまり今のままＥＦ63が碓氷峠を下るのは──ブレーキのすっぽ抜ける車で、坂道を下るのと同じです」

　碓氷峠の六六・七パーミルの下り坂を、その発電ブレーキが利かない列車が走り下りる。

　それは悪夢であった。

　下りの制限速度は時速四〇キロ。だがブレーキが利かなければ一分間で時速一〇〇キロまで速度が上がるという。それほど速度が上がってしまえば列車を止める術すべはもはやなく、下り坂で脱線か衝突か、の運命を余よ儀ぎなくされる。

　中に乗っている僕たちがどうなるのかは、考えるまでもない。

「丸池さんでもそこの修理はできないの？」

　彼女が首を横に振るのを見て──鉄道に詳しいと言っても、充分な工具も機器もなしに機関車を直せ、というのは無理難題だ、とわかった。

　丸池さんが、苦しそうに話し始める。

「それでも今できる対策は、二つ考えられますが……どちらも望み薄です」

「……一つは後ろの機関室にもう一人が入って、手動で制御器のカムを回して前進力行や発電ブレーキに入れること」

　夏綺が厳しい顔で言った。

　できるの、そんなこと！　と僕は叫びそうになった、のだが。

「できたとしても、それには非常な危険が伴います。走行中の機関室に入り、高圧電流の流れる制御器に触れたりすれば、感電事故を起こす可能が非常に高いんです」

「運転中に機関室に入ることは御ご法はつ度とだし……真ちゃんもみすずちゃんもびしょ濡れだから、全身に電気を通してください、って言ってるようなものだし」

「もしやれたとしてもＥＦ63は、いやこの列車は制御を失い、暴走する可能性が強いんです」

　血が出そうに唇をかみしめ、丸池さんが俯く。

　夏綺が運転台に手を突き、苦しい顔で言う。

「……ロクサンと１６９系が協調運転をできるのなら、あっちの車両の発電ブレーキも使える。もし手動で制御器を動かせたとしても──今の故障状況だと発電ブレーキの協調が、機能しない。つまり１６９系の発電ブレーキは無いものと考えるしかない」

「そうなると発電ブレーキによってＥＦ63の抵抗器に、四両分の重量の負荷が掛かります。ですが……今の７５０Ｖの送電環境では、それが破は滅めつの引き金となるのです」

　丸池さんは顔を上げ、僕を見つめて言った。

「問題は、ＥＦ63のこの音のせい、です」

　ドバババ、と運転室の窓ガラスが雨に打たれる音と立て続けの雷らい鳴めい。その中でヴォォォォと回り続けるファンの音を聞き、僕は首を傾かしげる。

　──この音のせいです。

　その言葉の意味が僕はわからなかった。

「丸池さん、この音のって……音が、なにか悪さをしてるの？」

「発電ブレーキによって生み出された電力は、機関車に搭とう載さいされた抵抗器によって消費されます。抵抗器が電力を使うと、大量の熱が発生します。そこでＥＦ63にはブロワー、つまり送風機が六つあって、それで抵抗器を空くう冷れいしているんです」

「それが、ロクサン名物のブロワーサウンドの源……みすずちゃんの大好きな、ね」

「そのブロワーは、１５００Ｖの通常送電下でフル機能するようになっています。ですが今のファンを回す電圧は半分。つまり今のこの列車は、四分の一程度の冷却能力しかありません」

　それがこの音のせいということなのです、と丸池さんは弱く言う。

「ならそこが目一杯、ブレーキで加熱したら……」

「抵抗器が、熱で溶けます。溶よう断だんしてしまえば発電ブレーキが働かなくなって……列車は抑速の手段を失い暴走し──」

「それに抵抗器は機関車のキモだからね。もし脱線も横転もせずに横川に戻って来られても、抵抗を焼き切ったロクサンは……もう動かせない」

　夏綺が胸に針を突き刺されたような、苦しい顔をする。

　失敗すれば脱線転てん覆ぷく、成功してもこの機関車が廃車同然になる選択を、夏綺も丸池さんも選べない。

　異様なまでに重い運転室の空気の中で、丸池さんは口を開く。

「もう一つの手段……制御器の手動操作に加えて１６９系側も手動で運転し、発電ブレーキを制御すること、です。ＥＤ42の頃の、手動協調への逆戻りです」

「そうか！　そうすれば、機関車のブレーキの負荷も減るから……！」

「それも、できません」

　丸池さんが、残ざん酷こくなくらい簡潔に言う。

「１６９系のブレーキレバーとマスコンキーは外してあります」

「……ああ、そうだった。運転席にいる僕が余計な手出しをできないように……なってたんだよね」

　車で例えるとキーが抜かれ、ハンドルが取り外されている状態だ。あそこの運転席に座っていても、電車の運転は全くできない。

　１６９系の電車は現在、ＥＦ63からの操そう縦じゆうしか受け付けなくなっているのだ。

「志賀さんが乗っていたから、ではなくて、それが碓氷峠の協調運転時の規則だからです。もしかして、外したキーとハンドルを持ってきては……いませんか？」

　そう聞かれた夏綺が無言で首を横に振る。

　丸池さんの失意の様子は、僕にも感じ取れた。

「……だから、私たちは横川に戻ることができないんです」

　ここまで来て、万事休すか──。

　僕は助士席にどかり、と腰を下ろした。

「……横川まで戻れる、よ」

　運転席に座る夏綺が、俯けていた顔を上げ、呟く。

　虚うつろな顔のまま、手を伸ばして真しん鍮ちゆうの空気ブレーキ弁のハンドルに触れる。

「ここの皆を、絶対に麓まで連れ戻してみせるから。さっきだって、発電ブレーキは利かなくても、空気ブレーキで停車ができたんだし」

　夏綺が空気圧をチェックするために、ハンドルを操作する。

　ぷしゅーっと、圧縮空気が排出される音が、嵐の雨音に混じって聞こえた。

「うん、空気ブレーキはきちんと働くし圧も正常……ロクサンの発電ブレーキが使えなくても、減速はできるから」

「ダメです！　ＥＦ63は発電ブレーキがあって初めて、安全に碓氷を下れるんです！　空気ブレーキだけでは危険です！」

　つかみかかるような勢いで、丸池さんが夏綺へと叫ぶ。

「空気ブレーキの制せい輪りん子しのみで減速を掛け続ければ、加熱と磨ま耗もうで止まらなくなるか、最悪はロックして……傾斜に負けて、車輪が滑かつ走そうします」

「ＥＦ63には、電でん磁じ吸きゆう着ちやくブレーキだってあるんだし！」

「確かにそれも、砂すな撒まきもあります。でもその働きにも限度があります！」

　丸池さんが泣き出しそうな顔で言う。

　感情的になった二人の口論を止めようか、と思った。

　だけど専門的な分野に踏み込んでるせいで、未み熟じゆくな僕には口が挟めなかった。

「夏綺ちゃん、落ち着いてください。ここに立たち往おう生じようしたくないっていうのは、わかります」

「でも……でも！」

「でも、碓氷の下りで車輪が粘着力を失ったら、なにもかもおしまいです！　滑走が始まって脱線でもしたら、先頭車両の夏綺ちゃんは……ひどいことになるんですよ？　それに、車両に収容した人たちもみんな……！」




　──その時、僕の中に言葉にしにくい、奇妙な違和感が生まれた。




「じゃぁどうしろっていうの！　ここでじっと待ってるしかないの──このままじゃ、私たちはあの斜面の土砂に飲まれて死んじゃうよ!?　それじゃ熊ノ平まで来た意味が、なにもない！」

　どん！　と窓ガラスを夏綺の手の平が叩く。

　窓の外の急斜面は、今にも土砂崩れが起きそうな危うさを見せている。

　もしここで土砂崩れや落石がこの列車を直撃すれば、一巻の終わりだ。




　──この列車が下ることも、ここに留まることも危険だ、というのならば。




「でも、無理して下って事故を起こせば……なにもかも、駄だ目めになります」

「なら、本当に……どうすればいいのよ、ねぇ……誰か、教えてよ……どうすればいいのよ！　皆の前で私ならやれるって言って出てきたのに、これじゃ……情けないよ……」

　拳こぶしを膝ひざに叩きつけ、夏綺が苦しげに嗚お咽えつする。




　──おかしい。今の状況は詰みじゃないはずだ。




「わかりません。それに夏綺ちゃんが悪いわけでもないです。私にも……もっと、道具や知識があって、ＥＦ63をここできちんと直せれば良かったのに……」

　丸池さんも運転室にしゃがみ込み、両手で顔を覆っていた。

　行き場のない苦悩の空気が、運転室を埋め尽くしていたが……。




　僕の頭の中に思い浮かぶ、初めて夏綺が夢を教えてくれた場所。

　レールの断絶した軽井沢、矢やヶが崎さきの廃踏切。

　あの光景を思い出した瞬間、打つべき手が僕に思い浮かんだのだ。




　──下っていくと事故が避けられないなら。

　どうして、逆に考えないんだろう？




「ああ。そう、か」

　違和感の正体が、ようやくわかった。

　……こんな簡単なことがどうして、今まで僕らにはわからなかったんだろう？

　ひどくすっきりした、笑いたいような心強い気分になる。

　僕は穏やかに笑って、夏綺の肩を優しく撫なでて言う。




「つまり、碓氷峠を下らなければいいんだよね？」

「真ちゃん……？」

「なら、登ろう。このまま上へ、軽井沢まで行こう。ここまでこの列車は登って来られたんだ、このまま登り続けられるはずだよ」




「──────！」

　悔し泣きに震えていた彼女たちが、涙に濡れた顔で僕を見上げていた。

　夏綺が我に返って、丸池さんに矢や継つぎ早に聞く。

「みすずちゃん！　登りの路線はこの先トンネルで、豪雨の影響はないはずだよね？」

「このまま下り線を使うのなら４号から18号までトンネルがありますけど、新線はほとんど地中を通ってるから……いけると思います」

「トンネル内の架か線せんと送電は生きてるの？」

「一応は……整備と点検は完かん璧ぺきとは言えません。ですけどデッドセクションはないので下からの送電は、そのまま通じているはずです」

「線路上に障害物はあるの？」

「熊ノ平のトンネル入り口にある、鉄てつ柵さくだけです。あれを外せば入れます、でも軽井沢駅までレールは繫がってませ──」

　僕がそこで、丸池さんに横から言う。

「そこまで行かなくても、手前の矢ヶ崎まで行けるはずだよ。そこまで行ければ充分だ」

　僕は夏綺に連れて行かれた、踏切の記憶を思い出して言う。

　そう、あそこまではこの列車は行けるはずなんだ。

「僕たちがしなくちゃいけないのは、軽井沢に行くことじゃなくて、碓氷峠からの脱出だ。この熊ノ平から登りでも下りでもいいから、どちらかの安全な場所まで抜ければいい」

　夏綺も僕の考えていることを理解してくれたように、目配せをしていた。

　少し遅れて、こくん、と丸池さんが頷く。

　ちょうどその時、壁の無線のスピーカーがザリッと音を立てて、麓からの声を伝えてきた。

『こちらは横川の臨時司令所。救援列車、聞こえまして……夏綺、返事をなさいな』

「なつきち、ヘッドセットを貸して」

「うん」

　夏綺がヘッドセットを外して僕に渡してくれた。

　まだ温もりの残ったイヤホンをつけると、マイクロフォンのスイッチを入れて話す。

「こちら熊ノ平救援列車です、司令所、どうぞ──」

『真？　いったいどうしまして？　あなたたちにすぐに伝えないといけない知らせがありましたのに』

　白鳥部長の声は、切せつ迫ぱくしている。

『下りの発車は待ちなさい。麓の路線内で倒木と、路床の損傷の可能性が出てきました。現地に今、状況の確認に人が向かってます』

　なんてことだ。もしこの列車が下ることができても、トンネルを出たところで衝突事故を起こす可能性があった、ということか。

「そうですか。こっちも機関車のトラブルが発生して、発電ブレーキが利かない状態になってるんです、だから……」

『なんですって!?　みすずに代わりなさい、詳しい説明を……』

「だから部長、僕に考えがあります。聞いてください」

『なんですの？』

「このまま救援列車は軽井沢の手前まで登っていこうかと……それなら、現状のこの列車でもできるはずです。なので長野県側の警察と消防への、救援の連絡を頼みます」

『…………』

　気の強い自信家の白鳥部長が、無線通話の向こうで絶句している。

『……本気、ですの？』

「下でなにかしらの対策が決まるまで、ここで待っていること自体が危険なんです。今は一いつ刻こくを争います」

　泥と枝葉まじりの濁だく流りゆうに洗われる山の斜面を窓越しに見て、僕は言う。

「それにこれは『やれる手段があるのに、やらない』のは嫌だっていう、部長のポリシーにも反しないとは思いますが」

　数秒の沈黙の後、ふーっという意を決したような息がマイクロフォンに掛かる音が聞こえる。

『……わかりましたわ。ここで私が即断即決ができないようでは、あなた方のリーダーたりえませんわね』

　白鳥部長の、堂々とした声がスピーカーから響く。

『真の提案を採用します。それに何事があっても責任はすべて私が取りますわ。だから安心してあなた方は全力を尽くし、その列車と乗客を長野まで、無事に送り届けなさいな』

「わかりました、ありがとうございます──」

『ああ、あなたのお姉さまから一言、言いたいことがあるそうですわ』

　マイクロフォンを手渡す音が聞こえ、僕はびくっとして背筋を伸ばす。

　姉さんが見てるわけじゃないのに、緊張してしまう。

『真──』

「……姉さん」

『人命を賭としている以上、ここであなたたちの失敗を望みません。ならば志賀家の名を辱はずかしめないように、全身全霊を尽くして苦難を乗り越え、苦境にある人たちを救いなさい』

「わかった。ありがとう……姉さん」

『できれば女の姿形などをせずに、家を継ぐ男子として恥じない姿で行って欲しかったのですが』

「……それは言わない約束で」

　僕はヘッドセットを外すと、夏綺に返して言う。

「部長からもＯＫが出た。なつきち、登りでの熊ノ平脱出案実行で、いいよね」

「うん、私もそれしかないと思う……それにしてもどうして、真ちゃんはこんなことを思い付いたの？」

　振り返った夏綺の、不思議そうな顔の質問だった。僕は少し考える。

　笑われるかもしれないけど、正直に答えることにした。

「悔し泣きしてるなつきちの顔を見てたらね、最初に……なつきちが夢を教えてくれたあの踏切を思い出してね」

　夢？　と丸池さんが不思議そうな顔をする。

「そしたら突然、こんなことを思い付いたんだ」

　夏綺が慌てて、頰ほおに残った涙の筋を白手袋の甲で拭ぬぐう。

　丸池さんも僕の方を、じっと見つめていた。

　奇妙な照れくささを覚えながら、僕は言う。

「あそこで軽井沢へのレールが切れてるんじゃなくて、ここからあそこまではレールが繫がってるんだ、と。だったら、ここからあの踏切まで走ることができれば、僕らは助かる、って」

　鼻の頭を搔かく僕を、二人はびっくりした顔で見つめていた。

　丸池さんが、唸うなる。

「発想の転換、ですね……私にはできません」

「そっか、それなら……私がここで頑張らないとダメじゃないの！　口喧嘩したり泣いたりしてる場合じゃないよ。やらないと、なにがなんでも！」

　ぱんっ！　と夏綺が白手袋の手の平で、自分の頰を叩く。

「はい、私も……やれることはなんでもやります！　お嬢様の大望を実現させたいんです！」

「それなら決まりだ、やるぞ──！」




　僕と工事の人はもう一度外に出て、吹き飛ばされそうになり、横殴りの雨にずぶ濡れになりながら、トンネルを塞ふさいでいる立ち入り禁止のパイプ柵を押し退けた。

　日が暮れて夜になり、手持ちのライトと電車の前ぜん照しよう灯とうだけが頼りだった。

　軽量の柵で助かった。これがコンクリートとかで固められていたらお手上げだ。

　車内では丸池さんが鉄道文化むらの職員の人に、長野への脱出作戦を説明する役を買って出てくれた。

　さらに１６９系の先頭での前方監視役は、丸池さんに任せることにした。保線と車両の整備担当である彼女の知識と目は、僕よりも確かだ。もし進路に異常があった時に、素早く反応し、警告することができる。

　僕は最後尾のＥＦ63の運転室で、夏綺と一緒にいることになった。

　工事の人たちも電車の車内に戻り、僕はタラップを上りドアを押し開けて、ますます激しくなる豪雨の中で息も絶え絶えになって戻ってきたが──。

「なつきち、進路の安全確認ができた！　いけるよ！」

　室内電灯に照らされた、狭い運転室内に呼びかける。

　陽よう気きな返事を期待した僕だったが──突然、思いもしない光景を目にしたのだった。




　運転席に座り、進行方向に背中を向けた姿勢のまま、夏綺は固まっていた。

　乗務員の制服を着た夏綺は、青ざめて生気がない表情をしていた。

　まるで仮面を思わせる顔で、雨に叩かれる窓ガラスを見つめている。

　気合い一声で飛び出た時にここに残した夏綺と、今の彼女は別人のように見えるほどの違いだった。

「どうしたの、なつきち？　具合……悪いの？」

　様子の急変に、僕は焦る。

　もしかして急に気分や体調が悪くなって、運転ができなくなるようなトラブルが起きたのか？

　最悪の事態を乗り越えられると思ったのに、またここで災さい難なんに見舞われるのか！　と呪のろいたい心地だったのだけど……。

「身体は、大丈夫だよ。でもね、真ちゃん……あの、ね」

　夏綺がステンレス製のマスコンハンドルに触れてた、手の白手袋を外す。

　その手が小さく震えていた。

「さっきまでは、私は平気だったんだ。さぁ、頑張って上までロクサンを走らせなくちゃ、この列車に乗せたみんなを助けなくちゃ、って考え始めたら……突然、すごく、怖くなってきた」

　夏綺の指が、胸元をかきむしる様に摑む。

　喘ぜん息そくみたいに呼吸が乱れ、唇が揺れている。

「おっかしいよね……たくさんの人をさ、助けなきゃいけない。子供たちを乗せて運転するんだって思った途端にね、震えが止まらなくなったの。こんなこと考えちゃ駄目だ、って思っても頭が止まらなくなっちゃって……考えが、ぐるぐるしだして」

　人の命を背負って運転をするというプレッシャーが、夏綺を押し潰つぶしそうになってる。

　自分の命だけではない、他人の命の重み──それを今、僕たちは彼女に背負わせようとしているのだ。

　佐原教官にミスをして怒られた時に口うるさく言われても実感できなかった、機関士の償つぐないのし難がたい責任。それが夏綺の心にのし掛かっているんだ。

「文化むらを出た時は、ぜんぜん平気だったのに。今、たくさんの人が乗ってると思うともう駄目で、怖くて…………私がこんなになっちゃうだなんて、変だよ、ね」

　空気ブレーキ弁を解除してマスコンのノッチを入れれば、彼女は責せき務むから逃げられない。

　一度は立ち直り掛けた夏綺の心が、重責と緊張を感じた途端に、脆もろく崩れそうになっているように見えた。

「真ちゃん、ごめん。こんな大変な目に君をつきあわせちゃって。しぇるぱ部にはお手伝い程度だったはずなのに、こんな……命がけの危険に、巻き込んじゃうだなんてさ」

「なつきち！」

「女の子の格好をさせたりとか、真ちゃんには嫌なこともたくさんあったはずなのに……こんな危ないことにまでつきあわせちゃって、ごめん。本当にごめんね……」

　夏綺が首を巡らせ、運転室内の僕を見る。

　泣き出しそうな、情けない顔をしていた。

「私……真ちゃんを巻き込まなければよかった。ロクサンから降りてきて、初めて真ちゃんと出会った時にさ……見て見ない振りをすれば、よかったのかもしれない」

　夏綺の声は、雨音にかき消されそうなほど弱く、震えていた。

　唇はリップを引いてあるはずなのに、チアノーゼみたいに青ざめて見える。

「軽井沢で真ちゃんに夢のことなんか、言わなければよかった。そうしたら、こんなところまで真ちゃんは来なくて済んだのに。私の運転なんかに、真ちゃんの命もかけなくて良かったのに」

　夏綺の表情がブレる。心が崩壊寸前の危うさ、だ。

　泣き出すのを我慢している、壊れそうな眼差しが僕に向けられる。

「今ここで、真ちゃんに……運転を代わって、だなんてお願いできないよね」

「できれば代わってあげたいけど──僕には、悔しいけどそれはまだ、できない」

　夏綺が運転しなくては、ＥＦ63は動かせない。

　僕や丸池さんでは無理なんだ。練れん達たつした夏綺がこの機関車を動かして、初めて僕らは脱出の可能性を手にすることができる。

「そうだよね。なのにこんな気弱なことを考えちゃうくらいに怖いし、情けないし、本当に……私、どうにかしちゃってるよ……」

　頑張れ、とか不安になるな、とか君ならできる、とかそんな通り一いつ遍ぺんの励ましの言葉は、彼女の心に届きそうにない。

「あんな子供っぽい夢なんか、さっさと捨てればよかったのかな。そうすれば私は普通の女の子でいられて──こんなことにならず済んだの、かな……」

　夏綺の言葉は、彼女だけではなく僕の心にも突き刺さる。

　聞いていられない言葉だった。

　僕を導いてくれるはずの、あれほどに力強かった彼女の輝き。

　それが嵐の中で瞬またたき、霞かすんで消えようとしている。

　──それを黙って見過ごすわけには、絶対にいかなかった。

「…………」

　合羽を脱いだ僕は黙って運転席の後ろに回り、夏綺の背後に立つ。

　運転席と機関室と外へのドアに挟まれた、狭いスペースに僕はいた。

　そこで僕はおもむろに、後ろから夏綺の肩に両手を置く。

　あ、と小さく夏綺が声を上げて身をよじった。僕は夏綺の耳元に口を寄せ、言う。

「なつきち──僕は、君の夢が、大好きだ」

「まこと……ちゃん？」

「なつきち、君が好きだ。夢を持って笑う君が好きだ、だから──」

「────」

「だから夢を捨てるだなんて、絶対に言わないで」

　僕は夏綺の肩を、強く握る。

「君には強く、笑っていて欲しい。賭けられるものが僕の命なら、喜んで君に賭ける。だから勇気を出して……僕の好きななつきちなら、ここで『大丈夫、みんな無事に救い出してみせるよ』って言うはずだよ」

「……私に、そう……なって、ほしいって、真ちゃんが……思ってるの」

「うん。僕はなつきちに出会って、好きになったことを──なかったことになんか絶対にしたくない。君の夢を知って、僕も初めて自分のやりたいことが、わかったんだ」

「真ちゃん……」

「僕は、君の夢が叶う瞬間を見てみたい。だから……その夢を、捨てないで」

　僕たちは、これ以上なにも言わなかった。

　ごうごうと窓ガラスを叩く雨の音しか聞こえない。

　これ以上言葉が出てこない。僕は両手に彼女の体温を感じていた……のだが。

「真ちゃん？　あの……ね？」

「どうしたの？」

　夏綺が胸元のスイッチを触って、ぼそりと言った。




「……ヘッドセットのマイクが、ね。生きてた」




「────」

　つまり、それは。

　今僕が言ったことが、外に筒抜けだったってこと？

「もしかして、先頭車両の丸池さんにも今のが全部聞こえてた、とか？」

「無線のスイッチも入れっぱなしだったから、文化むらにも全部……や、ちょっと、私の泣き言も全部聞かれてただなんて、うわぁぁぁ──────」

「なつきちはいいよ!?　ぼ、僕はこっ恥ずかしい告白を、お、うぁぁぁ─────！」

　思わず頭を抱え、ずるっと背中を滑らせてその場にへたり込みそうになる。

　そういえば、丸池さんが僕に『惚れそうです』って言った時は、手で通話口を隠していたのを思い出す。

　あれは通信でつながった車内の他の人に、声を聞かれないための仕草で──僕らはそんな配はい慮りよを一切せず、こっ恥ずかしい会話をしてたのだ。

　運転室で僕と夏綺が、とんでもない恥ずかしさにぐねぐね身み悶もだえする。

「ぉぉぉ……帰りたくない……こ、このまま熊ノ平に潜んで隠れてしまいたい……！」

「あ、あはは……あはは───────！　私も同じ気分だけど、列車にみんなを乗せてるからそーもいかないもんさ、真ちゃん！」

　夏綺が、もはや不安の欠片かけらもない声で僕を振り返る。

　心理が反転してハイになったのか、ぎらぎらと輝くような笑顔をしてた。

「恥ずかしいのはお互い様だぁ！　明日香部長やみすずちゃんの前で死にたくなるよーな恥ずかしい目に、後で私だけ遭うのはまっぴらごめんだもんねー！」

「ちょ、なつきち!?　なにその死なばもろともな発言は!?」

「ったくもー！　私ったらなに弱気になってるんだか！　馴れないことはするもんじゃーないね、おかげで来世分まで恥かいちゃってーい……うぁぁぁ」

　ヘッドセットに耳を当てて、夏綺はごんごん、とドアの窓ガラスに頭をぶつける、恥ずかしげな仕草をする。

　僕も頰に両手を当て、抽象絵画の人物像みたいにその後ろで捻ねじれていた。

「あー向こうで先輩たちと職員さんが私たちのことで、なんかあれこれとムフムフ笑いで会話してるし！　お姉さんも笑ってるよー、あの娘こを嫁にでもするつもりですか、とか？　こっちの室内スピーカーに切り替えて、聞いてみる？」

「聞かせてくれなくていいから……あああ……」

「はい！　恥ずかしがるのはここまで！　下界のことは、下界に戻ってから悩む！　あれやこれやは助かった後に考えればいいよ、今は真剣にやらないと、ね！」

「そ、そうだね……」

「気を取り直して！　そーれぇ、しゅっぱつ、進行────！」

　夏綺が傍かたわらの赤いレバーを押す。

　熊ノ平に満ちた風と雨の音を、覆い尽くすピヒャァァァ──！　という汽き笛てきの響き。

「動作よし！　協調よし！　前方確認……よし！　さぁて、やってやりますか！」

　夏綺の滑らかな操作で空気ブレーキが解除される。前に１６９系の車両を連結させた、ＥＦ63は動き始めた。

　登りの線路を、希望を繫ぐために──。





　　　　　※






「電波はもちろん通じない、よね。山の中でトンネルだもんな」

　ポケットからスマホを出し、電波のインジケーターを見て言う。

　液晶の時間表示は、八時過ぎ。僕と夏綺がいるのは、軽井沢に向かう救助列車の最後尾、ＥＦ63の運転室だった。

　最後尾の機関車が、後ろ向きに列車を押して進む。

　つま先下がりの急きゆう勾こう配ばいの線路を、背中を引っ張られるように登っていく。

　先頭車両では丸池さんが夏綺の目の代わりとなり、前方監視を行ってる。

　熊ノ平までは先頭車両に居たせいでわからなかったが、一番後ろの車両で背を向けて坂を登る感覚というのは、人を落ち着かない気分にさせる。

　運転席の夏綺は、すっかり真面目な顔で運転台の計けい器きを見つめていた。

　夏綺の右手が、マスコンのハンドルを小刻みに動かす。

　僕がシミュレーターで習った時は、マスコンは入れっぱなしにしておけばいい、と教わっていた。だが夏綺は、あえて手動でその微調整をやっている。

　それどころか、吹き込む風にかまわず窓を開けて、トンネルの中に響きわたる、発動機の音に耳を澄ましていた。僕にわからない感覚と判断で、夏綺はマスコンハンドルの刻み──出力のノッチを切り替えていく。

　夏綺はこの機関車が急勾配を滑らずに登るための、最適な出力のマニュアル制御に五感と全ぜん霊れいを注いでいた。

　そんな夏綺の運転技能と集中力は、間近で見ると圧あつ巻かんであった。

　トンネルの中に照明はなく、外は真っ暗。

　足下からは電動機の力強い振動とレールの立てる音が、背中からは機関室の強制空冷ファンの立てる、ゴォォォォォと唸る音が運転室に響く。

　運転席の背もたれに手を突いてないと、よろめきそうになる。

　夏綺の肩とガラス越しに前に見えるのは、真っ暗な下り勾配のトンネルの闇。

　もしそこへ滑り落ちていくようなことがあれば、この列車は地じ獄ごくの底まで真っ逆さまだ。

「11号トンネル通過！　進路問題なし、半分は越えた──残り七つ！」

　先頭車両の丸池さんの報告を、ヘッドセットで聞き取って夏綺は復唱する。車内の救助客の様子も、丸池さんは逐一伝えてくれているようだった。

　僕は彼女の後ろに立ち、運転を見守ることしかできない。

　トンネルの間の、わずかな切れ目を通るとざぁああああ！　と激しく雨風が窓ガラスを叩く。横の窓から雨が吹き込むが、夏綺の集中力は途切れない。

　そして列車の立てる轟ごう音おんしか聞こえない、真っ暗なトンネルの中へ再び突入。

　半分の電圧しか供給されていないＥＦ63は、トンネルの勾配をのろのろと──だが着実に登っていく。

　外の風景が見えないから、どれくらい進んでいるのかわからないのが心苦しい。

　レールを車輪が踏む、単調な音が時間感覚を曖あい昧まいにする。

　たった数分のようでもあり、数時間──こうして闇の中を進んでいるような気もする。

「ここまで登れば碓氷は抜けたも同然……なんだけど、さぁてどうくるもんかね？」

　夏綺の口調には、不敵さがあった。

　人命を背負って運転するという緊張からは、解き放たれているようだった。

「17号トンネル通過！　前方進路よし──あと一つ、18号で終わり！」

　トンネルの継ぎ目の、吹き込む豪雨の洗礼。服が濡れても夏綺は、気にすら留めてない。

　そして再びの闇と静せい寂じやく。

　あともう一回、雨を浴びたとき、僕たちの脱出作戦は成功する──！





　　　　　※






　この時、山の荒ぶる神は若者たちに試し練れんを課した。

　己の結界たるこの峠、逆巻く嵐の園そのから、捕らえた獲物を逃のがしてなるものか、と。

　落雷の鳴めい動どうと共に、山肌を落らく木ぼくが転がり落ちた。

　まだここに列車が停まっていれば、この落木が車両に衝突して被害を与えたことだろう。

　だが、それは決して幸運だとは言えなかった。

　落木は、線路上で架か線せんと地面とを渡すように倒れ込んだのだ。

　バンッ！　と高電圧でショートを起こした落木は弾はじけて燃え、くすぶって煙を上げる。

　豪雨のために、火は燃え上がらなかった。しかしそれよりも深刻な障害を、落木がこの鉄てつ路ろに与えたのだった。





　　　　　※






　18号トンネルの中で、もうこれで終わりだ、と安心した時のことだ。

　きゃぁぁぁぁぁ────！　と前方の車両で叫び声が聞こえる。

　背中に感じていた空冷ファンの音が腰砕けに弱くなり、消えた。

　背中向きに進む推すい力りよくが、あからさまに弱くなる！

　だけど、そんな反応の寸前に──まるで異変を予知したかのように、夏綺の手が瞬時に真鍮のブレーキハンドルを押していたのだ。

「電流・電圧が落っこちた！　やられたぁ、送電が切れたよ、これっ！」

　計器をのぞき込む、夏綺の叫び。

　僕は呼吸が止まりそうな焦りに襲われる。

　登坂中の電力喪そう失しつ。最悪の事態だ。

　１６９系とＥＦ63の登坂が止まり、下降を始めれば──ここまで登って来たトンネルを駆け下り、横川まで超高速で叩き落とされる。

　今のこの列車は安全に碓氷峠の急勾配を下れないのだ。だから登り方向の脱出を選んだのに、この緊急事態だ。

　だがしかし──。

「だけどねぇ！　このロクサンはそれくらいはね、なんてことはぁないのぉさぁっ！」

　夏綺が高らかに、自信ありげに吼ほえた。

　白手袋の手が、真鍮のブレーキレバーを押し込む──！
















　　　　　※






　補助機関車ＥＦ63の最大の特徴はなにか？　といえば、だ。

　それは六六・七パミールの坂を列車や貨車を押して登れることではない。

　鉄道運用の常識外となる急勾配を安全に下ることができる、いやそのど真ん中で平然と『留とどまれる』ことにあるのだ。

　それは電力の完全喪失という、最悪の事態に直面しても──電気機関車史上、空前絶後ともいえるほど充実したブレーキ装置を持つＥＦ63ならばこそ、だ。

　つまるところ、碓氷峠という日本の鉄道に名を刻きざむ伝説の峠を行き来した主もまた、伝説の電気機関車であった、ということだ。





　　　　　※






　ぷしゅうううう！　というエア噴出音がトンネルの中に鳴り響く。

　キィィィィァァァ、と神経に障る金属の擦こすれ、軋きしむ音。

　背中向きに進もうとする慣性の感覚がなくなり──ズゥン、と車両同士を繫ぐ連結器が立てる重い音が、真っ暗なトンネルの中で聞こえた。

「とまっ……たぁっ！」

　架線からの電力供給が断絶された、電気機関車にとっては全ぜん身しん麻ま痺ひにも近い絶望的な状況。

　でも運転台の計器は生きており、ランプが灯っている。

　このＥＦ63には他の機関車にはない、大型の予備バッテリーが搭とう載さいされていた。

　それによって計器類と、予備の空気ブレーキ用のエアコンプレッサーが動いている。だから、電源喪失という環境下でもブレーキを作動させることができる。

　だからこそ、今こうしてトンネルの中の急勾配で無事に停車できたのだ。

「なつきち!?　どうする──」

　僕たちは、まだ碓氷峠を登り切っていない。

　列車は最後のトンネルの中、傾斜の途中で停車している。

　電力復旧をここで待つのか、それとも列車での脱出はここまでにするのか。

「今しなくちゃいけないのは、ロクサンを軽井沢まで走らせることじゃなくて、乗ってるみんなを脱出させること。だからラストのここまで来られれば、上々！」

　夏綺の決断は、後者だった。

「みんなにはここで降りてもらって、後は歩きで矢ヶ崎まで──明日香部長がきちんとお仕事をしてくれていれば、あっちからもお迎えが来てるはずだよ！」

　夏綺は運転席から腕を伸ばし、助士席側にあるノブを捻って、口早に言う。

「転動防止用ブレーキロック装置、よし──」

「それって、丸池さんの言ってた『超重武装のブレーキ』の？」

「そそ！　空気ブレーキに機械のカムを嚙かませてブレーキを掛け続けるって……これがなきゃ、予備コンプレッサーがバッテリー切れになった途端に、ロクサンは碓氷の急勾配をずり落ちていくことになるから」

　登坂中の電源喪失という事態に備えた、この機関車にしかない二つの特殊制動装置が最大限に働き、僕らと乗客を救ったのだ。

　夏綺は運転席から立ち上がり、助士席にある丸いハンドル──ハンドブレーキを回しながら、僕へと言う。

「ブレーキを掛けられるだけ全部掛けて手歯止めも入れて、このトンネル内にロクサンを停留するよ！　真ちゃんはみすずちゃんと一緒に、避難のお客さんの誘導をお願い！」

「任せて！」

　僕は運転室を出て、真っ暗なトンネルの中へ降りた。

　爪先上がりに、バラストの敷かれた線路を駆け上がる。

　さっき聞こえた叫び声は、電源がなくなって真っ暗になった前方車両の中の悲鳴だろう。電源がなくなり、真っ暗になって急停車した車内は、大変なパニックになっているに違いない。

　丸池さんが車両のドアを押し開け、線路上の僕へと呼びかけてきた。

「志賀さん!?」

「ここから先は歩きになる、中のみんなは大丈夫か、って……え？」

　ドアの隙間から車内の中を見た瞬間、ぎょっとし──途端に堪たまらない衝動に襲われ、笑い転げそうになってしまった。

「ひっ、はは……なんだよそれ！」

　かまめっしーの目が煌こう々こうと輝き、座席に座った子供や教員さんたちをＬＥＤの白い明かりで照らしていたのだ。

　暗闇の中の光は、パニックを急激に収める効果がある。

　ざわついているが、大混乱にはほど遠い車内の落ち着き。

　それが横川のゆるキャラ・かまめっしーのおかげだったとは。

　萩野先輩が勝手に乗せたかまめっしーが、こんな役に立つとは……予想もしなかった。

「萩野先輩に頼まれて、かまめっしーの目に電でん飾しよく装置を入れたのが私なんです。真っ暗になった車内で皆パニックになりそうになったときに、明かりになりそうなのがこれしかなくて、だけど……おかしいですよね、こんなのは」

「上出来だよ、後で萩野先輩にかまめっしーも活躍したって教えないとね」

　丸池さんが極度の緊張から解き放たれた顔で、笑おうとしていた。

　だが僕を、途と端たんにジト目で見下ろす。

「あの、先ほど電話機から聞こえたんですけど、運転席でお二人はいったいなんの話を──す、好きとかなんとか言ってませんでしたか!?」

「その話も後でっ！　ってお迎えが来たみたいだ」

　僕が手をかざし、上り勾配のトンネルの出口を見た。

　前方から複数のライトが動く光と、バラストを踏んで走ってくる足音があった。

　長野側の消防と警察の人たちが、こちらに迎えにトンネルの中に来てくれたみたいだ。

「さぁ、皆を車内から降ろすのを手伝って、丸池さん！」

「きたきた、これで私たちは助かったぁ！」

　車両の後ろの方から、車両下に潜り込んで作業している夏綺の、安あん堵どの声がトンネルの中に響き、聞こえる。

　私たちは助かった。

　その言葉が、僕を心の底からほっとさせた──。










「……あーあーあ、この雨じゃ軽かる井い沢ざわ駅は見えないか、残念」

　夜の雨の線路の上に立つ夏なつ綺きが、手をかざして軽井沢駅の方を見る。

　僕らがいるのは、碓氷うすい峠とうげを登り切った先にある、長なが野の県軽井沢の矢やヶが崎さき信号場跡だ。

　夏綺が僕を案内してくれた、あの廃踏切の手前だった。

　夜になり、ここからなら軽井沢の駅の明かりが見えるかと思った。

　だけど雨足がまだ強くて、見通しが利きかない。

「ここまでくれば一安心……だけど、まだひどい雨だよね……」

　山の上の軽井沢も、未だに豪雨が続いている。

　だが嵐の熊くまノの平たいらと違って、僕らはもう安全だった。

　線路の中を、消防や警察の人たちが行き来して、トンネルの中で立ち往生した列車から下ろされた人たちを運んでいく。

　本当はここまでＥイーＦエフ63と列車を運んでくる予定だったが、叶わなかった──でも熊ノ平の孤立客を無事、峠を抜けた長野県側へ避難させるという目的は果たした。

　僕と夏綺は救助の人たちから離れ、スマホで麓ふもとの鉄てつ道どう文ぶん化かむらに僕らの無事と、脱出成功の一いつ報ぽうを入れていた。

　雨合羽を羽は織おり、貸してもらった一つのビニール傘に入って軽井沢駅の方角を眺ながめる。

　ほっと一息ついてから、僕らはお互いの顔を見合わせた。

「トンネルの中で止まらずに、軽井沢まで列車を入れられればよかったのに、ね」

「……え？」

「そうすればなつきちの、長年の悲ひ願がんが叶ったのに」

　軽井沢のＥＦ63二号機と、横よこ川かわで稼動するＥＦ63との再会。

　僕がそう言うと、夏綺はひょいひょいと手を横に振る。

「いやでも、この先の踏切でレールがなくなってるから無理だよ」

「だよね、無理は禁きん物もつか」

「それに……夢が叶う時はさ、晴れ渡った日に盛大にセレモニーをして、しぇるぱ部の皆が揃そろった所で、威い風ふう堂どう々どうと軽井沢に入構したいじゃない？」

「こんな大雨の中でどさくさ紛まぎれで、僕と夏綺と丸まる池いけさんだけで、ＥＦ63の感動の再会を果たすのは、もったいないよね……」

　今日は、夏綺の夢は叶わなかった。

　でも残念だ、とは感じない。

　今日の成功は明日へと繫がる糧かてとなるはずだ。

「そうそ、真まことちゃん？」

「なに？　なつ……きち？」

　夏綺が、身を寄せてくる。

　彼女は少しだけ背伸びをして、顔を近づける。

　豪雨の中で、彼女の手が僕の後ろ首を触って引き寄せ、唇が──接近する。

　僕は夏綺を見つめる。目ま蓋ぶたが閉じて初めて、夏綺は睫毛まつげが長いし眉毛もいい形をしてるなぁ、とか思っていたら……。




　キスは、雨水の味だった。












　──だけどほんの少し甘くて、いい香りがした。




「…………」

「────」

　唇が離れると、お互いに言葉がない。

　心臓が、トクトクと速く鼓こ動どうする。

「真ちゃんが一緒に来てくれなかったら、私はまだ熊ノ平で立ち往おう生じようしたままだったと思う。ありがとう真ちゃん……だからこれは、そのご褒ほう美び」

　夏綺は、小さな声で言う。

　夢見るような、それでいて恥じらいの笑顔で、僕を見上げる。

　その後に、てははは、と夏綺は照れ隠しの笑いをこぼした。

「って、なんかうまくいった興奮で、恋人みたいな大胆なことしちゃったかな。うん、なんだその、私たちにはそーゆーの、まだまだ早過ぎる、かも？」

「ま、まぁそうかも……僕は女装したままだし、これじゃ恋人同士っていっても気分が出ない、よね」

　だよねぇ、と夏綺が笑って言う。

「それじゃさ？　今日は二人でピンチを一緒に切り抜けたんだから、まずはお互い相あい棒ぼう関係からスタート、なんてのはどうかな？」

　相棒か──良い響きだ。友達より絆きずなが深く、恋人という甘ったるさがない。

　だが、夢に向かって共に進む僕と夏綺の関係を、見事に言い表していると思う。

「いいね、じゃぁ……これからも相棒としてよろしく、なつきち」

「うん、真ちゃん。期待しているよ、君の今後の活躍には」

　夏綺は救助現場を振り返って、言う。

「さぁって、ロクサンはトンネルの中に停めて来ちゃったし、帰りはどうするかなぁ？　先輩たちが横川で待ってるけど……うむ、どうしよう？」

「まず救助された人たちのところに戻って、点呼とか身元とかの確認を取った後に、白しら鳥とり部長に頼んで出迎えを出してもらう……って感じだと思うけど、どう？」

　夏綺が曇りのない笑顔を、僕へと向ける。

「おけおけ、それじゃぁ──まずはみすずちゃんと合流しなくちゃね。帰ろうか、我がしぇるぱ部の愛しきほーむへ！」








　　あとがき




　──この後、横よこ川かわに戻った夏なつ綺きは乗物酔いでリバースしまして、というエピローグの一節をさすがにどうか？　と思って書かなかったりした作者の、阿あ羅ら本もと景けいと申します。

　この度は『碓氷うすいと彼女とロクサンの。』をお読みいただき、ありがとうございます。




　この小説は『廃線になった碓氷新線を舞台にしたライトノベルを書かないか？』というお話を頂いたことが、私の執しつ筆ぴつのきっかけでした。

　あまり鉄道のことに詳しくなかった私は女の子はあれこれ書けても、マニアック専門分野の代表格と言われるこのジャンルの作品をやれるのだろうか……という不安が当初はやはりありました。

　そしてイラストレーターのバーニア６００さんがこの小説の主役とも言うべき、電気機関車ＥＦ63に非常に思い入れのある方だと知り『こりゃぁ生なま半はん可かな覚悟では出来んぞ』と覚悟したのでした。そして舞台となる碓氷峠鉄道文化むらに行き、あれこれ調べてこのお話を作り始めたのですが、誕生はなかなかに苦難の連続ではありました。

　このストーリーが私の頭の中で明確な形を取ったのは、制作陣一同でロケハンとして横川と軽かる井い沢ざわに行った際に、案内された矢やヶが崎さきの廃踏切──二章で夏綺が真まことを連れて行った、あの場所を直じかに見た時です。

　軽井沢に展示されたＥＦ63の二号機と麓ふもとの稼か働どう機きたちが『織おり姫ひめと彦ひこ星ぼし』だ、とバーニア６００さんが例えているのを聞き、それにまつわるエピソードをヒロインの夏綺キャラに盛り込んだのですが、諸々の設定を含めて今一つぼんやりとしたものでした。

　ですが冬の夕暮れの廃踏切で私は、『私の夢は、ここにレールを通すこと』と言う夏綺の姿が幻まぼろしにも見えたことで、彼女が血肉を持ったキャラクターとして実感でき、『碓氷と彼女とロクサンの。』という物語が動き出したのでした。




　この作品は美び麗れいな女の子とかっこいい鉄道のビジュアル＆『俺の愛するＥＦ63道』を説といてくれたイラストレーターのバーニア６００さんの情熱があって初めて生まれたものです。バーニア６００さん、本当にありがとうございます。

　また、取材協力いただいた碓氷峠鉄道文化むらの皆様（特にＥＦ63体験運転の元指導教官である佐さ藤とうさん）、機関車のメカニックに関して助言を頂いたＩさん、企画のＳさん、またこの作品の誕生に協力いただいた皆様に、感謝しております。

　それでは皆様、しぇるぱ部一同の物語をこれからもよろしくお願いします。





二〇一五年七月　　　阿羅本景　拝
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